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序

本書は財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した達磨寺遺跡の調査成果

をまとめたものです。

達磨寺遺跡は山形県の中央部、山形市街の北西方向に位置する中山町に所在します。中

山町は、さくらんぼやりんごなどの栽培が盛んで、県内でも有数の果樹栽培地帯として知

られています。

本遺跡の周辺には、古墳時代の代表的集落とされる三軒屋物見台遺跡や、海獣葡萄鏡を

出土した川前２遺跡ほかがあり、最上川や須川などの内陸河川を拠り所として営まれた太

古からの集落遺跡の分布でも注目されます。

このたび、須川河川改修の事業に伴い、工事に先立って達磨寺遺跡の発掘調査を実施し

ました。

調査では、限られた範囲にもかかわらず古代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡、鎌倉時代に

遡る方形居館の区画溝など、多数の遺構と遺物が検出されました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえるも

のです。この祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、

子孫へと伝えていくことが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書

が文化財保護活動の啓蒙普及・学術研究・教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に対し心より御礼を申し

上げます。

平成１６年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



例 言

１ 本書は、須川河川改修（下流部）に係る「達磨寺遺跡」の第３次発掘調査報告書である。

２ 既刊の年報、調査説明資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

３ 調査は国土交通省の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

４ 調査要項は下記のとおりである。
だ る ま じ

遺 跡 名 達磨寺遺跡

遺 跡 番 号 ３９９・４００

所 在 地 山形県東村山郡中山町大字達磨寺字達磨地内

調 査 主 体 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理 事 長 木村 宰

受 託 期 間 平成１４年４月１日～平成１６年３月３１日

現 地 調 査 平成１４年５月６日～１０月４日

調査担当者 調査第一課長 野尻 侃（国土交通省関連事業担当）

主任調査研究員 黒坂 雅人

調査第三課長 阿部 明彦（調査主任）

調 査 員 渋谷 純子

５ 本書の作成・執筆は、阿部明彦、渋谷純子が担当した。

６ 委託業務は下記のとおりである。

基準点測量 寒河江測量

遺構写真実測 株式会社シン技術コンサル

遺構デジタル図化編集 株式会社セビアス

自然科学分析 株式会社パリノ・サーベイ

７ 出土遺物・調査記録類については、報告書作成終了後、山形県教育委員会に移管する。

８ 発掘調査および本書を作成するにあたり、下記の方々からご協力、ご助言をいただいた。（順不同、敬称略）

国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所、山形県教育庁社会教育課文化財保護室、中山町教育

委員会、村山教育事務所

阿子島功氏（山形大学人文学部）、三上喜孝氏（山形大学人文学部）、北野博司氏（東北芸術工科大学

歴史遺産学科）、村木志伸氏（東北芸術工科大学歴史遺産学科）



凡 例

１ 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

ＳＴ…竪穴住居 ＳＢ…掘立柱建物 ＳＫ…土壙

ＳＤ…溝 ＳＥ…井戸 ＳＰ…ピット

ＳＧ…河川跡 ＳＬ…鍛冶遺構・屋外炉 ＳＸ…性格不明遺構

ＲＰ…登録土器・土製品 ＲＱ…登録石器・石製品 ＲＭ…登録金属器・金属製品

ＲＷ…登録木器・木製品

２ 遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書での番号として踏襲した。

３ 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（日本測地系）により、高さは海抜高を表す。

４ 遺構概要図、遺構配置図、遺構平面実測図中の方位は座標北を示している。

５ グリットの南北軸は座標北方向に一致する。

６ 遺構実測図は１／２０～１／４００、１／１０００の縮図で採録し、各々スケールを付した。

７ 遺跡における土層の観察は、基本層序（自然層）にローマ数字を付し、遺構覆土については算用数字を用

いて区分した。

８ 遺構平面実測図中の網点は、焼土、炭化物や木灰の分布等を表わし、その用例については各挿図中に凡例

を付した。

９ 本文中の遺物番号は、遺物実測図・遺物図版とも共通のものとした。

１０ 遺物実測図・拓本図は１／１～１／８で採録したが、基本を１／３とし、各挿図にスケールを付した。

１１ 遺物実測図では、須恵器は断面黒ベタ、赤焼土器・土師器は白ヌキとし、黒色土器は黒色処理面に網点を

付した。その他、油煙、漆付着等の事例は個別に表記して凡例を付した。

１２ 遺物観察表中において、括弧内の数値は残存値を示している。

１３ 基本層序および遺構覆土の色調記載については、１９９９年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新

版基準土色帖」に拠った。
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Ⅰ 調査の経緯

１ 調査に至る経過

今回の発掘調査は、須川河川改修事業（下流部）を契機としている。事業の内容は、堤防本

体の拡幅と嵩上、河川敷内の土取り掘削などであり、拡幅に係る堤体敷や側道用地となる部分

あるいは土取り掘削部分に係わる範囲が調査の対象となったものである。本遺跡の場合は前者

に該当し、現堤防の拡幅部分と附随する側道用地部分とが発掘の必要な範囲と判断された。

発掘調査に先立つ、平成１３年５月に県教育委員会文化財課による事前の試掘調査が行われた。

試掘は、堤防拡幅予定地内に３０～４０ｍ間隔でトレンチ７本を入れて行われ、そこでの遺構・遺

物の分布や、検出面までの深さなどが確認された。その結果、柱穴、土壙、溝跡などが部分的

ながら検出され、昭和５８・５９年の高速道路建設に伴う発掘によって明らかとなった平安時代～

中世の集落跡の東側延長が、良好な状態で現堤体付近までにも拡がっていることが確認された。

こうした結果を基に、国土交通省と県教育委員会は現状保存を前提とした事前の協議を行っ

た。しかし、設計の変更は用地的に困難であることなどから、遺跡にかかる施行範囲の２，２００

平方メートルについて平成１４年度に緊急発掘調査を実施し、記録保存に資することとなったも

のである。なお、昭和５８・５９年に行われた東北横断自動車道仙台～寒河江線に係わる調査が第

１次、第２次調査と命名されて実施されたことから、今次調査は、達磨寺遺跡の第３次調査と

位置付け、以下では第３次調査と呼称して行く。

２ 調査の方法と経過

現地調査は、平成１４年５月７日～同年１０月４日までの期間で行われ、実動は１００日であった。

先ず、現場への器材搬入からはじめ、調査区の設定、重機による粗掘り、以下手作業による

面整理・面精査と続け、さらに遺構プランの検出、検出遺構の略測図作成・遺構登録などの手

順を踏んだ。また、各段階で写真撮影を行って、一連の調査作業が記録として辿れるように配

慮している。こうして、遺構プランが把握された後に、地区割や作業行程が決定され、排土処

理などの問題も加味して北側の一画から遺構・遺物の発掘作業を開始した。

調査の基準は、５×５ｍを一単位とするグリットである。グリットの軸線は、真北を基準と

し、東西方向をＸ軸、南北方向をＹ軸とした。Ｘ軸には西から順次Ａ～Ｎのアルファベットを

付し、Ｙ軸では南から１～４０までのアラビア数字を用いて５ｍ毎に区分している。各グリット

の呼称はこれらＸ・Ｙ座標の交点左上（北西隅）の記号と数値で代表させた。

北側部分の調査が一段落した７月中旬、折からの台風６号・７号の襲来に遇い、調査区の大

半が水没した。終日の排水作業が１週間ほど続き、調査進行上で大きな痛手となった。しかし、

この後天候も回復し、中央の住居群、中央南側の中世大溝跡、南側の竪穴や掘立柱建物、井戸

跡などの遺構精査と順調に推移して１０月４日にはすべての工程が終了できた。なお、終了一週

間前の９月２７日には、現地での調査説明会を開催し、約１００人の参加者を得た。

須 川 河 川
改 修 事 業

試 掘 調 査

第 ３ 次 調 査

現 地 調 査

調 査 の 基 準

調 査 説 明 会
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第１図　調査概要図�

３ 調査区の概要

調査区は堤防に沿う細長い範囲であり、調査前は一見して起伏の少ない平坦な地形と窺えた。

しかし、遺構の検出を進めるに従って、四ヶ所の地盤的高低に対応する竪穴建物群ほかの遺構

分布が認められ、自然の起伏を伴う地形的要因が竪穴ほか遺構の分布や選地と関わって微妙な

影響を及ぼしていることが看取された。

これら遺構遺物の分布については次項に記すが、調査区との関わりにおける概要は以下の通

りである。

井戸跡や掘立柱建物跡が検出された南側調査区（Ｙ軸方向２～１０）、ついで中世前期の大溝

が位置する中央部南側部分の調査区（Ｙ軸１１～２０）、やや置いて竪穴建物が環状に配置された

と想定できる中央調査区（Ｙ軸２１～２９）、河跡ＳＧ３１８を挟んで北側に展開するＳＴ６０ほかの竪

穴建物群が分布する北側調査区（Ｙ軸３２～４０）、以上の四ブロックである。なお、北側調査区

と中央調査区を区画する河川跡ＳＧ３１８は、その覆土中に古代の土器片や中世前期のものを含

むことから、古代の竪穴建物が機能していた時代には、河川ないし河道跡の湿地として存在し

ていたことが明らかである。自然の区画や境界となっていたのだろう。また、南北方向に延び

る集落内の道路跡側溝もＳＧ３１８を境に途切れてしまう様子が明瞭で、丸木橋などの施設を伴っ

ていたものと推測される。

以上の四つに区分できる調査区は、基本層序の項でも触れるが、所謂基盤となる砂質シルト

の地山層の高さで見ると、南側調査区でやや高く、大溝跡部分の中央調査区南側で最低位となっ

ていた。また、住居の集中する中央調査区は最高位で、川跡を挟んだ北側はしだいに標高が下

がる状況となっており、自然地形に対応した遺構分布と土地利用の在り方が窺えた。

調 査 区

南 側 調 査 区

中 央 調 査 区

北 側 調 査 区
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

１ 立地と地理的環境

達磨寺遺跡は、山形県東村山郡中山町達磨寺字達磨寺（北緯３８度１９分１５秒、東経１４０度１８分

８秒）に位置する。遺跡の所在する中山町は、山形県のほぼ中央部にあたり、山形盆地の中央

やや西よりに位置している。北に最上川、東から南にかけて須川、西に山形西部丘陵をのぞむ

田園地帯である。

遺跡の立地する達磨寺地区は、東の奥羽山脈に端を発する馬見ヶ崎川、立谷川などが形成し

た大扇状地の先端部に位置している。遺跡は須川左岸の自然堤防状の微高地に立地し、下流約

１㎞地点は立谷川、白川（馬見ヶ崎川下流）が須川に合流する合流地点になっている。今回調

査を行なった場所は、標高約９４ｍを測り、調査前は畑地・果樹園などに利用されていた、平坦

な土地である。

遺跡周辺は中世から近世にかけて陸路・水路ともに交通の要衝であり、近世には最上川舟運

の要地として船着場や荷倉があったといわれている。また、遺跡南端に自生する県指定天然記

念物『お達磨のサクラ』の根元付近からは一字一石経が見つかっている。

２ 歴史的環境

中山町とその周辺には、縄文時代から近世にかけての多数の遺跡が分布しており、西部丘陵

と平地の微高地上に分布の集中が見られる。達磨寺遺跡は須川の自然堤防上に立地し、周辺に

は古墳時代から奈良・平安時代を中心として営まれた遺跡が、微高地上に点在している。須川

の左岸、達磨寺遺跡から約５００ｍ下流には、平安時代の遺跡とされる川前遺跡が、約１㎞下流

には川前２遺跡がある。川前２遺跡では、平成１４年度から平成１５年度にかけて発掘調査が行な

われ、古墳時代～奈良・平安時代の集落跡が検出された。建て替え跡のある竪穴住居などが重

複した状態で１４０棟以上確認されている。達磨寺遺跡から須川を挟んだ対岸には奈良・平安時

代の遺跡である八幡田遺跡がある。また、川前２遺跡付近で須川と合流する白川を合流点から

２㎞ほど遡ると、左岸に向河原遺跡が、右岸には古墳時代から近代までの遺構が検出された渋

江遺跡が立地している。向河原遺跡は、古墳時代から中世にかけての集落跡で、５次に渡る発

掘調査により、竪穴住居跡約１００棟、井戸跡約４０基が検出されている。このほか、東南約２㎞

には馬洗場Ａ遺跡、馬洗場Ｂ遺跡、服部遺跡、藤治屋敷遺跡など、古墳時代、奈良・平安時代

を中心とする遺跡が連続している。

これらの遺跡は、多くが須川・白川などの河川が形成する自然堤防状の微高地に立地し、古

墳時代から奈良・平安時代を中心として、中世以降まで営まれる。こうしたことから、古墳時

代から中世以降にかけての長期間に渡り、これらの微高地は居住するのに適した、安定した環

境にあり、河川と密接に結びついて集落が営まれてきたことが推測される。

遺 跡 の 所 在

遺 跡 の 立 地

遺 跡 周 辺

遺 跡 が 分 布

川 前 ２ 遺 跡

向 河 原 遺 跡

自 然 堤 防
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Ⅲ 遺跡の概要

１基本層序

調査区は須川の堤防沿

いに設定された。調査前

の状況は、堤体にかかる

東側部分がやや高いもの

の、全体に平坦で、大部

分が果樹畑として利用さ

れていた。このため、西

側の表土上層部は果樹畑

の耕作土、堤防側にあたる東側上層は堤防構築の際の盛り土層と考えられる。これらの層から

地山までの層は一定ではない。

地山層は最も安定した層で、調査区の南北でやや高低差が認められる。表土除去の際は地山

ラインまで重機での掘り下げを行なったが、遺構の掘り込みは地山ラインよりも上から確認で

きる。遺構の掘り込みが確認できる面を、旧表土面と仮定すると、平安時代の旧表土ラインと、

中世の旧表土ラインが想定される。平安時代の旧表土ラインと中世の旧表土ラインには、ＳＴ

２１５・ＳＤ１１１が重なる位置で少なくとも４０㎝程度の、堆積によると考えられる差が認められる。

２ 遺構と遺物の分布

遺構・遺物は平安時代と中世のものが検出されている。遺構は竪穴建物約３０棟、掘立柱建物、

井戸、溝跡、道路跡、鍛冶遺構、土壙、墓壙などが検出され、遺物は須恵器、土師器、赤焼土

器、中世陶磁器、金属製品、石製品、木製品などがある。

調査区は前述のように大きく四つに区分され、分布する遺構の様相もそれぞれ異なる。調査

区北側には旧河川を挟んで二つのまとまりがみられ、竪穴建物跡が検出された遺構の大部分を

占める。竪穴建物の多くは平安時代の住居跡と考えられ、須恵器、赤焼土器、土師器の供膳具、

煮炊具が主に出土している。このほか、平安時代の墓壙と考えられる長円形の土壙が数基まと

まって検出されている。調査区中央南よりは、調査区内で最も標高が低く、溝跡が集中して分

布している。溝跡からは、鎌倉時代のものと考えられるかわらけや陶器、青磁、青白磁などが

検出された。調査区南側のブロックには、中央部よりに竪穴建物跡が主に分布し、南端部には

規模の大きな井戸跡や掘立柱建物跡が分布している。竪穴建物跡は多くが平安時代の住居跡と

考えられるが、一部中世の建物跡もまじる。また、中世のものと考えられる道路跡、鍛冶遺構、

土壙、墓壙なども検出されており、中世陶器や砥石などが出土している。

遺物は調査区全体で出土している。大部分が竪穴建物跡から出土しているが、溝跡、井戸、

土壙、墓壙などからもある程度の出土が見られる。

調査前の状況

地 山 層

旧 表 土 面

遺 構 ・ 遺 物

旧 河 川

竪 穴 建 物

墓 壙

溝 跡

井 戸 跡
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Ⅳ 遺 構

本遺跡から検出された遺構は、竪穴建物（住居）跡、掘立柱建物跡、井戸跡、土壙、道路跡

などの古代に属する遺構の他、方形館の区画溝の一部を構成すると考えられる大溝跡や道路（側

溝）跡、および土壙や竪穴建物などの中世前期（鎌倉時代）に構築されたものがある。

１ 竪穴建物跡（図版１３～５８）

竪穴建物は中央調査区を中心として約３０棟の検出をみたが、その主体が調査区外に掛かるた

め部分的な検出に止まったものも少なくない。以下に検出順に従って位置・規模・カマドほか

施設、出土遺物などの概要を列記していく。

ＳＴ２竪穴建物跡（図版１３・１４、図版８０）

調査区の最北端（Ｍ－４０Ｇ）で検出された竪穴で、長径３８４㎝、短径３３４㎝、検出面からの深

さは２０㎝である。隣接して、ＳＴ５、ＳＴ１１がある。カマド（ＥＬ７１２）は東面に位置するが、

その大半が調査区外に掛かることから、燃焼部ほかの状況は不明である。カマド方位は、北側

袖や焼土・炭化物のひろがりから、Ｅ－２８°－Ｎが計測される。床には覆土６と把握した貼り

床面が建物中央部分を中心に認められたが、北や南の隅には及んでいない。なお、柱穴は検出

されない。遺物では、カマド前面の床面直上他から須恵器のＲＰ２・４や赤焼土器鉢のＲＰ３

などが出土しており、時期決定資料となる。

ＳＴ５竪穴建物跡（図版１４、図版８０）

Ｌ－４０Ｇで検出された竪穴で、東面するカマドと竪穴東辺のごく一部の検出にとどまってい

る。また、検出段階でやや深く下がったことから、その遺存が悪く、焼土や炭化物分布の一部

が捉えられただけとなる。遺物は、小振りで薄手、体部内弯気味の須恵器坏のほか大形の土師

器鍋などが床面近くから出土している。なお、カマド方位はＥ－２°－Ｓである。

ＳＴ１１竪穴建物跡（図版１５・１６、図版８０・８１）

ＳＴ２の西辺に煙道先端がほぼ接しているが、明確な切り合い関係は認められない。長径は

３３４㎝、短径は２８６㎝、検出面からの深さ１６～２０㎝を測る。カマドは東辺北側隅に位置し、前面

とその南側に炭化物のまとまった分布が認められた。袖部の幅は先端で７４㎝、煙道幅１５㎝、全

長で１３２㎝である。床はやや凹凸があり不安定で、東辺および西辺を中心としてやや規模の大

きな掘り方が認められる。遺物は、赤焼土器坏や同有台坏のほか、赤焼土器甕や土師器甕など

があり、総じて９世紀末葉以降の新しい時期相を示すと判断される。

ＳＴ２９竪穴建物跡（図版４７）

Ｌ－３７Ｇに位置する特殊な建物で、広義には竪穴建物の範疇には含まれない可能性がある。

しかし、掘り方が「ロ」の字で巡ることから、当時は表土を地山近くまで掘り下げて除去し、

浅い竪穴状に整地してその中に柱を６本据えた形式の建物であったと窺える。ただし、小型の

竪穴建物には通例柱穴が伴わないことを考えれば、壁や屋根構造などの諸点において、一般的

な竪穴建物とは違う構造を持っていたことが推測される。床は地山上部の掘り方底面近くであ

竪 穴 建 物

ＳＴ２
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ５
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ１１
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ２９
竪 穴 建 物 跡
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り、そこにはカマド他の施設は認められない。

柱穴はＥＰ３０・３１、ＥＰ１０６～１０８の６本で、断面観察から一度の建替えが考えられる。柱間

は、七尺等間を基本としたことが窺えるが、内部に補助的に設けられた柱穴の柱間は六尺となっ

ている。今の所他の類例を知らないが、カマドなどの施設を持たないことや、整然と柱を配置

するなどの在り方からは、倉庫や小屋・納屋などの住居以外の性格が推測できる。なお、柱穴

内からの遺物出土がないため、帰属時期の判定は困難であった。

ＳＴ５９竪穴建物跡（図版１８、図版８１）

Ｌ－３４Ｇに位置し、ＳＴ６０のすぐ東に隣接している。検出範囲は全体の約四分一程度と見ら

れ、カマド他の主体部は調査区外の東側にあると判断される。規模は、南北方向で３２０㎝、東

西は１２６㎝、検出面からの深さ１６㎝を測るが、堤体下に残る東壁断面からは、本来の竪穴の深

さが旧地表面から見て５０㎝近くあったと観察できた。床面は平坦で貼り床や柱穴は認めていな

い。遺物も覆土中の小片に限られたため、時期判別に有効な資料は得られなかった。

ＳＴ６０竪穴建物跡（図版１９～２１、図版８１～８３）

Ｋ－３４Ｇに主体を置く竪穴で、ＳＫ５５、ＳＫ７０、ＳＫ７１などの土壙に各々切られる。規模は

長径４３６㎝、短径３９２㎝、検出面からの深さ２６㎝で、東辺の北側にカマドが付設される。カマド

方位は、Ｅ－２６°－Ｓである。床は堅く締って遺存がよく、土層断面に見る覆土１２と１３層が一

次・二次の貼り床面と捉えられた。古い貼り床の広がりは、その下に認めた掘り方溝の範囲に

対応し、二次の新しい貼り床段階に一回り大きく建替えられたことが明らかである。また、Ｅ

Ｌ７１４カマド跡の南側床面周辺での焼土や炭化物の分布、およびその東辺ラインの不整な広が

りは、旧段階でのカマドの存在によるものと考えられる。従って、建替えは、平面企画ばかり

でなく、カマドも含めた全面的なものであったと言えるだろう。

その他の施設では、カマドの北側に位置する貯蔵穴ＥＰ２４７があり、焼土や炭化物を多く含

む土層中に回転ヘラ切りの須恵器坏他の遺物が含まれていた。遺物は、主としてカマド内部や

その周辺にまとまって分布しており、復元されて資料化できたものも多い。

ＳＴ７５竪穴建物跡（図版２２・２３、図版８３・８４）

Ｊ－３３～３４Ｇに位置し、ＳＴ６０建物の南西に隣接する。平面企画は方形と推測されるが、西

辺と北辺の一部は調査区外に掛かることから不明である。規模は、長径で４０５㎝、短径は３５４㎝、

検出面からの深さ３８㎝ほどであり、東西径はもう少し長くなるものと予測される。

ＥＬ７１６カマド跡は建物南辺の東隅に位置し、今次調査で検出したカマドを有する竪穴建物

例では唯一燃焼部が周壁の一辺から「ロ」の字形に突出する特異な形態を持つものである。

カマド規模は、全長１２０㎝、燃焼部幅７４㎝で、方位はＳ－７°－Ｅを測る。この竪穴建物でも、

改築の形跡が窺われ、ＥＬ７１６の西脇に旧煙道部分と考えられる南側に張出す掘込みが確認さ

れた。また、精査の最終段階で行った床の面下げから、一段階古い平面企画がかすかに検出さ

れ、その結果、南北径が２４０㎝ほどの小規模な竪穴が先行して存在したことが確認できた。従っ

て、この竪穴は、ＳＴ６０同様にカマドも含めた全面改築が行われ、その床面積はこれまでより

３倍近くに増大したことが窺い知れる。

床には覆土１６層が貼り床として従来の竪穴範囲全面を覆うように施されて平坦に仕上げられ

る。その他の付属施設では、北東隅に長径８０㎝・短径６０㎝の土壙ＥＰ２５０、南西隅に径３４㎝の

ＳＴ５９
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ６０
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ７５
竪 穴 建 物 跡
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小土壙ＥＰ２３３の二つが認められたが、遺物他の出土は皆無であった。

遺物は、カマド前面と床中央部で廃絶時に遺棄されたと判断できる状況で出土している。こ

れら資料は、図上復元がせいぜいの須恵器や赤焼土器類が大半で、須恵器は蓋、底部切離しが

回転糸切りの坏、把手付有台坏の把手部分などが注目される。

ＳＴ１１２竪穴建物跡（図版２４・２５、図版８４・８５）

Ｊ－３５Ｇに主体を置く竪穴で、検出範囲はカマド跡を含む東辺部分、全体からみて約四分の

一程度に留まっている。また、建物の北東隅では、中世の土壙群（ＳＫ３９～４１）に切られるこ

とから、カマド燃焼部の北半が欠失していた。規模は、南北径３９８㎝、東西径１３０㎝以上で、検

出面からの深さは２４㎝である。カマド位置は、東辺の北隅にあり、燃焼部南半と煙道部、およ

び掻き出しによる炭化物や焼土粒の広がる焚口前面部が検出された。なお、南側袖の先端では、

焚口の芯材と推測される角礫の埋設が認められる。その他の施設では、カマド南脇に貯蔵穴と

判断できるＥＰ２４６の土壙が検出され、カマドと一体で機能したことが推察される。床は平坦

で締まりを見せるが、貼り床は認めていない。遺物は、須恵器、赤焼土器、土師器があり、カ

マドＥＬ７１５の煙道内や土壙ＥＰ２４６周辺からまとまって出土している。須恵器では、切離しが

回転糸切りの坏他があり、概ね九世紀前葉段階の所産と推察された。

ＳＴ１１３・１２０竪穴建物跡（図版２６～２８、図版８５・８８）

Ｊ－２７・２８Ｇに位置し、両者共にその東辺が調査区外に掛かっている。また、両者にはＳＴ

１１３の南辺をＳＴ１２０が切る関係がある。すなわち、構築順ではＳＴ１１３が古く、ＳＴ１２０が新し

い。

規模はＳＴ１１３で長径４６８㎝、短径４００㎝以上、検出面からの深さ１２㎝、ＳＴ１２０で長径６６２㎝、

短径４５０㎝、深さ３６㎝である。深さの面ではＳＴ１１３が極めて浅く、ＳＴ１２０が深い。床は地山

を直接使用するもので、粘土等による貼り床は認められない。

遺物では、ＳＴ１１３の床面からＲＰ３０・３１の須恵器有台坏と坏が、ＳＴ１２０では赤焼土器坏Ｒ

Ｐ２８・２９の二点が北辺の壁際直下から合わせ口状態で出土した（図版８８－９・１０）。合わせ口

土器の内部は、わずかなヘドロを除けばほぼ空洞で、目に見える形ある遺物の包蔵は認めてい

ない。なお、ＳＴ１１３の床面には、南北方向に延びる道路の側溝と考えられる溝跡ＳＤ３３７～３３９

の痕跡が窺われ、竪穴建物が先で道路が後の新旧が窺えた。

ＳＴ１１７竪穴建物跡（図版２９～３１、図版８５～８８）

Ｈ－２７・２８Ｇに位置し、新旧のカマド三基や古い床面プランを覆う粘性の強い粘土を用いた

貼り床などが認められた。カマド跡の新旧は、その遺存状況からＥＬ２６２→ＥＬ２６３→ＥＬ２６４

の順が推定される。したがって、この竪穴は、一段階古いＥＬ２６２のカマドを持つ規模の小さ

な竪穴を基として構築され、次いでＥＬ２６３のカマドを備えた竪穴が北辺を踏襲し、東辺を拡

張する形で改築されたと判断できる。また、改築後にカマドの付け替えが一度行われて、最終

的にＥＬ２６４が取り付けられたと考えられる。最終のカマドＥＬ２６４は、全長２２０㎝、燃焼部幅

１１０㎝、煙道幅３０㎝とやや大形である。その他の施設では幾つかの落ち込みや小土壙が見られ

たが、そのプラン規模等は、貼り床その他から不確定なものが多い。

遺物は、ＥＬ２６３の前面、ＥＬ２６４の東隣を中心として検出され、登録して取り上げた土器他

遺物の大半（ＥＬ２６２のＲＰ２３４・２３５を除く）は、竪穴の最終段階で遺棄されたものと判断さ

ＳＴ１１２
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ１１３・１２０
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ１１７
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れる。土器類の種別では、糸切りの須恵器坏が若干（ＲＰ２５８・２６８）、主体を占める赤焼土器

坏・鉢・甕類、無台・有台の黒色土器坏・椀類が一定量、非ロクロ土師器鉢・甕など少量があ

る。これらを総体的にみれば九世紀後葉のものが主体と見受けられるが、時期決定資料の一つ

に、ＥＬ２６２の煙道内から出土した無台の内黒土器坏ＲＰ２３４と有台の内黒坏ＲＰ２３５の二点が

ある。これらは、この竪穴建物の上限の時期を示すと考えてよい。

一方、下限を示すと考えられる資料に、最新のカマドＥＬ２６４の燃焼部周辺で認めた白色火

山灰がある。理化学分析の結果、この火山灰は「十和田ａ」と同定され、その噴出年代がＡＤ

９１５年とされることから、竪穴の廃絶から埋没の初期の段階にこの年代の一点が与えられる。

ＳＴ３１７竪穴建物跡（図版３２、図版１０３）

Ｈ－２７Ｇに位置し、北半をＳＴ１１７竪穴に、南半をＳＴ１２１竪穴に切られて建物中央部を僅か

に遺すのみとなっている。東辺にはＥＬ４４９のカマド跡煙道部分が検出されたが、燃焼部は取

り払われており、後に南辺などに付け替えられたことが推測される。

その他の施設では、カマドの長軸ライン上にＥＫ４８２、ＥＫ４９０の土壙二基を認めたが、明確

にこの竪穴に伴ったものかどうかの確証は得られなかった。床は平坦で締まるが、貼り床等は

認められない。遺物は、糸切りの須恵器坏、赤焼土器坏・甕などが覆土中を中心に若干出土し、

その形態から９世紀前半代の帰属と推察される。

ＳＴ１２１竪穴建物跡（図版３３～３６、図版８８～９１）

Ｈ－２６Ｇを中心として位置し、ＳＴ３１７竪穴を切りＳＸ２７７竪穴およびＳＴ２５６竪穴に切られ

るという重複関係が認められた。また、ＳＴ３１７竪穴と把握した範囲にも東辺の突出や北辺と

の不整合があることから、最低でも二時期の重複が想定できる。すなわち、北の張り出し部分

は、カマド跡ＥＬ２６７を備えていた平面プランの竪穴に切られていると見るのが妥当であり、

その北辺はＥＰ３２９柱穴とＥＰ３３３柱穴を結んだライン上にあったと考えられる。ただし、平面

プランの検出段階では明確な境界を引くことができなかったことと、床面精査段階でも貼り床

や明らかな段差などで区別できる差異は掴めなかった。

カマド跡ＥＬ２６７は、建物東辺の南端に位置し、その主軸を東西（Ｅ－１４°－Ｓ）とする。規

模は、全長２３０㎝、燃焼部幅１５０㎝、煙道部幅４５㎝であり、床面積に較べてカマドの大きさは異

様と感じられる。また、カマド袖の在り方は、遺存状態によるとも考えられたが、主軸に対し

て右下がりの形状で、煙道の軸線とは捻れた位置関係と窺えた。床は平坦で締まりがあるが、

貼り床は施されない。住居規模は、カマドＥＬ２６７を備えた時期に限定すれば、長径が４８１㎝、

短径４３０㎝と計測でき、東西に長い通常規模の竪穴建物と捉えられる。

遺物は、主にカマド跡の南脇と東辺の壁際に沿って検出された。種別では身の深い赤焼土器

坏や有台坏が主体の黒色土器が目立ち、須恵器は坏類が無く、大形甕の体部破片に限られてい

た。これらから、須恵器坏類がまだ組成されるＳＴ１１７の様相よりはやや新しいと推察される。

ＳＴ１２３竪穴建物跡（図版３７・３８、図版９１～９３）

Ｉ－２７Ｇに位置し、集落内道路側溝のＳＤ３３６とＳＤ４５６との重複関係があり、切合いから本

竪穴が新しいと判断できた。建物規模は、東西径３６０㎝、南北径３８２㎝、検出面からの深さ２０㎝

である。カマドは新旧の二つがあり、当初のＥＬ２６５は煙道が検出面より下のトンネル状で良

好に検出された。後の新しいカマドＥＬ２６６は、その位置を南東隅に移動し、その軸線を建物

ＳＴ３１７
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ１２１
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ１２３
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プランの北西から南東方向の対角線に対応させた。また、構造上では、燃焼部袖の芯材に礫を

多用する仕様とし、本遺跡では稀な例と注目できる。こうしたカマドの付け替えは、他の竪穴

建物でもしばしば認められたが、位置を建物軸線に平行ではなく、対角線上に採る点では特異

な存在と注目される。床面積が小さいが故に採用された形態と推測できるが、一方では時期的

な特徴かとも窺えて興味深い。床は平坦で締まりを持つが、貼り床等は認めなかった。

遺物は、カマド前面や煙道内を中心として検出され、須恵器甕・壺の他、赤焼土器坏・鍋・

甕・甑、土師器甑・甕、内黒の有台坏などが散見でき、各種甑の存在が注意された。時期は判

然としないが、赤焼土器坏などの形態や須恵器壺等から推して１０世紀前葉段階が推察される。

ＳＴ２１５竪穴建物跡（図版３９）

Ｉ－２２Ｇに主体を置き、中央調査区部分では最南端に検出された竪穴である。規模は、南北

径で３５０㎝、東西径は東側が現堤体に掛かることから全体の約五分の一、８２㎝の検出に止まっ

ている。検出面からの深さは、５㎝ほどであったが、東壁の断面観察から、当初は３０数㎝の掘

込みがあったことが窺い知れる。床は平坦で硬く締り、覆土１１層と捉えた地層が貼り床と認識

される。遺物は、検出範囲内には殆どなく、帰属時期等は不詳である。

ＳＴ２５５竪穴建物跡（図版４０・４１、図版９３・９４）

Ｉ－２６Ｇに主体を置き、東辺の壁上部が僅かに地区外となる。したがって、カマド跡ＥＬ２７２

の煙道も検出不能であった。規模は、南北径４２８㎝、東西径４３８㎝の略方形で、検出面からの深

さは３４㎝内外である。カマドＥＬ２７２は、東辺の北側にあり、燃焼部の幅は１０４㎝、上部は崩落

して潰れていたが、両袖は良好に遺存していた。主軸方位は、煙道を欠くためやや不正確とな

るが、両袖位置からＥ－１１°－Ｓと計測される。

床は平坦で硬く締るが、貼り床は認めていない。その他の施設では、柱穴と考えられるＥＰ

２８３・２８５・２９５他５本ほどがあり、７尺等間で配置される上記の３柱穴は間仕切的性格が想定

できる。また、南辺上部の不整な張出しは、入口施設との関連が推測できる。

遺物は、カマド前面の床面を中心として検出され、須恵器蓋・坏、赤焼土器坏・甕、土師器

甕などが認められる。中でも須恵器有台坏の転用硯ＲＰ１２７は、朱墨の痕跡を内外面に留めて

いた。また、これら組成の中で、須恵器蓋類が加わっていることに着目すれば、廃絶段階に遺

棄された土器類の時期は、大まかに９世紀前葉段階の様相と捉えられる。

ＳＴ２５６竪穴建物跡（図版４２・４３、図版９５・９６）

Ｇ－２５・２６Ｇで検出された竪穴で西辺の約三割が地区外となっている。規模は南北径で３２４

㎝、東西径で２４８㎝以上、検出面からの深さ２８㎝であった。カマドＥＬ２７３は、建物南辺の東寄

りに位置し、両袖、煙道ともに良好に遺存していた。カマド規模は、全長１４５㎝、燃焼部幅１１４

㎝、煙道幅１７㎝である。その他の施設では、ＥＰ２７５が注目され、内部に焼土と炭化物および

土器類を多量に埋納して後に埋戻す在り方が窺えた。

遺物は、カマド東脇の土壙やＥＰ２７５内を中心に検出され、廃絶時の一括性が良好な状態と

考えられた。これらの中では、身の深い須恵器坏や有台坏などに特徴が窺われ、９世紀中葉段

階の所産と推測される。

ＳＴ２５７竪穴建物跡（図版４４・４５、図版９６・９７）

Ｇ－２４・２５Ｇに位置し、接する形で微妙ながらＳＴ２５６に切られる重複関係と認められた。

ＳＴ２１５
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ＳＴ２５５
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ＳＴ２５６
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規模は、西辺の約７割方を地区外とするが、南北径５０６㎝、東西径１７６㎝以上、検出面からの深

さ１６㎝である。カマドＥＬ２７１は、東辺南寄りに位置し、その主軸はＥ－１５°－Ｓの方位を示す。

また、カマド規模は、全長２３０㎝、燃焼部幅１１０㎝、煙道幅２３㎝、先端の煙出しピット径３３㎝を

各々測る。本遺跡では、ＳＴ１２１のカマドＥＬ２６７などと共に大規模な部類に属す遺存状態の良

好な例である。その他の施設では、ＥＰ２８６他大小の柱穴や土壙６基があり、東壁や西壁に沿

うＥＰ２８７他の幾つかは貯蔵穴と考えられる。

遺物は、全体に散漫な出方であり、多くは床面からやや浮いた状態で出土している。

ＳＴ２５８竪穴建物跡（図版４６・４７、図版９７～９９）

Ｇ－２３・２４Ｇに位置し、道路側溝ＳＤ３８６～３８８を切る重複関係が認められる。規模は、南北

径４００㎝、東西径２７４㎝以上、検出面からの深さ１４㎝であるが、西辺は約３割が地区外に掛かる。

カマド跡は南辺の東寄りに位置し、その東脇に貯蔵穴が見られる。床は平坦で硬く締まるが、

構築時の掘り方に粘質土を埋め込んで整地した様子を明瞭に留めていた。

遺物は、カマド燃焼部とその周辺に認められ、大半は廃絶段階の一括遺物と捉えてよいと判

断された。これらの組成では、須恵器坏の破片を含むものの、赤焼土器坏や内黒の無台坏、非

ロクロの土師器甕が主体的な在り方で、９世紀後葉段階の所産と推察される。

ＳＴ２５９竪穴建物跡（図版４８、図版９９）

Ｉ－２２・２３Ｇに位置し、埋没後に東側地区外に主体を置く未命名の竪穴に切られる重複があ

る。規模は、南北径５１６㎝、東西径１８２㎝以上、検出面からの深さ２０㎝で、東辺の約６割強が地

区外に掛かる。検出範囲内にはカマドは無く、その他の施設として南辺の壁際に柱穴様の連続

的な小土壙４基が検出された。他は掘り方整地などに伴った埋土の土色や土質の違いによるも

のと判断される。床は覆土１９層として捉えた整地的な貼り床が施される。

遺物は、西壁寄りの覆土などから出土しており、竪穴の埋没後に廃棄されたと考えられるも

のである。従って、建物の機能時期は、これらより以前とでき、新しく見ても９世紀後葉段階

には位置付けられよう。なお、未命名の竪穴の時期は判断し得る資料が無く不明である。

ＳＴ２６０竪穴建物跡（図版４９、図版９９・１００）

Ｈ－２２Ｇに主体を置く竪穴ながら、その大半を後世の撹乱により失っていた。検出部分は、

東辺の大方と、西辺の約半分程度となる。幸いカマドＥＬ２９８とその周辺は破壊されずに残っ

ていた。平面規模は全形不明ながら、残存部から南北４１６㎝以上の方形企画だったと推測でき

る。カマドは全長１７０㎝、燃焼部幅８５㎝、煙道部幅２７㎝、煙出しピット径２０㎝の大きさがあり、

その位置がほぼ東辺の中央である点は他の例に異なると指摘できる。検出できた床面は北東隅

部分に限られたが、堅く締り、部分的ながら貼り床も認められた。

その他の施設では、カマド北脇に貯蔵穴のＥＰ３０４が付設され、そこには埋設土器の土師器

甕ＲＰ２１９がほぼ無傷で遺存していた。遺物は、カマド燃焼部内とその東側床面から出土して

おり、一部を除いてはほぼ廃絶時の遺棄品と捉えられる。時期は有効な資料が乏しいため判然

としないが、赤焼土器坏他の形態から見て、９世紀後葉段階のものと推測できる。

ＳＴ２６１竪穴建物跡（図版５０・５１、図版１００～１０３）

Ｆ・Ｇ－２１・２２Ｇに位置し、道路側溝ＳＤ３８６・３８７を切る重複関係がある。なお、北東隅は

ＳＴ２６０と同じ後世の撹乱を受けて欠失していた。規模は、南北径４８０㎝、東西径４４６㎝、検出
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ＳＴ２５９
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ＳＴ２６０
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面からの深さ１４㎝があり、南北方向でやや長い長方形企画の竪穴である。カマド跡は、付け替

えによる二時期のものが認められた。その新旧は、煙道部のみのＥＬ２６９が古く、全容を遺す

ＥＬ２６８が新しいことは明瞭で、新しいＥＬ２６８は、全長１９７㎝、燃焼部幅１２６㎝、煙道幅２８㎝、

煙出しピット径４２㎝の大きさである。すなわち、当初南辺に据えたカマド（Ｓ－１２°－Ｗ）を

後に東辺に移して作り替えたことが理解でき、新しいカマドは（Ｅ－１４°－Ｓ）古いカマドに

対してほぼ９０°の関係を持つ。

その他の施設では、ＥＬ２６８の北脇に規模の大きな貯蔵穴が付設される。また、建物南辺の

壁際では小柱穴が集中的に分布し、出入口の存在が推測された。床は平坦で堅く締り、覆土７

層と把握した層準は黄色粘土を用いた貼り床と認められる。

遺物は、燃焼部内とＥＰ２９９の貯蔵穴周辺を中心として分布し、赤焼土器主体、黒色土器に

おける有台坏主体などから９世紀末葉から１０世紀前葉の時期が推察される。

ＳＴ４８０・ＳＴ５００竪穴建物跡（図版５２・５３、図版１０３）

Ｂ・Ｃ－６・７Ｇに位置し、中世の竪穴ＳＴ５００および墓壙と考えられるＳＨ５２９に切られる

重複がある。規模は、南北径４８６㎝、東西径４５０㎝、深さ１０㎝を各測る。ＥＬ６４６カマドは南辺

の東側に位置し、燃焼部底面のみの検出に止まって、袖や煙道は認めなかった。遺物は、総じ

て少ないが、須恵器坏や同有台坏の組成が窺われ、９世紀中葉代の所産と考えられる。

ＳＴ５００竪穴建物は、その東辺が地区外のため全形が不明だが、中世特有の最深で６０㎝近く

の深い竪穴形態を呈するものと判断でき、その南北径は３５８㎝、建物南北軸はＮ－１０°－Ｅであっ

た。なお、時期を特定できる中世陶器など遺物の出土は無かった。

ＳＴ４８３竪穴建物跡（図版５４、図版１０３・１０４）

Ｂ・Ｃ－７・８Ｇに位置し、不明確ながらＳＬ４８３と接するないしは切られる関係の重複が

考えられた。規模と平面形態は、南北径５５０㎝、東西径４３８㎝で、南北方向に長い長方形企画を

呈す。カマドＥＬ５２３は、南辺の東隅にあり、煙道部と燃焼部底面が検出された。カマド軸は

Ｓ－８°－Ｗである。

遺物は、カマド周辺から出土し、須恵器蓋や同坏が認められることから９世紀中葉代の所産

と推察される。

ＳＴ５２２竪穴建物跡（図版５６・５７、図版１０４・１０５）

Ｃ－９Ｇに位置し、ＳＴ６８４竪穴を切り、道路側溝ＳＤ５２５に切られる重複関係が認められる。

規模は、東西３８４㎝、南北３３２㎝で、カマドＥＬ６８５は東辺の南寄りに位置し、全長１７２㎝、燃焼

部幅８７㎝、煙道幅１８㎝を測る。遺物は、カマド周辺からまとまって出土しており、「家」、「仁」

と墨書された須恵器坏や土師器鍋・甕、黒色土器有台坏などの組成が注目される。これらは、

廃絶段階での良好な一括資料と捉えられ、須恵器坏などの形態から時期は９世紀前～中葉頃と

考えられる。

ＳＴ５３９竪穴建物跡（図版５８、図版１０６・１０７）

Ｃ－１０Ｇに位置し、道路側溝ＳＤ５２４に切られる重複関係がある。規模は、南北径２９８㎝、東

西径３８４㎝で、建物軸は、Ｓ－８°－Ｗを測る。なお、カマドは認めていない。床は平坦で、締

まり、覆土６とした暗褐色粘土層は貼り床面を形成する。遺物は、竪穴南東隅からややまとまっ

て出土し、底径が小さく身の深い須恵器坏などから、９世紀末葉の時期が推察される。

ＳＴ４８０・
ＳＴ５００
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ４８３
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ５２２
竪 穴 建 物 跡

ＳＴ５３９
竪 穴 建 物 跡
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２ 掘立柱建物跡

掘立柱建物は調査区南端のＡ・Ｂ－２・３Ｇ、ＳＴ２７０の南側Ｈ－２０・２１Ｇ周辺、およびＳ

Ｔ２５５の南側周辺の三箇所で認められた。しかし、ＳＢ５１０と南接するＳＰ５１４～ＳＰ５２１の柱穴

から構成される建物以外は、西側桁行部分に限られ（図版６３・６４）、その規模他の実態は不明

である。一方、中世に属すると判断できる夥しい柱穴ないし杭穴のまとまりも、ＳＥ４８１の南

側やＳＤ１１４周辺、ＳＤ１１４南側およびＳＧ３１８の南縁など四箇所ほどで検出された。しかし、

これらは組み合わせ不能であり、建物跡として積極的に認知できる状況もない。また、出土遺

物もないため時期判別の明確な根拠も見出せなかった。以下では、第２次調査で検出されたＳ

Ｂ９６建物跡（第４図）に関連するＳＢ５１０などについて解説していく。

ＳＢ５１０建物跡（図版５９～６１）

桁行二間、梁行二間の総柱建物で、倉庫跡と考えられる。柱穴の掘り方は、総じて南北方向

にやや長く、径の平均は６７㎝であった。一方、東西の平均は６０㎝である。これらから解るよう

に、掘り方は基本的に南北に長く、東西で短く掘る仕様であったと看取される。柱間は、南北、

東西共に五尺等間と窺われ、そのばらつきは殆ど無い。また、これら柱穴の断ち割りからは、

何れにも柱痕跡が明瞭で、掘り方底面には加重による柱根の落ち込みも認められた。

隣接して検出されたＳＰ５１４他の柱穴は、ＳＰ５１４、ＳＰ５１６、ＳＰ５１９が北辺列、同様にＳＰ

５１５、ＳＰ５１８、ＳＰ５２１が南辺列を構成して相対し、桁行が西から七尺、次いで五尺の等間と

窺える。また、東辺のＳＰ５１９・５２０・５２１の柱間は、各五尺等間であり、先の総柱建物に取付

く一連の建物であった可能性も高い。とすれば、南北二間×東西五間の長大な東西棟とも考え

ることができ、第２次調査で検出された四面廂建物ＳＢ９６に直交する附随施設とも捉えられよ

う。

ＥＢ２９６・ＥＢ３９０～３９２柱穴跡（図版６３）

ＳＴ２５５の南側で検出された柱穴列で、柱間は八尺等間と窺える。掘り方は径５０㎝前後の楕

円や隅丸方形で、一部には、柱痕跡が明瞭に窺えた。東辺が地区外に掛かるため全体は不明だ

が、東西二間×南北三間規模の南北棟が推測される。検出部分は、その西辺柱列と見られよう。

時期は、遺物がなく不明ながら、ＳＴ２５５を切ることから少なくともその後と言えるだろう。

３ 井戸跡

井戸跡はＳＢ５１０の北側で検出されたＳＥ４８１の他、中世の素掘り井戸と考えられるＳＫ５５や

ＳＫ３９もあるが、以下では、古代に属するＳＥ４８１井戸跡についての概要を記す。

ＳＥ４８１井戸跡（図版７２・７３、図版１０８～１１０、図版１１７）

掘り方径が東西で５１５㎝、南北で５１６㎝と超大形で、三段の足場が確保される明瞭な段掘りが

窺えた。また、断面観察から、最低一度の掘り直し改修が行われたことが明らかで、その際の

井戸本体は、東西方向でやや西側にずれが生じた。なお、底面近くの井桁組数段はその位置か

らして当初のものと判断できる。井桁は、一部を図にして掲載できたが、長さ９６㎝、幅２４㎝、

厚さ４㎝と大形で、井戸枠の内径は二尺七寸（約８０㎝）四方と考えられる。なお、掘り直し後

の井戸跡覆土の上層で、「十和田ａ」の白色火山灰が薄層ながら認められた。

ＳＢ５１０建物跡

ＥＢ２９６・
ＥＢ３９０～３９２
柱 穴 跡

ＳＥ４８１井戸跡

Ⅳ 遺 構

１６



４ 溝跡

溝跡は、最も標高の低い区域である調査区中央南よりで集中して検出された他、南端部でも

前回の調査で確認された溝の一部が検出されている。

ＳＤ１１１（図版６５・６６）

１７・１８Ｇ付近を東西に横切る溝跡である。幅は２５０～３００㎝、検出面からの深さは約６０㎝であ

るが、東西の壁面で旧地表面から１４０㎝の深さがあったことが確認できる。調査区内で屈曲す

るＳＤ１１４を切る関係にあり、ＳＤ１１４よりも新しい。遺物は少量の赤焼土器片と、中世陶器の

すり鉢が出土している。１３世紀代の遺構と考えられる。

ＳＤ１１４・１１５・１１６（図版６７～７０）

Ｄ－１４～Ｅ－１７Ｇにかかる地点で検出された。ＳＤ１１５、ＳＤ１１６は検出時には土色の違いか

らＳＤ１１４とは分けて登録したが、ＳＤ１１４の覆土の一部と考えられる。Ｅ－１７ＧからＥ－１４Ｇ

にかけて南北にのび、Ｅ－１４Ｇで西に屈曲する。北端はＥ－１７Ｇ内でＳＤ１１１に切られ、西端

はさらに調査区外へとのびている。幅は２５０㎝前後で、検出面からの深さは深いところで５０㎝

程度で、屈曲部分では浅く、３０㎝前後だった。屈曲部分の壁面では、検出面よりも３５㎝程上か

ら掘り込みが確認されたが、上部は堤防の構築の際に整地され、切られている。

遺物は全体から検出されたが、主にＥ－１５Ｇから屈曲部分にかけての区域から、多くの遺物

が出土している。屈曲から東西にのびる部分では遺物量が少なかった。遺物の多くは須恵器、

赤焼土器の破片であるが、当初ＳＤ１１６として登録した炭化物層とその下部の土層中から、か

わらけ、中世陶器、青磁、青白磁、銅銭など中世の遺物が集中して出土しており、遺物の年代

から１３世紀代まで機能していたと考えられる。

ＳＤ１１８（図版６７～７０）

Ｄ－１３～１４Ｇで、調査区を北西から南東に横切る形で検出された。両端はそれぞれ調査区外

にのびている。幅は約１００㎝、検出面からの深さは３０～４０㎝で南側が深くなっている。北西側

の壁面からは、旧地表面から７０㎝の深さが確認できる。

遺物は、須恵器、赤焼土器の破片がわずかに出土しているのみである。遺構の時期を判断す

ることは困難であるが、覆土は鮮明であり中世の遺構と考えられる。また、ＳＤ１１４に切られ

ることから、ＳＤ１１４よりも古いことがわかる。

ＳＤ１２４（図版６７～７０）

Ｆ－１５・１６Ｇにまたがる地点で検出された。西端はＳＤ１１４に切られ、ＳＤ１１４の西側では検

出されない。ＳＤ１１４に切られる部分で屈曲することも考えられる。東端は調査区外にのびる。

幅は約６５㎝で、検出面からの深さは約３０㎝である。遺物はほとんど出土しておらず、須恵器、

赤焼土器の破片が数点認められるのみである。時期を判断するのは困難であるが、ＳＤ１１４に

切られることから、ＳＤ１１４よりも古いことが確認できる。

ＳＤ５２４・ＳＤ５２５（図版７１）

Ａ～Ｄ－９～１０Ｇで検出された平行する２本の溝である。規模は２本ともほぼ同じであり、

幅、深さともに約３０㎝である。東西に調査区を横切り、両端はそれぞれ調査区外にのびる。遺

物は須恵器、赤焼土器の破片一定量出土している。９世紀後半の住居跡を切っており、中世の

ＳＤ１１１

ＳＤ１１４・１１５・
１１６

ＳＤ１１８

ＳＤ１２４

ＳＤ５２４・
ＳＤ５２５

Ⅳ 遺 構

１７



遺構である可能性が高い。ほぼ同じ幅で平行してはしっていることから、幅約４６０㎝の道路に

伴う道路側溝の可能性が考えられる。

ＳＤ７１７

Ｄ－１１・１２Ｇにかかる地点で検出された。遺物は検出されなかった。非常に浅く覆土が不鮮

明であり、中世の柱穴に切られることから、古代の遺構の可能性が考えられる。

第１・２次調査ＳＤ１１延長

調査区最南端で検出された区画溝の一部である。早い段階で土色変化は認識していたが、当

初掘立柱建物を構築する際の整地層の一部と考えており、トレンチ調査によって溝であること

が確認された。遺物は出土していない。検出されたのは北側縁の一部のみであるが第１次調査、

第２次調査で検出された、ＳＤ１１の延長部分と考えられる。

５ 土壙

ＳＬ４８４・４８５（図版７４）

Ｂ－７Ｇで検出された。ＳＬ４８４は長径１９０㎝、短径約６０㎝で、検出面からの深さは最も深い

ところで１３㎝を測る。ＳＬ４８５は長径２１０㎝、短径７５㎝で、検出面からの深さは最も深いところ

で１９㎝である。ＳＬ４８４がＳＬ４８５を切る関係にある。二基とも平面形は長円形を呈し、断面は

西側端部が土壙状に掘り込まれ、東に向かって浅くなる構造である。遺物は須恵器、赤焼土器

の破片数点のみである。西側部分の内壁が被熱しており、炉などの施設であると考えられる。

調査区内では鉄滓や鋳物の破片が検出されており、鍛冶炉の可能性も考えられる。

ＳＬ５２７（図版７４）

Ａ－７Ｇで検出された。長径８５㎝、短径８１㎝のほぼ正方形の遺構である。検出面からの深さ

は約２０㎝で全体にほぼ一定である。遺構覆土は暗褐色シルト層と、炭化物を主体とする層が交

互に重なり、最下層はほぼ炭化物のみであった。内壁付近には焼土のブロックが含まれるが、

内壁自体は強く被熱した状態ではない。遺物は須恵器、赤焼土器片数点のみである。ＳＬ４８４・

４８５同様鍛冶炉などの施設である可能性が考えられるが、検出時の覆土の状態などから遺構の

時期は新しく、中世以降のものと考えられる。同様の特徴を持つ遺構にＳＬ６７０がある。

ＳＨ１２５・ＳＨ３１９～ＳＨ３２４・ＳＫ１２６（図版７５）

Ｈ～Ｉ－２８Ｇで検出された土壙群である。墓壙群と考えているが、ＳＨ１２５・ＳＨ３２１～３２４

の覆土を採取し、土壌中のリン酸、カルシウムの含量測定を行なった結果は、遺体が埋納され

たことを証明する明確な痕跡は認められなかった。遺構の時期は、中世の遺構に比べて全体に

覆土と地山の境界が明確ではないことから、平安時代の遺構と考えられる。

ＳＨ１２５

Ｉ－２７ＧとＩ－２８Ｇの境界付近で検出された。長径１４３㎝、短径６８㎝の長円形で、検出面か

らの深さは１３㎝を測る。遺物は出土していない。覆土は二層に分けられ、１層土と２層土の間

に炭化物を層状に含む。土壌の成分分析の結果、炭化物は稲藁もしくは稲籾が加熱を受けて炭

化したものと確認され、検出状況から焼成後投棄されたものと考えられる。

ＳＨ３２１

Ｉ－２８Ｇで検出された。長径１３８㎝、短径８７㎝の長円形の遺構で、検出面からの深さは１１㎝

ＳＤ７１７

第１・２次調査
Ｓ Ｄ１１延 長

ＳＬ４８４・４８５

ＳＬ５２７

ＳＨ１２５・
ＳＨ３１９～
ＳＨ３２４・
ＳＫ１２６

ＳＨ１２５

ＳＨ３２１
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を測る。底面は平坦である。遺物は出土していない。非常に浅い遺構で、覆土は一層のみであ

る。ＳＨ３２２と切り合い関係にあり、ＳＨ３２２よりも古いことが確認される。

ＳＨ３２２・３２３

Ｉ－２８Ｇで検出された。ＳＨ３２２は長円形を呈するが、東半をＳＨ３２３に切られているため長

径は不明である。短径８０㎝、検出面からの深さは３０㎝前後である。遺物は赤焼土器の破片が数

点出土したのみである。ＳＨ３２３は径９０㎝の円形の遺構で、検出面からの深さは３６㎝である。

遺物は検出されていない。やや不明瞭であるがＳＨ３２４を切っており、ＳＨ３２４よりも新しいと

考えられる。

ＳＨ３２４

Ｉ－２８Ｇで検出された。長径１４３㎝、短径７８㎝の長円形を呈し、検出面からの深さは４０㎝で

ある。遺物は、赤焼土器の破片が数点出土したのみである。北側をわずかにＳＨ３２２・３２３に切

られており、これによりＳＨ３２１～３２４の新旧関係は、新しい順にＳＨ３２３、ＳＨ３２２、ＳＨ３２１・

３２４であることが確認される。

ＳＨ３１９

Ｈ－２８ＧとＩ－２８Ｇの境界付近で検出された。長径１０６㎝、短径９２㎝の円形の遺構である。

検出面からの深さは４７㎝、断面はＵ字形を呈する。遺物は数点で、赤焼土器長胴甕の口縁部破

片を図化した。

ＳＨ３２０

Ｉ－２８Ｇで検出された。ＳＨ３１９に類似する遺構であり、平面形は長径８８㎝、短径８２㎝の円

形である。検出面からの深さは、３７㎝で断面はＵ字形を呈する。遺物は赤焼土器、黒色土器の

破片が数点出土しているのみである。

ＳＫ１２６

Ｉ－２７Ｇで検出された。当初墓壙群の一部と考えていたが、断面形や覆土が異なっており、

同種の遺構ではないと考えられる。柱穴の可能性が考えられるが、組み合う柱穴は確認されな

かった。長径７４㎝、短径７３㎝の円形の遺構で、検出面からの深さは５０㎝である。遺物は赤焼土

器片が数点出土しているのみである。

ＳＨ１０５・ＳＨ３４５・ＳＨ５３０（図版７６）、ＳＨ５２９（図版５２）

中世の墓壙と考える一群である。まとまって検出されてはいないが、遺構の形状、規模が類

似しており、同時期の遺構と考えられる。

ＳＨ１０５（図版７６）

Ｊ－３２Ｇで検出された。長径１０７㎝、短径９８㎝の円形の土壙で、検出面からの深さは９３㎝、

底面は平坦である。遺物は、図版１１１で図示した中世陶器の口縁部破片が１点出土しているの

みである。土壙の形状や覆土などから墓壙の可能性が考えられる。遺構の時期は、出土した遺

物やＳＧ３１８河川跡を切ることから、中世と考えられる。

ＳＨ３４５

Ｉ－２６ＧとＩ－２７Ｇの境界付近で検出された。径８８㎝の円形の遺構で、検出面からの深さは

７６㎝である。遺物は出土していない。

ＳＨ５３０

ＳＨ３２２・３２３

ＳＨ３２４

ＳＨ３１９

ＳＨ３２０

ＳＫ１２６

ＳＨ１０５・
ＳＨ３４５・
ＳＨ５３０
ＳＨ５２９

ＳＨ１０５

ＳＨ３４５

ＳＨ５３０
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Ｂ－８Ｇで検出された。径７８㎝の円形の遺構で、検出面からの深さは１０３㎝である。遺物は

出土していない。

ＳＨ５２９

Ｂ－６ＧとＣ－６Ｇの境界付近で検出された。長径１１２㎝、短径１１０㎝の円形の遺構で、検出

面からの深さは１３０㎝である。９世紀前半の竪穴住居跡ＳＴ４８０と、中世の竪穴建物跡ＳＴ５００

を切ることから中世の遺構と考えられる。遺物は須恵器、赤焼土器の破片が一定量認められる

が、ＳＴ４８０で出土しているものと時期的にほとんど差が認められないことから、ＳＴ４８０に由

来する遺物が覆土に混じり込んだものと考えられる。

ＳＫ５２８（図版７７）

Ａ－７Ｇ・Ａ－８Ｇにまたがる位置で検出された。西半は調査区外にのびており、全体の規

模は不明であるが、壁際での長さは４３０㎝、検出面からの深さは南側で４５㎝、北側で６５㎝であっ

た。壁面では、検出面より４０㎝程上から遺構の掘り込みを確認することができる。また、壁面

で確認できる遺構の長径は５６０㎝である。当初土壙として登録したが、底面近くに床面と考え

られる層が認められることから、竪穴建物跡の可能性が高い。遺物は須恵器赤焼土器が若干と

中世陶器、砥石などが出土しており、中世の遺構と考えられる。

ＳＫ３９

Ｊ－３６Ｇで検出された。西半は調査区外にのびているため、全体の規模は不明である。壁際

の最大径は１３５㎝、検出面からの深さは１０８㎝である。ＳＴ１１２を切る。西壁面では旧地表面か

ら１５５㎝の掘り込みが確認できる。遺物は須恵器、赤焼土器片が若干出土しているが、ＳＴ１１２

に由来すると考えられる。湧水層まで掘り込みが認められ、井戸の可能性が高い。時期は、Ｓ

Ｔ１１２を切り、高い位置から掘り込みが確認されることから、中世の遺構と考えられる。

ＳＫ４１

Ｊ－３５・３６Ｇ、Ｋ－３５・３６Ｇにかかる地点で検出された。長径８０㎝、短径６３㎝の円形の遺構

である。９世紀後半の竪穴住居跡ＳＴ１１２を切っており、中世の遺構である可能性が高い。遺

構の性格は不明であるが、覆土には短期間に埋め戻された形跡が認められる。遺物は赤焼土器

片が数点出土しているが、ＳＴ１１２に由来するものと考えられる。

ＳＫ５５

Ｋ－３５Ｇで検出された。長径２００㎝、短径１８０㎝の円形の遺構である。検出面からの深さは２００

㎝以上であり、危険が伴うためそれ以上の調査を断念した。ＳＴ６０を切っており、ＳＴ６０に由

来すると考えられる須恵器赤焼土器片が数点検出された。湧水層まで掘り込まれており、中世

の井戸跡と考えられる。

ＳＫ７０（図版１９）

Ｋ－３４Ｇで検出された。長径１３０㎝、短径１２０㎝の円形の遺構で、検出面からの深さは７２㎝で

ある。ＳＴ６０を切っており、覆土が鮮明であることから、中世の遺構と考えられる。井戸跡と

も考えられるが湧水層までの掘り込みは確認されず、遺構の性格は不明である。

６ 河川跡

Ｊ－３０・３１Ｇを中心とする区域で調査区を東西に横切る形で検出された。調査区内で確認で

ＳＨ５２９

ＳＫ５２８

ＳＫ３９

ＳＫ４１

ＳＫ５５

ＳＫ７０

河 川 跡
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きる最大幅は約１３ｍである。Ｊ－２９Ｇ～Ｊ－３２Ｇにかけて、南半で幅３ｍ北半で幅１ｍのトレ

ンチを設定し調査したところ、検出面からの深さが１００㎝以上あることが確認された。また、

南岸の立ち上がりは明確に確認されたが、北岸は撹乱を受けており明確な立ち上がりは確認で

きなかった。トレンチから須恵器、赤焼土器片と中世陶器片が出土していることから、古代か

ら中世にかけて流路として作用していたことが伺われるが、北端がＳＫ１０５に切られており、

中世には規模が縮小していたことが考えられる。また、南岸周辺で、多数の柱穴が確認できる

ことから川を渡る施設が存在した可能性も考えられる。

７ 道路跡

今回道路跡としてあつかったのは、調査南側で多数見られる細い溝跡である。いずれも幅２０

㎝程で、組み合わせは明確ではないがそれぞれ数本が平行し、ＳＧ３１８付近で途切れることか

ら道路側溝の可能性が高いと考えられる。それぞれ時期差が認められるが、切り合い関係など

から、古代の遺構と考えられる。

ＳＤ４・ＳＤ６

Ｌ－４０Ｇで検出された。東西方向に平行して走る側溝跡である。道路幅は約２００㎝と考えら

れる。遺物はＳＤ６から赤焼土器片が１点出土しているのみである。

ＳＤ１８・ＳＤ２３

Ｌ－３８・３９Ｇにかかる地点で検出された。東西方向に平行して走っており、側溝跡と考えら

れる。道路幅は約１８０㎝である。時期不明のＳＤ１２を切り、９世紀後半の柱穴に切られる。遺

物は出土していない。

ＳＤ９３・ＳＤ１０３

Ｊ－３３Ｇで検出された。東西方向に平行して走る側溝跡である。道路幅は約１１０㎝である。

遺物は出土していない。

ＳＤ３７７・ＳＤ３３８・ＳＤ３３９

Ｊ－２６～２９Ｇで検出された。南北方向に平行して走る側溝跡である。ＳＤ３３８とＳＤ３３９は同

一の遺構と考えられる。道路幅は９０㎝程で狭く、西側の調査区外に組み合う溝が存在すること

も考えられる。遺物は出土していない。９世紀第３四半期の竪穴住居跡ＳＴ１１３を切ることか

ら、９世紀末から１０世紀初めの遺構と考えられる。

ＳＤ３３６・ＳＤ３４８他

Ｈ・Ｉ－２８・２９Ｇで検出された。南北方向に走る側溝跡である。２本の溝の間隔は３２０㎝程

であるが、これらのほぼ中央にも溝の痕跡が認められることから、ＳＤ３４８と組み合う溝は調

査区外に存在する可能性も考えられる。遺物はＳＤ３３６から赤焼土器片が出土している。

ＳＤ３８５・ＳＤ３８６・ＳＤ３８７他

Ｆ～Ｈ－２０～２５Ｇで検出された。南北に走る側溝跡である。４本の溝跡が検出されているが、

組み合わせは明確ではない。作り替えなどがなされている可能性も考えられる。９世紀後半の

竪穴住居跡に切られることから、９世紀前半の遺構と考えられる。遺物は出土していない。

道 路 跡

ＳＤ４・ＳＤ６

ＳＤ１８・ＳＤ２３

ＳＤ９３・ＳＤ１０３

ＳＤ３７７・
ＳＤ３３８・
ＳＤ３３９

ＳＤ３３６・
ＳＤ３４８

ＳＤ３８５・
ＳＤ３８６・
ＳＤ３８７
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Ⅴ 遺 物

本遺跡から出土した遺物は、須恵器や赤焼土器、土師器や黒色土器などの主として平安期の

土器類のほか、中世前期（鎌倉時代）のかわらけ、瓷器系や須恵系（珠洲焼）の陶器および中

国産の青磁や青白磁などがある。また、土器以外では、砥石ほかの石製品、刀子や紡垂車、鎌

ほかの金属製品と古銭「唐國通寳」、および井戸跡内から出土した折敷片や井戸枠部材などの

木製品が認められた。これらは、大方が何らかの遺構に関わって出土しており、各々の機能し

た時期や廃絶の時期段階などを探る上では欠かせない資料と位置付けられるほか、各時期段階

における土器組成の変遷を辿る上でも良好な資料群と認識された。

１ 古代の土器

古代の土器は、須恵器をはじめとして赤焼土器や土師器、および黒色土器の種別からなり、

各々堝、甕、鉢、坏といった各器種により構成される。以下では、遺構単位でまとまりを見せ

る土器群を、ある期間内での共存（伴）遺物と捉え、それらに四半期単位での年代を与えるこ

とで大別していく。ここでの年代や大別の根拠は、各遺構相互の切合い関係は基より、以下に

述べる須恵器坏類の分類と編年的位置を主たる基準とする。しかし、須恵器坏類を組成しない

土器組成や、重複などの原因から前後の類型が混在し、それを特定時期と誤認するという場合

も想定されることから、総体的傾向から逸脱する資料については個別に検討を加えてみたい。

（１）須恵器（第７～９図）

須恵器は、「蓋、坏、有台坏・把手付有台坏、長頸壺、短頸壺、小壺、甕」の七器種が認め

られ、各々に形態上の大小や時期的段階が想定される。また、これら器種の構成からは、その

機能は主として「供膳」や「貯蔵」用であったことが推測できる。なお、容器ではないが、須

恵器の風字硯二点が出土していることを付記しておく。

坏は、その形態と法量から、第７図に示したような類型に分類される。すなわち、底径が大

きく、器高も低いＡ１類、体部がやや内彎し、その立ち上り角度（以下、外傾度と言う）が緩

やかなＡ２類、器高が低く、底径も縮小傾向を見せるＡ３ａ～Ａ３ｃ類、器高はＡ３類よりや

や高く、底径指数が３５～５０前後の範囲に入るＡ４ａ～Ａ４ｃ類、底径が大きく、器高や外傾度

も高いＡ５類、底径が縮小して器高が高いＡ６類の各類型である。なお、Ａ１類に底部切り離

しが回転ヘラ切りのものが見られた他は、総べて回転糸切りのもので占められる状況であった。

これらは、今日までの研究成果から、「底径の縮小化や器高の増大化に時期的な変化の方向

性」が認められ、Ａ１類は９世紀第１四半期、Ａ３ａ～Ａ３ｃ類は同第２四半期、Ａ４ａ～Ａ

４ｃ類は同第３四半期、Ａ５類は判然としないが（第２四半期？）、Ａ６類は同第４四半期と

位置付けられる。したがって、本遺跡出土須恵器坏に見る年代幅は、およそ９世紀代一杯と捉

えることができるが、そのグラフからも解るように、９世紀初頭と同末様段階のものはごく限

られており、主体はＡ３類からＡ４類までの９世紀中・後葉段階にあったことが推察される。

さて、冒頭で触れたように、各遺構の遺物群中に大抵は組成される上記の坏類型を基準とし

出土した遺物

古 代 の 土 器

須 恵 器

坏
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て、本遺跡における遺物群の大別基準を列記しておく。

０群土器：須恵器坏Ａ１類に先行する土器群。

１群土器：須恵器坏Ａ１類を組成する土器群。

２群土器：須恵器坏Ａ２・Ａ３ａ～Ａ３ｂ類を組成する土器群。

３群土器：須恵器坏Ａ４ａ～Ａ４ｂ、Ａ５類を組成する土器群。

４群土器：須恵器坏Ａ６類を組成する土器群。

５群土器：須恵器坏を組成しない４群に直続する土器群。

蓋は、図示できたものが８点とごく僅かであり、組み合わさる有台坏の過少さにも対応する

在り方と窺えた。坏類との組成比率がどうであったかは今のところ不明ながら、本遺跡に限っ

て観れば、かなりの低率であったことが推測される。少ない資料での解説はかなり無理なとこ

ろがあるが、１群では天井部のケズリ調整が明瞭で、身の深い造作の大振りな８０－１がある。

２群では、量が蓋としてはピークと窺え、平野山古窯に通例のリング状摘みを有する形態が特

徴的に存在している。３群ではリング状摘みの形態がより偏平化するなどの様相が窺えたが、

資料的に僅少となる。なお、４群に伴うと見られる蓋の該当例は認めなかった。

有台坏は、稜椀タイプの８０－２が１群中では唯一のものであり、その実態は不明である。一

方、数的には少ないながら、３群の９５－１や９５－２は、平野山古窯跡第１２地点ＳＱ３３や富山２

遺跡ＳＴ３９段階のものと比定でき、その帰属時期は９世紀中葉段階にあると推測させる。

また、もう一つの類型である１０３－６や１０３－９は、体部の立ち上り角度が急傾で、窯跡例で

は平野山古窯跡第１４地点１号窯跡出土例に対比でき、２群土器の範疇に当る有台坏と考えられ

る。なお、把手付有台坏の把手部分資料は、２群および３群中に組成され、全貌不明ながらそ

の取り付け位置の上下に時期差があると看取された。

壺は、完形資料に恵まれないが、２群に含まれると考えられるもの１点（１１３－２）、３群の

もの１２点（１０９－１他）、４群のもの３点（９２－３他）の計１６点が図示できた。なお、８５－７は

胎土軟質で時期的に新しい（３～４群？）小形甕の体部破片と判別される。

こうした様相から、資料的には少ないながら、壺は３群中での組成率が高いこと、および短

頸壺よりは長頸壺の需用が高かったものと推測される。同時に、頚部に微隆起のリングが巡る

形態を含むことや、底部に台の付く形態が主流であることも３群の大きな特徴と認められた。

４群では、頚部の基部径が小さい１０６－１１や、無台で糸切り離しを明瞭に止める１００－１が注目

される。なお、５群に伴うと考えられる明確な資料は今次調査では得られなかった。

甕は、完形に復元できたものがなく、大半は体部の部分片に限られている。しかし、１群か

ら５群中の何れの段階でも組成中に認めることができ、少率ながら常に具備される存在であっ

たことが窺い知れる。これら資料から捉えられる特徴は、製作技法に見る叩きや当て用具の構

成と、当て具文様などの変化である。すなわち、３群までは、同心円文による青海波文の当て

具痕跡が主体的で、３群以降４群では小判形の平行当て具文様、また、５群における粗雑な仕

様と、不整な平行当て具の在り方などが各段階での顕著な特徴と指摘できる。

以上が本遺跡で認められた須恵器の様相であるが、これらは、既に触れたように大半が寒河

江市の西方丘陵に位置する平野山古窯跡群から供給されたものと看做すことができ、形態や法

量、および胎土に至るまでの諸属性において強い共通性を有することが明らかである。
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後項で述べるが、各器種の胎土における「海綿骨針」の含有率でも、その類似度や出現頻度

から産地と供給地の関係にあったことは間違いないと判断された。

（２）赤焼土器（第７図下段、第１０～１３図）

赤焼土器は、ロクロを使用して成整形される土器群で、製作技法的には「酸化焔で焼成され

る」という違いを除けば、須恵器のそれに何ら変わることのない一群と認識できるものである。

本遺跡では、器種として、坏・有台坏、堝、甑、大形の長胴甕、中・小の甕などと識別できる

４種（形式）の７形態（型式）が認められた。

これらは、須恵器に見られたような１群～４群および須恵器坏を伴わない５群にわたる型式

段階の変遷をも示しており、その時期階梯の特徴は量的に保証される坏や甕などの様相に求め

ることが可能であった。なお、この赤焼土器では、先に触れた大別１～５群に先行すると判断

できる若干の類型が認められることから、これを便宜的に「０群土器」として位置付けておく。

坏は、法量と形態から、第７図下段に示したグループ別が認められたが、これは須恵器坏で

見たような、編年的に有効な類別グループではないことが窺い知れた。結論的には、相対とし

て器高指数の高い一群が先行し、より低い一群が後続のものと言えそうながら、外傾度や体部

内弯度合いなどの要素が微妙に錯綜し、器高・底径指数だけでは把握し得ない器種的変化の方

向性を見せていると判断できたからである。すなわち、Ａ１類は、２～４群、Ａ２・Ａ３・Ａ４

類は３～４群、Ａ５類は２～５群までの大別土器群中に含まれるという結果であった。

このことが示す意味は、２群土器中では組成率が極めて低く、器種としての確立が３群土器

の段階に求められること、続く４・５群土器中では多様な在り方を示すと受けとめられ、単一

類型による構成とはならいないこと等々である。見方を変えれば９世紀代および１０世紀初頭ま

での当該器種は、このような範囲の中で推移していくと把握できることも重要な成果と言える

であろう。

有台坏は、その組成率が極めて低いが、本遺跡では主に３群に含まれるものが大半と看取さ

れ、続く４～５群中にも継承される。また、その形態は、黒色土器椀と同様であることから判

断すれば、３群の内黒有台坏の「写し」からこの類型が出発したと推測される。従って、以降

の変遷は、黒色土器におけるそれに同様と考えられよう。

堝は、１群および３群で認められたことから、２群中での組成もあったと考えられる。しか

し、そこでの組成率は極めて低く、４群以降は土師器の器種に移行しているとも推察された。

個別的に解説すれば、１群に含まれる８０－４は、タタキやケズリの見られるもので、胎土焼

成共に優れたものと評価できる。また、口縁端部の整形は丁寧でその輪郭は直線的な特徴を見

せている。次いで、３群中の１１０－２は、タタキの欠落とケズリ仕様の粗雑さが特徴となるほ

か、胎土や焼成においても粗略化された傾向にあると観察される。

甑は、４・５群中に僅か２点（９０－８・９２－７）が認められただけであり、組成とすれば極

めて低率で、ある意味では特別な器種として存在したことが推測される。すなわち、「煮炊具」

の一器種として定率で組成されたものとすれば、この出現数にはならないはずと考えられるか

らである。この背景は不明であるが、原因を挙げるとすれば、米を「甑」で蒸すという行為の

低下や代替器種としての曲物容器の普及、あるいは「蒸す」から「炊く」への主体移動などが

想定できるが、甕ほかの使用痕分析を充分にできなかったことから詳細は今後の課題としたい。

海 綿 骨 針

赤 焼 土 器
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甕は、０群～５群までの土器群に認められ、種別器種においてはその両者において量的主体

を占める土器群と認められた。また、その法量と形態からは、大形の長胴甕で丸底（Ａ１）と

平底（Ａ２）の二種、および、中形甕（Ｂ）、小形甕（Ｃ）の３種５類型の在り方が窺われ、

各々、０群～５群までは同様な変遷を辿ることが推察された。ただし、丸底の長胴甕Ａ１は、

２群までの中で盛行し、３群以降には認められなかったことは注目すべき現象で、他遺跡での

動向も含めて検証すべきことがらと考えられた。

長胴甕Ａ１は、ほぼ全形の窺える８２－６が代表的な類型である。体部の最大径が中央より上

部にあり、頚部がやや締って口縁が外傾する形態で、口縁端部は直上気味に摘み上げられる特

徴がある。体部には、タタキやカキメ風の技法が認められ、下半部はその大方が縦長のヘラケ

ズリによって仕上げられる。

このようなヘラケズリ仕様は、２群土器の長胴甕Ａ２を含めて体部の中央よりやや上部から

施される傾向があり、内面の調整でも丁寧なハケメなどが施される様相は当該時期段階での特

徴と捉えられる。また、長胴甕Ａ１は、底部を丸底に仕上げる手法として、所謂平底を叩き出

して整形するのではなく、内面からの円盤閉塞を基としてその後に閉塞部分を叩き出す手法を

採る点に特色がある。すなわち、先に無底の体部があり、最終段階で粘土円盤を底に入れ、さ

らに柔らかな底面を内側から突き出すという手法が採られたものと観察される。

加えて、当初の無底端は、多少のケズリ調整が施されるものの、強度保持のためか段差を取

り去るまでには至らず、不自然な形で留められるという特徴も見逃せない。なお、長胴甕Ａ１

と同Ａ２の法量では、Ａ２がＡ１よりはやや大きくなるものと推測され、その機能上の相違も

推察される。

中形甕Ｂは、口径１５㎝内外で、大形のものに較べれば３割ほど縮小しており、容積にして約

半分ほどと推察される。中形Ｂや小形甕Ｃでは、ロクロ台で一気に仕上げることができた故か、

ケズリほかの調整を施さないのが通例と考えられる。

３群における甕は、大形甕Ｂでのケズリ仕様が２群のそれよりは粗略化される傾向にあるこ

とや、口縁端部の調整でも丸形化を見せ始めるなどの特徴が窺える。同様に、４群・５群では

さらにその傾向が顕著となり、５群では胴張りや頚部括れなどの諸点で当初の形態とは大部異

なった様子を示していると捉えられる。

なお、０群段階に組成されると考えられる８６－６・８７－２・８７－４は、いずれもＳＴ１１７か

ら出土したとしたものながら、本来の帰属はＳＴ１１７やＳＴ１２１に切られるＳＴ３１７と見られる

もので、８７－２では体部上半に最大径を持つ肩張の形態や、口縁が外反するだけの単純口縁を

見せる小形甕８６－６などは、明らかに１群以前と言える特色を見せている。時期は不詳ながら

奈良時代末葉までは遡ると考えられよう。

（３）土師器（第１４～１７図）

土師器は、赤焼土器に次いで出土量の多い土器群で、器種的には大小の甕、堝、および、把

手付甑、鉢、坏などが認められた。なお、鉢１０３－１１は１点のみの資料であり、一般的組成と

しては認められない。これらの器種構成から、土師器の機能的役割は主として「煮炊具」とし

ての用途であったことが明らかである。ただし、こうした甕ほかの量的普及は、９世紀でも中

葉以降に顕著となるらしく、本遺跡での組成では３群以降に本格化すると把握された。

甕

長 胴 甕 Ａ １

長 胴 甕 Ａ ２

円 盤 閉 塞

中 形 甕 Ｂ

小 形 甕

土 師 器
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一方、赤焼土器甕と競合する機能から判断すれば、その補完的関係にあったことも推測され

る。窯業体系の変化や律令体制の変質がその背景にあると考えられるが、地域単位での総合的

な検討が不可欠な問題であるため、別途機会を得て詳述したい。

これら土師器の組成は、２群中では僅少であったのが３群では格段に増大し、さらに４群に

至ってより盛行する様子と捉えられるが、５群中の資料が限られるため、一層の増加傾向を示

すのか、あるいは減少に転ずるのかの判断は直ちには下せなかった。

器種内容では、甕は大中小の三種のほか、一般的ではない口縁直上タイプの胴張りで大形の

類型（９８－５）や頚部から口縁部の長い特殊なタイプ（９０－１３）があり、単発的な後者を除け

ば、甕の大中小は３群以降５群に至るまでの基本型と看取される。土師器甕でのこうした在り

方は、赤焼土器のそれにも同一の構成内容と理解でき、赤焼土器から土師器への種別的転換が

徐々に進行した結果を反映しているとも考えられた。

大形甕は、完形のものが少ないため判然としないが、口径２６㎝内外、器高３２㎝ほどの法量が

あると窺え（９７－１、１００－７）、調整では、口縁部横ナデ、体部縦ハケ、内面横ハケの技法が

ほぼ例外なく施されるものである。中形甕は、口径１８㎝内外、器高１８㎝前後の法量で、形態的

には器高の低い鉢的な形状（１０８－２）や、胴部中央のやや上部に最大径を持ち、頚部がやや

締まって胴張りとなる形態が窺えた（１０８－３）。また、小形甕は口径１３㎝内外、器高１３㎝ほど

の法量が窺われ、形態は中形甕の縮小形とも言える一群（８８－８、９６－９、９７－１０他）と換言

できる。なお、赤焼土器の項でも触れた「０群」に関わる土師器甕が一点ながら認められ、こ

れも同様にＳＴ３１７に伴った奈良時代に遡る例と位置づけられる（９０－１０）。この甕は、頚部に

明瞭な沈線による段を見せ、長く外傾する口縁部は横ナデが、体部にはハケ目とケズリの施さ

れるものであり、胎土や焼成の点でも他とは明らかに区別し得る要素が顕著に認められた。次

に、各群別の様相を概括的に説明しよう。

２群に含まれる甕は１点に限られるため（９４－１０）詳細が不明であるが、横ナデやハケメ調

整の丁寧な在り方が注目される。形態はやや括れる頚部から直線的に外傾する口縁を有し、そ

の端部は自然に収まる単純縁となっている。

３群では、大形甕の口縁部が外折して端反や玉縁（９６－４、９７－１、１０６－９）となるもの

が認められ、同時期の須恵器坏や有台坏などの特徴とも一致する在り方と窺えた。須恵器から

の影響を受けているか、ないしはその延長上で土師器自体が製作されていたためと考えられる。

また、堝の口縁端部の成整形でも外縁に面を作り、上下に引き出すなどして赤焼土器甕の口縁

部形状と同様の加飾を施すなどの特徴は、明らかに須恵器そのものの手法と認識できる。

加えて、水漉しで肌理の細かい粘土を用いた胎土や、焼成による赤褐色の発色などは、何ら

赤焼土器のそれと変わる所がない。ただし、焼成時の黒斑が体部外面に見られること、ロクロ

非使用のハケメやナデの調整は、所謂赤焼土器には見られない特徴である。

４群は、ＳＴ２６０のカマド脇から出土した完形の１００－７やＳＴ２５８でのまとまりが見られた

大形甕ほかが代表となる。口縁部では、端部に赤焼土器甕同様の面を作る一群（９７－１１、９８－１、

９９－２）と、外反気味に外傾する単純口縁のものとが認められる（１００－７）。胴部形態では、

寸胴形の９９－１例が目を引き、細長の胴部に粗いハケメによる外面の縦方向調整が注意される。

５群は、大形・中形共に４群との間に大きな差異は認められず、小形甕の口縁部形状などに特

補 完 的 関 係

器 種 内 容

大 形 甕

中 形 甕

小 形 甕

各群別の様相
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徴があると考えられる（８８－８、９７－１０）。底部には、大形・中形・小形に関わらず蓆編や網

代痕を止めるものが多くみられ、古手の一部には木葉痕を遺すものがあることも注目される。

（４）黒色土器（第１６・１７図）

黒色土器は、内黒と両黒のものがあり、両黒のものは量的に僅少である。これらの土器が出

土した遺構は、ＳＴ１１７、ＳＴ１２１、ＳＴ２５８、ＳＴ５２２などが主要なもので、いずれも本遺跡で

は最も新しい時期に機能したと考えられる遺構である。また、無台の内黒坏はＳＴ１１７やＳＴ

１２１およびＳＴ２５８で認められ、一方の有台椀は、ＳＴ１１７、ＳＴ１２１、ＳＥ４８１、ＳＴ５２２から各々

出土したものである。したがって、これらの土器は主に３群から５群に伴い、その組成的には

４群以上に５群において主体となる様子が窺い知れた。

両黒の坏・椀は、無台坏がＳＴ２５６、ＳＴ５２２、有台椀がＳＴ２６０、ＳＴ６２１にそれぞれ見られ、

前者の無台坏が幾分先行し、後者の有台椀が後続する傾向があると窺えた。すなわち、無台坏

は３群に、有台椀は４～５群土器に各々伴っていると看取できるからである。以下に、量的に

ある程度のまとまりを見せた内黒無台坏と有台椀の類型について説明しよう。

無台坏では量的には各々少ないながら、第１７図上段に示すような５類型が識別された。

Ａ１類：器高があり、底径も大きめな「逆台形」状の形態。

Ａ２類：形態的にＡ１類に近いが、器高のやや低い形態。

Ａ３類：底径が小さくその分内弯気味に立ち上がる体部の開き加減が大きくなる形態。

Ａ４類：器高がやや高く、底径の小さい形態で、直線的な体部の外傾度がやや大きい形態。

Ａ５類：底径の小さな丸底椀風の形態で、体部の彎曲度合いの大きな形態。以上の５類型であ

る。これらは、その出土遺構と共伴遺物から、Ａ１類が一段階程度古い形態であることが、推

測されるが、その他はほぼ同時期に存在したと看做さざるを得ず、それぞれに異なる時期段階

を当てることは不能であった。

有台椀は、指数的には底径指数４０～４５、器高指数３５～４５前後に集中が見られたが、土器群と

すれば３～５群までのものを含み、赤焼土器坏同様に指数的識別の有効性はさほどないと判断

された。ただし、器高指数では低いものがやや古く、高いものがより新しいとの見通しが得ら

れ、台部の形状でも低いものから高い台への推移が時期的変化の方向性と考えられる。

なお、形態的には上記黒色土器と同様ながら、最終の黒色化処理を施さない一群が若干なが

ら無台坏や低い高台付椀の中に認められた。しかし、これらは組成的に不安定で、意図的に生

産されて供給された器種ではなかったものと推察される。

（５）墨書・刻書土器と陶硯（第１８図）

墨書・刻書土器は、第１８図下段に示したものが大半で、今次調査で認めた数は１８点である。

墨書は２～３群土器の主として坏や有台坏の体部や底部に記されるものが殆どで、その字種は、

「人」、「入」、「家」、「太」、「上」、「仁」、「仔」などがあり、他は墨痕のみで文字かどうかの判

別が不能のものであった。一方、刻書は内黒椀に記された「奉」と判読できた二例がある。な

お、墨書「入」、「人」の文字は、その字形から見て本来の「人」や「入」の字義ではなく、刻

書で認めた「奉」の略字ないしは記号化された所謂「呪符」と考えられる。何らかの祭祀に伴っ

て供献すべき供物を入れた器に記された墨書記号であったことが推測される。

硯は所謂「風字硯」が２点あり、ほぼ完形で小形の１１５－１０はＳＴ１２１から出土したものであ

蓆編や網代痕

黒 色 土 器

無 台 坏

有 台 椀

墨書・刻書土器

硯
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る。また、部分片ながらやや大形の１１５－９は、井戸跡ＳＥ４８１から出土しており、九世紀代後

葉までの所産と判断できる。その他、須恵器有台坏底部を利用した転用硯２点あり、一点は朱

墨用の硯として用いられたことが内外に付着する朱墨の痕跡から判別される。

２ 中世土器・陶磁器

（１）かわらけ

かわらけは１１２－９～１１の３点が検出された。３点ともＳＤ１１４から検出されており、当初Ｓ

Ｄ１１６とした炭化物層の下層から出土している。１１２－９はロクロ整形され、口径８㎝、底径５

㎝で底部がやや突出する。底部は回転糸切りで切り離される。１１２－１１は１１２－９とほぼ同形で、

同様の調整が施される。胎土はいずれもにぶい橙色で、雲母、石英、赤色粒、黒色粒を含む。

１１２－１０は手づくねで整形され、口縁部から約８㎜の幅でナデ調整が施される。口径は８㎝で、

底部は丸みを帯びている。胎土はにぶい黄橙色で、雲母、石英、赤色粒、黒色粒を含む。

（２）陶器

中世陶器は１０４－９、１１１－８、９、１２、１３、１１２－７、１２、１８、１９の９点である。１０４－９は

ＳＴ５００から出土した。胎土、色調等は１１１－１３に類似する。１１１－８、９はＳＫ５２８から出土し

た。１１１－８は瓷器系擂鉢の体部破片と考えられるが、卸目は認められない。胎土は粗く、粗

砂が混じる。１１１－９も同じく擂鉢の口縁部である。内外面に光沢があり、内面に線刻がある。

幅１．５㎝、一単位５本の卸目を持つ。胎土は粗いが、砂粒をほとんど含まない。１１１－１２はＳＫ

７０９から出土した。瓷器系の片口鉢口縁部破片である。擂鉢の可能性も考えられる。胎土は粗

く、粗砂、黒色粒を含む。１１１－１３はＳＨ１０５から出土した。瓷器系の甕口縁部破片である。口

縁は受口状を呈し、外面に自然釉がかかる。胎土は粗いが、砂粒はほとんど含まない。１１２－

７はＳＤ１１１から出土した。瓷器系陶器の擂鉢で、卸目がわずかに確認できる。外面にやや光

沢がある。胎土は粗いが、砂粒はほとんど認められない。雲母、石英を含む。１１２－１２は珠洲

窯のⅢ～Ⅳ期に分類されると考えられる擂鉢である。底部は静止糸切りで切り離され、糸切り

痕に直交する形でスノコ状圧痕が認められる。幅２㎝、一単位１２本の卸目を持つ。胎土はやや

粗く海綿骨針、黒色粒を多量に含む。１１２－１８、１９はＳＧ３１８から出土した。１１２－１８は瓷器系

の片口鉢の口縁部破片である。擂鉢の可能性も考えられるが、卸目は確認できない。胎土はや

や粗く、砂粒を少量含む。１１２－１９は瓷器系陶器の甕と考えられる。外面に自然釉がかかる。

胎土はやや粗く、砂粒は含まない。

（３）磁器

磁器は９６－５、１１２－１３～１７の６点が検出された。いずれも破片資料である。９６－５、１１２－

１５、１６は青磁椀の口縁部破片である。９６－５はＳＴ２５６、１１２－１５、１６はＳＤ１１４（ＳＤ１１６）か

らそれぞれ出土した。いずれも鎬蓮弁文が施され、その様式から１３世紀代のものと考えられる。

１１２－１３、１４、１７は青白磁で、ＳＤ１１４（ＳＤ１１６）から出土した。唐草文が施されており、梅

瓶の破片と考えられる。３点は接合しないが、同一個体の可能性がある。

３ 石製品

石製品は主に砥石が出土している。１１６－１～１１の１１点を図化した。製品として流通してい

転 用 硯

か わ ら け
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たと考えられるものは認められない。１１６－１、２がＳＴ１１７、１１６－３、４がＳＴ２５７、１１６－

５がＳＴ１２３、１１６－６がＳＫ４０、１１６－９がＳＫ５２８から出土した。そのほかの遺物はＳＰ、遺

構外から検出された。１１６－２、９のように比較的大型のものと、１１６－１、５～７、１０などの

中型のもの、１１６－３、４、８のように砥石を動かして使うと考えられる小型のものが認めら

れる。砥石は大きく荒砥、中砥に分けられる。１１６－２が荒砥、１１６－１０が中～荒砥と考えられ、

それ以外はすべて中砥である。仕上砥は出土していない。

１１６－１１は用途不明の石製品である。片面が丸みを帯び、片面が平らに加工されている。中

央に直径１㎝程の穿孔がある。紡錘車などの可能性が考えられる。

４ 木製品

木製品はすべてＳＥ４８１から検出されている。６点を図化した。

１１７－１、１１７－２は井戸内から出土した。１１７－１は長さ１７．５㎝で、三箇所に木釘で留めた

痕跡があり折敷などの一部であると考えられる。１１７－２は長さ１１．５㎝、幅１．２㎝で、厚さは１

㎜程である。木簡の断片とも考えられるが、墨痕は認められなかった。１１７－３～１１７－６は井

戸の部材である。いずれも加工痕が認められる。１１７－３～５は土留めの杭と考えられる。１１７

－６は長さは約１００㎝、幅２２㎝の井戸枠である。検出時には四枚の板が井桁状に組まれていた。

端から８㎝程のところに、板を組み合わせるための切込みが認められる。このほかに数点の木

製品が検出されたが、いずれも井戸の部材と考えられる。

５ 金属製品

金属製品は主にＳＤ１１４と、調査区中央部の環状に配置されていたと考えられる竪穴建物跡

内から出土した。刀子、鉄釘、紡錘車などの製品と、鋳物の破片や鉄鉱滓などが確認されてい

る。主なものを、図版１１７と写真図版７２（以下、写７２とする）に掲載した。

写７２－１～１１、１１７－７はＳＤ１１４から出土している。主に当初ＳＤ１１６として登録した炭化

物層からの出土である。製品と考えられるものは写７２－３、９で、写７２－３は折り曲げ加工が

施された板状の金具、写７２－９は刀子の可能性が考えられる。写７２－８は鉄破片であるが、器

種は不明である。写７２－１、２、４～７、１０、１１は鋳物破片であり、写７２－５は複数の破片が

銹着したものと考えられる。鋳物破片は出土地点が限られることから、一括廃棄されたものと

考えられる。１１７－７は銅銭である。銭種は南唐で９５９年に初鋳された「唐國通宝」である。

写７２－１２～１９はいずれも竪穴建物跡からの出土である。写７２－１２は長さ約５㎝の鉄製品で、

鉄釘と考えられる。ＳＴ１２３から出土した。写７２－１３・１５はＳＴ２５８から出土しており、写７２－

１３は刀子の柄、写７２－１５は刀子と考えられる。写７２－１６は環状に配置された竪穴建物跡群から

やや離れたＳＴ５９から出土した。直径約６㎝、クリーニング後中央に約５㎜の孔が確認された。

紡錘車と考えられる。写７２－１７はＳＴ２５７の煙道部分から検出された。長さ８㎝、幅４．５㎝の刃

状の鉄製品である。写７２－１８はＳＴ２６１から出土した。鉄製品であるが、性格は不明である。

写７２－１９はＳＴ３１７から出土した。鎌の破片である可能性が高い。写７２－１４は鉄鉱滓である。

鉄鉱滓が多数出土しており、また調査区内で炉跡と考えられる遺構が検出されていることか

ら、これらの製品が遺跡内で生産されていたことも考えられる。
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第１８図　中世土器・陶磁器・陶硯・墨書土器集成図�
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Ⅵ まとめ

本遺跡の調査によって検出された遺構と遺物は、遺跡立地と遺跡が機能した時期や性格を含

めて幾つかの重要な問題を内包していると考えられた。一つは、山形盆地の中央低地部分に位

置し、「須川」という河川左岸にほぼ西接する形で集落が展開していることである。

二つめは、この集落が単なる律令制末期の自然（農耕）集落として存在したのではなく、あ

る種在地の官衙的性格をも兼ね備えていると看做すことのできる遺構群や遺物群を伴っている

ことである。

関連遺構として、今次調査の部分に限れば、規模の大きな掘り方を持つ井桁組の井戸跡や、

すぐ南接して検出された倉庫ないしは並び倉的な掘立柱建物（二間×五間）を指摘でき、遺物

では量的に少ないながら陶硯や墨書土器などの出土品にその片鱗を求めることができそうであ

る。なお、第１・２次の調査では、総廂付きの二間×四間の掘立柱建物ＳＢ９６を中心としてそ

の西面に掘立柱建物群が展開しており、遺物では石帯や灰釉陶器の皿などが注目される。これ

らと今次調査で検出された遺構との関連は後項に記す。

１ 遺構

今次調査によって検出された遺構には、掘立柱建物跡、竪穴建物跡、井戸跡、各種土壙、炉

鍛冶遺構、大小の溝跡、道路跡、旧河川跡などがある。各々については各節で触れた通りであ

るが、以下では竪穴建物や掘立柱建物の時期的構成ほかについて概括しよう。

竪穴建物は約３０棟が検出されたが、その構築時期は相互の切合い関係や出土遺物の時期的帰

属から、第１９図に示すような結果が得られた。そこでは、各調査地点に先行する９世紀前葉の

竪穴が展開するものの数的には主体とはならないこと。続く９世紀中葉段階では、調査区中央

～南側寄りに偏りが見られ、井戸跡、掘立柱建物跡を含めた集落構成となったこと。古代では

最終の９世紀後葉～１０世紀前葉では、ＳＤ１１１以北、ＳＧ３１８以南の調査区中央部分にその中心

があることなどが理解された。また、各々の調査地点では、基本的に１群土器の段階で竪穴建

物が造られ、その後継続的に２～５群土器の段階まで建て替えを繰返しながら営まれた様子が

看取できる。その核となった竪穴建物跡は北側調査区から順に記せばＳＴ２、ＳＴ６０ないしＳＴ

７５、ＳＴ２５５、ＳＴ４８０などであったと推測できるが、調査区自体の制約が大きく周辺の状況も

不明なため、その可能性を指摘するに止めておこう。

このように、竪穴建物は９世紀一杯の時期を通じてある地点を占有的に利用しながら継続し

たことが捉えられ、当然その継続は家族などの血縁者の連続だったと考えられる。

一方、これら竪穴建物を繋ぐ道路跡の存在も注目される。道路跡は道路側溝と考えられる並

走する溝跡で構成され、竪穴建物跡と切合い関係をもつものがあるなど、明らかに古代の遺構

と識別できたものである。良好に検出された調査区は、ＳＴ２５５竪穴の位置する中央調査区部

分で、南北方向に幅７～８尺規模で並走する集落内の道路跡が存在したことは間違いない。

掘立柱建物跡は井戸跡南側の規模の大きな建物が目を引くが、それ以外の全容が把握できな
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かった部分的な建物跡（柱列）でも、その向きや構築時期などの諸相は注目された。ＳＴ２６０

南側のＥＢ３９０他で構成される建物跡は、二間×三間規模程度の南北棟と考えられるが、その

向きは１群土器の時期に帰属するＳＤ３８６ほか道路側溝の方位にほぼ平行である。

同様にＥＢ３９０ほかで構成されるＳＴ２５５南側の建物跡も道路側溝ＳＤ３８５に並走する南北棟

であることが理解でき、通路に面して平行の関係や建物の正面観が窺えて興味深い。あるいは、

道路とは反対側の河川がより主要な交通路であったとすれば、道路ではなく河川を正面として

それに並走するように立ち並んでいたとも考えられる。

井戸跡ＳＥ４８１は、大形の掘立柱建物跡と組成されて機能した格式高い遺構と捉えられ、そ

の機能期間は井戸の埋没が１０世紀前葉には完了していたことから考えれば、３～４群土器（９

世紀第３～第４四半期）の間と推測される。

この時期は本遺跡が最も栄えた頃と重なっており、２次調査で検出されたＳＢ９６掘立柱建物

跡にも一連のものであった可能性が高い。これらは、その規模と配置から見て郡レベルでの官

衙的性格を帯びていることが推測できるが、それではその性格が何かと言う決め手を欠く。こ

建物の正面観

井 戸 跡
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こでは、具体的確証はないものの、舟運を背景とした物資の集積地、搬入・搬出の結節点とし

ての遺跡位置と性格を強調しておく。同時に、須川左岸側という立地的側面からは、背後の八

木郷や山辺郷との関連も推測でき、郷との関わりも視野に入れる必要がありそうである。

その他の遺構では、墓壙と考えられる小判形の土壙や炉鍛冶施設に関わる二種の形態を異に

する土壙が注目される。墓壙と推測された遺構は、ＳＨ１２５・ＳＨ３１９～ＳＨ３２４などであり、

長径が１４０㎝内外、短径が７０㎝前後の小判形を呈する一群（ＳＨ１２５・ＳＨ３２４）と、径１００㎝前

後の略円形の一群とがある。これらは、人為的に埋戻されたことが覆土の状況から判断できる

が、土壌分析の結果では、遺体埋納を積極的に肯定できるリン酸やカルシウム成分の特段の痕

跡は認めなかった。

炉鍛冶関連の土壙には、ＳＬ４８４とＳＬ４８５の長楕円形の形態と、ＳＬ５２７やＳＬ６７０の方形企

画のものとがある。前者のＳＬ４８４はＳＬ４８５を切る重複関係が認められ、連続的に構築されて

機能していたことが推察される。周囲からは、撹乱された状態ながら鉄滓やふいご羽口片の出

土も見られ、古代の炉鍛冶施設が集落内に併設されていたことが明らかである。一方、後者は、

中世以降のものと判断できるが、構造や機能についての解明は今後の課題としたい。

２ 遺物

遺物は整理箱にして７０箱ほどであったが、調査面積からすればかなり多い分量と捉えられる。

これは、当時の表土までもが識別できるという、極めて良好な遺跡の保存状態に起因している

ことが推測されるが、一方では遺跡の埋没速度がかなり速かったことと洪水起源の堆積土壌が

遺跡全体を急速にしかも厚く被覆したためとも言い換えられよう。

遺物は既に見てきたように、主に平安時代の土器群と、１３世紀代を中心とする中世前期のも

のとであり、前者は９世紀初頭から１０世紀前葉までの約１００年間に使用された土器群と認識さ

れた。これらは、遺構相互の重複や土器組成の特徴から１～５群土器、および１群に先行する

若干の０群土器からなる様相と捉えられたことは先に触れた通りである。なお、これらの年代

的根拠は、１群土器に先行する型式が奈良時代後葉～末葉期のものであること、井戸跡の埋没

完了時期や幾つかの竪穴建物の埋没過程で「十和田ａ」と同定された広域火山灰が関わってい

ることなどが挙げられる。後者では降灰年代とされる西暦９１５年の一点をその経過中に当てる

ことができ、さらにその時点では既に機能を失っていたと看做すことが可能であった。

こうした当該期の土器群は、近隣遺跡での出土例も少なくはなく、大凡の型式変遷について

は従来の調査資料や研究成果から把握できる状況にはあると考えられる。しかし、土器群総体

としての編年作業は意外に遅れており、特に須恵器の供膳器を除いた赤焼土器や土師器の編年

的研究は殆ど進んでいないのが実情と言っても過言ではない。

本遺跡では、須恵器をはじめとして赤焼土器や土師器、黒色土器などの種別器種の組成が竪

穴建物ほかの遺構単位で把握され、その組成や変遷過程をある程度ながら跡付けることができ

たと考えている。しかし、各群間での重複的様相も散見され、必ずしも適格な群別とはなって

いない観も否定できない。

その原因は、遺構が連続的に推移したことや土器群の種別器種が一定期間使用され、さらに

は建築部材的な再利用も頻繁になされるという当時の集落内における利用の在り方に求められ

舟 運

墓 壙

炉 鍛 冶
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遺 物
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る。従って、当該時期の編年大系確立には地域内の広範な資料に当り、相互の類似性と相違点

を見極めながら標準化されたモデルを抽出する作業が必要不可欠となる。しかし、この場では

それだけの余裕がなかったため詳細の検討は別途機会を得たい。

次に、これら土器群の流通に関して述べていくが、既に触れたように、大方の土器群は、本

遺跡の西北方に位置する寒河江市平野山窯跡群から供給されたものが大半と推測される。その

根拠は、法量と形態の類似性を先ず挙げることができるが、これとは別に、平野山窯跡産の製

品には海綿骨針が顕著に認められるという大きな特徴が認められ、その識別も有効な手段とな

り得ることが指摘できる。以下ではこの点についての観察所見を記していこう。

土器群の胎土観察は、掲載し得た古代の土器すべてを対象とし、ルーペを用いながら肉眼で

行ったものである。観察所見では単位面積あたりの確認量の違いから「多い」、「少ない」、「微

量」、「含まない」などの結果を記録して、その状態を遺物観察表の胎土欄に記入している。

その結果、須恵器では坏６２点中４１点に認められ、その含有割合は６６％。同様に有台坏では１０

点中９点で９０％、蓋では１０点中８点の８０％に各々認められ、これらが含有率の高い器種と認識

できた。一方、含有率の低い例では、資料数が少ないながら長頸壺（０％）や無台の壺（３３％）、

甕（２６％）などが挙げられる。また、これら須恵器全体では１３０点中７３点に認められ、その割

合は５６％の結果であった。

このように、器種毎に違う様相と特に壺・甕などの中・大形製品での含有率が少ないことが

注意されるが、基準とすべき平野山窯跡群での標準的数値が不明なため、相互の比較検討は現

段階では不可能である。また、時期的推移の中での変化も考慮すべきことと考えられたが、今

回はそこまでの分析には至らなかった。ただし、須恵器を組成する土器群の主体は２～３群で

あることからすれば、９世紀中葉を前後する山形盆地中央部における集落遺跡での様相と理解

できる点は一つの成果と考えられる。

同様に赤焼土器では、堝（１００％）、有台坏（８８％）、大・中形甕（５０％）、坏（２８％）、小形

甕（１７％）の順となり、総体では１４４点中６３点に認められ、率とすれば４４％と窺えた。

一方、土師器では、有台坏（１００％）、堝（５０％）、甑（３３％）、甕（２７％）、小甕（１４％）で

あり、総体では７１点中２１点の３０％という結果であった。また、黒色土器では、坏（３６％）、有

台坏（４８％）となり、観察できた４１点中１９点に含まれていた。すなわち、４６％の含有率となる。

以上から、種別では須恵器５６％、黒色土器４６％、赤焼土器４４％、土師器３０％の割合で含まれ、

須恵器、黒色土器で高く、次いで赤焼土器、土師器の順となる様相が理解される。

こうした結果の意味することは、現段階では充分に説明できないが、種別毎の耐火度など必

要要件の違いから生じる素材選択や吟味の違い、時期段階による粘土素材の変化、あるいは産

地窯跡と原材料の質的違いなどが想定される。しかし、こうした研究は漸く着手されたばかり

であり、結論は同様な資料の蓄積と今後の胎土分析研究の進展を待ちたいと思う。

ただし、この中で言えることを挙げれば、９世紀後葉の段階で須恵器生産が衰退化の傾向を

辿ること、一方で質より量の確保が目的だったと考えられる赤焼土器の須恵器補完現象が進展

し、同時にそれより幾分遅れて進行したと考えられる土師器生産の量的拡大や赤焼土器から土

師器への転換とも深い関わりがあることは予見される。すなわち、古代における土器生産の推

移と律令的古代世界の崩壊過程がこうした土器の素材選択にも反映していると窺うことが可能

編年大系確立

平野山窯跡群

海 綿 骨 針

含 有 割 合

標 準 的 数 値
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であろう。

３ 結語

以上、本遺跡から検出された遺構・遺物について概観したが、本遺跡の意味することの本質

は依然として不明なままであり、遺跡の性格追求が今後とも必要と考えられた。その背景に潜

む問題は、古代の郡と郷の組織機構の在り方であり、発掘された集落はその中にどう位置付け

られるのかということである。

狭義的には、郷内に官衙末端の出先機関が存在したのか、あったとすればどのような形態を

採ったのか。あるいは郷長がどのような集落に住まいして郡務を司っていたのかといった視点

と言える。一方では平安期における郡機能の分散化（郡衙別院）の実態が果してどうであった

かということでもあると受け止められる。当然としてその中には租税をはじめとする物流と貯

蔵、同時に交通路の問題があり、場面場面での多様な在り方が想定される。

近年の大規模発掘は、こうした問題に関わる重要な手懸りをもたらしていると考えさせる。

すなわち、郷毎に拠点的で、ある種官的要素の強い集落が存在した状況を示していると捉えら

れることである。時期段階は必ずしも同一ではないのだが、古代最上郡における山方郷の吉原

遺跡群、福有郷の石田遺跡、那可郷の今塚遺跡、そして八木郷の達磨寺遺跡、村山郡では長岡

郷の高瀬山遺跡群などが該当しよう。各遺跡についての解説は省くが、各々は郡衙以下のレベ

ルにあることは間違いない。しかし、郡のある部分の機能を帯びて存在したとことも事実であ

ろう。これらは、本遺跡と同様にその性格付けが苦慮されるものである。こうした問題の解決

には、郡衙中枢施設の遺構を伴う郡衙本体の発見とその調査が待たれるところであるが、一方

では上記遺跡群の比較検討と各性格を見通す研究視座の確立も必要な要件と考えられよう。

本遺跡は１０世紀前葉に一旦廃れるが、中世に入ると再び地域の拠点としての居館が築かれる

ようになる。方形に大溝を巡らせた範囲に居宅を構え、当時とすれば貴重な青磁や青白磁の梅

瓶をも所持できた在地領主的存在が再度遺跡域を開発している。選地の要因は、古代以来の交

通や物流の要衝であったためとするのが自然であろう。

最後に、調査にあたって御協力いただいた国土交通省山形河川国道工事事務所をはじめとす

る関係機関各位、地元中山町および中山町教育委員会、並びに発掘調査と整理作業に従事いた

だいた作業員各位に対して心より御礼を申し上げる。
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表１　遺物観察表（１）

備　考胎　土調　整計測値（㎜）器種種別ＲＰ
番号出土地点挿図

番号
図版
番号 底部内面外面器厚器高底径口径

海綿骨針多量ロクロロクロ、ナデ、
回転ヘラケズリ３８１４３蓋須恵器２ＳＴ２１８０

海綿骨針多量回転ヘラ切ロクロロクロ５（４８）９４有台坏須恵器４ＳＴ２２８０
石英細砂平行アテロクロ、平行タタキ１１（１００）甕須恵器ＳＴ２（Ｙ）３８０
細・中砂・
海綿骨針少量

ロクロ、カキ目、
ロクロナデ

ロクロ、ケズリ、
タタキ、カキメ７（１２７）３１０堝赤焼土器ＳＴ２（Ｙ）４８０

細砂不明ロクロロクロ４１３４．５８８１５５鉢赤焼土器３ＳＴ２５８０
歪み有り石英細砂ロクロロクロ３．５（４１．５）１３０坏須恵器ＳＴ５６８０

微砂・海綿骨針格子目アテ平行タタキ１３甕須恵器ＳＴ５７８０
石英細砂蓆編痕ハケメ、ナデハケメ、ユビナデ６１１８４１０鍋土師器ＳＴ５８８０
細砂蓆編痕８８０甕土師器ＳＴ５９８０
微砂ロクロロクロ３．５（２８）１３４坏須恵器ＳＴ１１１０８０
石英細砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ５５７７４１６０有台坏赤焼土器５ＳＴ１１１１８０

石英細砂回転糸切ロクロロクロ６４５５２１３０坏赤焼土器９ＳＴ１１１２８０
中砂回転糸切ロクロロクロ３６０．５６０１５８坏赤焼土器１０ＳＴ１１１８１
中砂回転糸切ロクロロクロ３．５４１６０１３４坏赤焼土器１２ＳＴ１１２８１
石英細砂・
海綿骨針少量ロクロロクロ５．５（４３）２６０甕赤焼土器６ＳＴ１１３８１

軟質で厚い、外面に
煤付着微砂・海綿骨針不明ロクロ、ナデロクロ、ケズリ８３２０９６２３４甕赤焼土器７他ＳＴ１１４８１

微砂ロクロ、ナデロクロ６（１５３）１７３甕赤焼土器４０・４２ＳＴ１１５８１
細砂多量ハケメ、ナデハケメ７２５６甕土師器４２ＳＴ１１６８１
細砂・海綿骨針ハケメ、ナデケズリ、ナデ５（６２）９８甕赤焼土器１４ＳＴ５９７８１

黒色の吹出し物有り中砂・
海綿骨針まばらロクロ、ナデナデ、

回転ヘラケズリ６．５（２３）蓋須恵器４９ＳＴ６０８８１

中砂回転ヘラ切ロクロロクロ４３６７７１３７坏須恵器５９ＳＴ６０・
ＥＰ２４７９８１

微砂回転糸切ロクロロクロ３４２．５６４１４６坏須恵器２０ＳＴ６０１０８１
石英細砂回転糸切ロクロロクロ５３５７０１４６坏須恵器ＳＴ６０１１８１
中砂・海綿骨針回転糸切ロクロロクロ５３８６４１３５坏須恵器２６ＳＴ６０１８２
中砂回転ヘラ切ロクロロクロ３（６）９０坏須恵器１９ＳＴ６０２８２
石英細砂回転糸切ロクロロクロ４（１１）５４坏須恵器ＳＴ６０３８２
中砂・海綿骨針ロクロロクロ７１８２甕赤焼土器１６ＳＴ６０４８２

ロクロ、カキ目ロクロ、ケズリ５３８９８４２３０甕赤焼土器１５・４７ＳＴ６０５８２
ロクロ、ハケメ、
ナデ、アテ痕

ロクロ、ケズリ、
タタキ、ナデ６（３５０）７０２１８甕赤焼土器１５他ＳＴ６０６８２

細砂多量ロクロロクロ、ケズリ８（１０５）２１２甕赤焼土器１６ＳＴ６０７８２
細砂粒ロクロ、刷毛目ロクロ、ケズリ７（１８５）２３４甕赤焼土器１６ＳＴ６０８８２

微砂・海綿骨針ナデ、ロクロロクロ、
手持ヘラケズリ５（２４７）２１４甕赤焼土器ＳＴ６０１８３

平底風丸底ロクロ、ナデロクロ、ケズリ５（１１７）８５甕赤焼土器４６ＳＴ６０２８３
石英細砂粒・
海綿骨針少量ハケメ、ナデケズリ、ナデ５６４８２甕赤焼土器１６ＳＴ６０３８３

石英粒・
海綿骨針

ロクロ、ハケメ、
ナデケズリ６．５（１４２）９０甕赤焼土器１６・４８ＳＴ６０４８３

細砂・海綿骨針ロクロロクロ７１２８７０１３７甕赤焼土器４７・１６ＳＴ６０５８３
海綿骨針ナデロクロ、ケズリ７（１４１）２５０甕赤焼土器１６・５８ＳＴ６０６８３

海綿骨針ロクロロクロ、
回転ヘラケズリ５１４０蓋須恵器ＳＴ７５７８３

細砂回転糸切ロクロロクロ３．５３３～４３５８１３８坏須恵器３３ＳＴ７５８８３

細砂ケズリ５把手付
坏須恵器ＳＴ７５９８３

ロクロケズリ４把手付
坏須恵器ＳＴ７５１０８３

細砂ロクロロクロ６（４６）２０８甕赤焼土器ＳＴ７５１１８３

微砂ロクロロクロ、ナデ６～８（７３）２２０甕赤焼土器ＳＴ７５・
ＥＬ７１６１８４

細砂ユビナデケズリ５６８甕赤焼土器３７・３８ＳＴ７５２８４
細砂ロクロロクロ、ケズリ５（１４３）２４２甕赤焼土器３８ＳＴ７５３８４

二次的被熱細砂ロクロロクロ５１５８甕赤焼土器３６ＳＴ７５４８４
微砂・海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４４１．５６４１３２坏須恵器５４ＳＴ１１２５８４
微砂・中砂ロクロロクロ５（１１６）１５０壷須恵器５０ＳＴ１１２６８４

ロクロロクロ７（５６）壷須恵器５１ＳＴ１１２７８４

微砂ロクロロクロ、波状文二段
以上１２（１２７）甕須恵器ＳＴ１１２（Ｆ）８８４

細砂ロクロ、ヘラナデロクロ、ケズリ６（１６５）２１０甕赤焼土器５０他ＳＴ１１２９８４
細砂木葉痕ハケメハケメ、ナデ５（１５９）９２甕土師器５０ＳＴ１１２１８５
微砂・海綿骨針ハケメ、ナデハケメ、ナデ６２３０甕土師器１１２ＳＴ１２３２８５
微砂回転糸切ロクロロクロ３４１５４１３７．５坏須恵器３１ＳＴ１１３３８５
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４５３６３１４０有台坏赤焼土器３０ＳＴ１１３４８５
細砂少量回転糸切ロクロロクロ４４１．５５０１３６坏須恵器２６８ＳＴ１１７５８５

墨書細砂多量回転糸切ロクロロクロ４４４６０１３４坏須恵器２５８ＳＴ１１７６８５

微砂ヘラナデ、
ユビナデ

ロクロ、手持ヘラケズ
リ、輪積、ユビオサエ５．５（１４８）甕須恵器６１・１６８ＳＴ１１７７８５

細砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４０６０１３８坏赤焼土器ＳＴ１１７・

ＳＴ３１７８８５
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表２　遺物観察表（２）

備　考胎　土調　整計測値（㎜）器種種別ＲＰ
番号出土地点挿図

番号
図版
番号 底部内面外面器厚器高底径口径

中砂回転糸切ロクロロクロ３４８５６１３６坏赤焼土器１３９・１４１ＳＴ１１７９８５

石英細砂・
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３４１５８１２６坏赤焼土器２６６ＳＴ１１７１０８５

細砂回転糸切ロクロロクロ３４７５６１２４坏赤焼土器ＳＴ１１７（Ｆ）１８６
細砂・微砂回転糸切ロクロロクロ４．５４０５６１２７．５坏赤焼土器９９ＳＴ１１７２８６
細砂回転糸切ロクロロクロ５５６６２１４４坏赤焼土器１４０ＳＴ１１７３８６
中砂回転糸切ロクロロクロ３．５４０．５５２１２６坏赤焼土器１４０ＳＴ１１７４８６
中砂少量回転糸切ロクロロクロ５４４６２１３４坏赤焼土器６２ＳＴ１１７５８６
細砂ロクロ、ハケナデロクロ、ケズリ５１３５６８１５６鉢赤焼土器２６６ＳＴ１１７６８６

石英細砂回転糸切ロクロロクロ４１１３７２１４５．５鉢赤焼土器２７０・２７１ＳＴ１１７７８６

石英細砂ロクロロクロ４．５１４０鉢赤焼土器１３９ＳＴ１１７８８６

海綿骨針少量手持ヘラ削ロクロ、ナデロクロ、ケズリ７３０５９０２３２甕赤焼土器３１３・３１４ＳＴ１１７９８６

海綿骨針ロクロ、ヘラナデロクロ６（８５）２０８甕赤焼土器１４０ＳＴ１１７１０８６
細砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ５（８１）７８鉢赤焼土器１４１ＳＴ１１７１１８６

粗・中砂ロクロ、ヘラナデロクロ、ケズリ６（２５１）２１８甕赤焼土器１００ＳＴ１１７１８７

中砂内面閉塞ロクロ、ハケメ、
ナデ

ロクロ、ケズリ、
タタキ６３１２７０２３０甕赤焼土器４５

ＳＴ１１７・
１２１・１２３・
３１７

２８７

微砂手持ヘラ削ヘラナデナデ、ロクロ、ケズリ７２３４１３０甕赤焼土器２５６ＳＴ１１７３８７
細砂手持ヘラ削ハケメケズリ６（２２０）８２甕赤焼土器６５ＳＴ１１７４８７
海綿骨針少量ロクロ、ナデロクロ、ナデ８（１２０）甕赤焼土器ＳＴ１１７５８７

両黒微砂回転糸切ミガキロクロ、ミガキ、
ユビオサエ５（４０）６０坏黒色土器２７０ＳＴ１１７６８７

体部に刻書、高台欠
損、内黒石英細砂回転糸切ミガキロクロ５（５０）６２１３８有台坏黒色土器２６１ＳＴ１１７１８８

内黒微砂・
海綿骨針少量回転糸切ミガキロクロ３６８有台坏黒色土器２３５ＳＴ１１７２８８

内黒微砂回転糸切ロクロ、ミガキロクロ４５９．５５２１４０有台坏黒色土器１１３ＳＴ１１７３８８
内黒細砂回転糸切ミガキロクロ、ケズリ４（５０）１３０坏黒色土器２３４ＳＴ１１７４８８
内黒微砂回転糸切ミガキロクロ、ミガキ５５１５２１５１坏黒色土器２３２ＳＴ１１７５８８

中砂蓆編痕ヘラナデハケメ６．５（７７）１０２甕土師器１２６・２６０ＳＴ１１７６８８

中砂ハケメハケメ５（１１６）２４０甕土師器ＳＴ１１７７８８
中砂刷毛目、ナデハケメ、ナデ７（５３）１３０鉢土師器２７０ＳＴ１１７８８８

ＲＰ２９が下に重なる石英細砂回転糸切ロクロロクロ６５３５８１３４坏赤焼土器２８ＳＴ１２０９８８
ＲＰ２８が上に重なる石英細砂回転糸切ロクロロクロ６５２５８１３６坏赤焼土器２９ＳＴ１２０１０８８

海綿骨針平行アテ平行タタキ６．５（９９）甕須恵器１１５ＳＴ１２１１１８８

微砂・海綿骨針平行アテ平行タタキ１５～１７甕須恵器１０５・１１６ＳＴ１２１・１２３１８９

内外に自然釉微砂平行アテ平行タタキ１１（１０１）甕須恵器１２０ＳＴ１２１２８９
微砂平行アテ平行タタキ７（１２６）甕須恵器１２０ＳＴ１２１３８９
中砂平行アテケズリ、平行タタキ１５（１８８）甕須恵器１２１ＳＴ１２１４８９
石英細砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ３．５６３７４１４８有台坏赤焼土器９０ＳＴ１２１１９０

細砂・海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４４４５３１２４坏赤焼土器９１ＳＴ１２１２９０
石英細砂回転糸切ロクロロクロ３．５４２６２坏赤焼土器８１ＳＴ１２１３９０
細砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４５３５６１３８坏赤焼土器８９・９７ＳＴ１２１４９０

中砂回転糸切ロクロロクロ３．５４７．５６０１３０坏赤焼土器２３７ＳＴ１２１５９０
石英中粒回転糸切ロクロロクロ３．６４８．５４８１３０坏赤焼土器２４４ＳＴ１２１６９０
細砂・海綿骨針ロクロ、カキ目ロクロ、ナデ８．５３０堝赤焼土器ＳＴ１２１７９０
海綿骨針ロクロ、ナデロクロ、ナデ５８５１５９赤焼土器１１８ＳＴ１２１８９０
微砂・海綿骨針ロクロロクロ、ケズリ８．５（１３６）２２０甕赤焼土器９４ＳＴ１２１９９０

頚部に明瞭な段微砂・石英砂ロクロ、ヘラナデハケメ６２２１甕土師器４５ＳＴ１２１１０９０
石英粒ムシロロクロ、ハケメケズリ３．５（２８）７６甕土師器９０ＳＴ１２１１１９０
細砂ハケメハケメ、ナデ５（１１８）２２０甕土師器７４ＳＴ１２１１２９０
海綿骨針ハケメ、ナデハケメ、ナデ９（１０５）甕土師器８３ＳＴ１２１１３９０

把手部分石英粒・細砂ナデハケメ、ナデ２５５２７１甑（把
手付）土師器ＳＴ１２１１９１

把手先端石英粒、細砂ナデナデ、ヘラナデ１０（３５）甕土師器ＳＴ１２１２９１
細砂・海綿骨針ハケメハケメ、ナデ５６３１８０甕土師器ＳＴ１２１３９１
細砂・海綿骨針ハケメハケメ、ナデ５．５（９８）１５８甕土師器ＳＴ１２１４９１
海綿骨針ハケメハケメ、ナデ７（５２）鍋土師器７２ＳＴ１２１５９１

内黒微砂回転糸切ロクロ（摩滅に
より不明）ロクロ４（４３）６０１２２有台坏黒色土器７８ＳＴ１２１６９１

内黒海綿骨針回転糸切ミガキロクロ４５９６０１４４有台坏黒色土器７９ＳＴ１２１７９１
内黒海綿骨針静止糸切ミガキロクロ３５６６０１３４有台坏黒色土器１２４ＳＴ１２１８９１
内黒海綿骨針不明ロクロ、ミガキロクロ６１５４１２９有台坏黒色土器２３６ＳＴ１２１９９１

口縁基準、内黒微砂ロクロ（摩滅に
より不明）ロクロ４４８５３１２９有台坏黒色土器２４２ＳＴ１２１１０９１

回転糸切ミガキロクロ３５５６０１３５有台坏黒色土器ＳＴ１２１１１９１
内黒海綿骨針回転糸切　　ロクロ３．５４２８０大形椀黒色土器ＳＴ１２１１２９１
内黒微砂・海綿骨針回転糸切ロクロ、ミガキロクロ３．５４９．５５４１３４坏黒色土器１２２ＳＴ１２１１３９１
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表３　遺物観察表（３）

備　考胎　土調　整計測値（㎜）器種種別ＲＰ
番号出土地点挿図

番号
図版
番号 底部内面外面器厚器高底径口径

内黒微砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロ、ミガキロクロ３．６４５５４１２４坏黒色土器１１５ＳＴ１２１１４９１

体上部に灰を被る青海波・格子目平行タタキ８甕須恵器１０２ＳＴ１２３１５９１
底部付近破片平行アテ平行タタキ１０（１５３）甕須恵器１０４ＳＴ１２３１９２

格子目アテ平行タタキ１１．５（１２５）甕須恵器２５５ＳＴ１２３２９２
石英細砂不明ロクロ、ヘラナデロクロ、ケズリ７（１９４）壷須恵器２５５ＳＴ１２３３９２

回転糸切ロクロロクロ３４１５２１２５坏赤焼土器ＳＴ１２３４９２
海綿骨針・
金ウンモハケメロクロ１０（６８．５）鍋赤焼土器２４５ＳＴ１２３５９２

甑把手部分細砂ナデナデ（ユビオサエ）甑土師器ＳＴ１２３６９２
石英粒・
海綿骨針ヘラナデナデ、ロクロ、

ケズリ８（２２１）２４０甕赤焼土器１０１ＳＴ１２３７９２

石英粒ナデハケメ、ケズリ７（３２）７５甕土師器１０６ＳＴ１２３１９３
海綿骨針ハケメ、ナデケズリ５（６６）７６甕土師器２４５ＳＴ１２３２９３

ハケメ、ナデハケメ、ナデ８（１２４）２５０鉢土師器２５７ＳＴ１２３３９３
石英粒多量蓆編痕ロクロ、ヘラナデロクロ、ケズリ６．５（１２２）１９６甕赤焼土器ＳＴ１２３４９３
細砂・海綿骨針蓆編痕ロクロロクロ、ケズリ７（７２）１９６甕赤焼土器１０８ＳＴ１２３５９３

内面非黒色化海綿骨針回転糸切ロクロ、ミガキロクロ５６有台坏土師器１１２ＳＴ１２３６９３
海綿骨針ハケメハケメ４～６甕土師器１０６ＳＴ１２３７９３

海綿骨針ハケメ、
オサエ（把手）

ハケメ、ナデ、
オサエ（把手）７（３００）２８０甑土師器１０８ＳＴ１２３８９３

細砂
天井部、回
転糸切後、
ヘラケズリ

ロクロロクロ４．５１７１５２蓋須恵器ＳＴ２５５（Ｆ）９９３

粗砂・海綿骨針天井部、
糸切、ナデロクロロクロ５（３４）１３４蓋須恵器１７０ＳＴ２５５（Ｙ）１０９３

内外に朱墨痕細砂・海綿骨針回転糸切ロクロロクロ７（１７）６９有台坏須恵器１２７ＳＴ２５５１９４
石英細砂・
海綿骨針回転糸切４．５（７）５２坏須恵器ＳＴ２５５（Ｆ）２９４

外面に煤、内底面に
磨痕海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４３９７０１４４坏須恵器ＳＴ２５５（Ｆ）３９４

海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４３４５９１２４坏須恵器１２８ＳＴ２５５（Ｆ）４９４

細砂平行アテ・
青海波文平行タタキ１０甕須恵器ＳＴ２５５５９４

内底面に黒斑粗砂多量回転糸切ロクロロクロ４３８５２１２８坏赤焼土器２４０ＳＴ２５５６９４
微砂・海綿骨針ハケメ、カキ目ロクロ５（３７）１６８甕赤焼土器ＳＴ２５５（Ｆ）７９４
微砂・
海綿骨針少量ロクロロクロ４１５３甕赤焼土器ＳＴ２５５８９４

細砂・海綿骨針ヘラナデロクロ目、カキメ８（６７）２１８甕赤焼土器ＳＴ２５５９９４
中砂ハケメハケメ５．５（５６）２２０甕土師器ＳＴ２５５（Ｆ）１０９４
微砂ロクロ、ヘラナデロクロ、ヘラナデ６２１３甕赤焼土器ＳＴ２５５１１９４

中砂ロクロ、カキ目、
ヘラナデ

ロクロ、ケズリ、
ハケメ、ヘラナデ６（２６５）８２甕赤焼土器ＳＴ２５５（Ｆ）１２９４

海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３．５（４７）６２１２７有台坏須恵器１２９ＳＴ２５６１９５
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４５０６３１２３有台坏須恵器１３１ＳＴ２５６２９５
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４（４２．５）６０１３４坏須恵器２４６ＳＴ２５６３９５
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３（３９）６２１３５坏須恵器２４７ＳＴ２５６４９５
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４３９．５５６１３４坏須恵器ＳＴ２５６５９５
微砂回転糸切ロクロロクロ４４７６５１３９坏須恵器１３６ＳＴ２５６６９５
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３．５（３７）５４１２７坏須恵器１３２ＳＴ２５６７９５
海綿骨針平行アテ平行タタキ７．５（８５）甕須恵器１３１ＳＴ２５６８９５
石英細砂・
海綿骨針ロクロロクロ７（５３）２２０甕赤焼土器ＳＴ２５６９９５

石英細砂ロクロロクロ４．５（３９．５）１５９甕赤焼土器２１５ＳＴ２５６１０９５
細砂・
海綿骨針少量ロクロロクロ５（１１）２０９甕赤焼土器１３７ＳＴ２５６１１９５

細砂・海綿骨針ロクロ、ナデロクロ、カキメ７（７０．５）２１８甕赤焼土器１６９ＳＴ２５６１２９５
細砂・海綿骨針ロクロロクロ５１４５鉢赤焼土器１３８他ＳＴ２５６１３９５
細砂蓆編痕ハケメ、ナデツケハケメ５（１１３）９０甕土師器１３５ＳＴ２５６１４９５
海綿骨針ロクロ、ナデロクロ、ケズリ６（２１０）２１６甕赤焼土器１３８ＳＴ２５６１９６
海綿骨針ロクロ、ナデロクロ、ケズリ、ナデ７３３１８８２１６甕赤焼土器１３８ＳＴ２５６２９６

両黒細砂・海綿骨針回転ヘラ切ロクロ、ミガキロクロ、回転ヘラケ
ズリ８（３０）８２坏黒色土器１６５ＳＴ２５６３９６

中砂粒多量ナデ、ハケメナデ、ハケメ６２２６甕土師器ＳＴ２５６４９６
鎬蓮弁文施釉施釉４．５（１２．５）碗青磁１３１ＳＴ２５６５９６

石英細砂回転糸切ロクロロクロ６６４有台坏赤焼土器１５４ＳＴ２５７６９６

石英細砂回転糸切ロクロロクロ４．５４９５８１３２坏赤焼土器１５３ＳＴ２５７
ＥＰ２８７７９６

細砂ロクロロクロ６（８９）１３８鉢赤焼土器ＳＴ２５７８９６
細砂・海綿骨針蓆編痕ハケメ、ヘラナデハケメ５．５（４７）７８甕土師器１６０ＳＴ２５７９９６
海綿骨針ハケメ、ヘラナデハケメ、ナデ５１５６甕土師器１６１ＳＴ２５７１０９６
微砂ロクロ、ナデロクロ、ケズリ、ナデ６（１３０）１７２甕赤焼土器１４４、他ＳＴ２５７１１９６

ごく薄手細砂・
海綿骨針少量ハケメ、ナデハケメ、ナデ５（３７０）１３０２４８甕土師器２２０ＳＴ２５７１９７

中砂ハケメ、ナデハケメ、ナデ５（１２２）２２０甕土師器１２５ＳＴ２５７２９７
内面調整・
胎土共に粗雑細砂ロクロロクロ４３５１３８坏須恵器ＳＴ２５８３９７
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表４　遺物観察表（４）

備　考胎　土調　整計測値（㎜）器種種別ＲＰ
番号出土地点挿図

番号
図版
番号 底部内面外面器厚器高底径口径

石英細砂回転糸切ロクロロクロ３４６５２１３０坏赤焼土器１７９ＳＴ２５８４９７
微砂回転糸切ロクロロクロ３．５４３．５５０１２２坏赤焼土器１８０、１８４ＳＴ２５８５９７
中砂ロクロ、ナデロクロ、ナデ４８５１４０甕赤焼土器ＳＴ２５８６９７

内黒微砂回転糸切ロクロ、ミガキロクロ３５７６２１３４坏黒色土器１７７、１７８ＳＴ２５８７９７
微砂回転糸切ミガキロクロ４５６．５５９１４２坏土師器１８４、１９６ＳＴ２５８（Ｆ）８９７
細砂・海綿骨針ロクロ、ミガキケズリ、ナデ５（７９）２２６鉢土師器１８１、１９３ＳＴ２５８９９７
細砂ハケメハケメ、ナデ６．５（５６）１３０甕土師器１９３ＳＴ２５８１０９７
中砂粒ハケメ、ナデハケメ、ナデ７（１０５）２４０甕土師器１８９ＳＴ２５８１１９７
中砂ハケメ、ナデハケメ、ナデ６（１８２）２５８甕土師器１８０、１９１ＳＴ２５８１９８
中砂ハケメハケメ、ユビオサエ４．５（１１１）１０５甕土師器１８５ＳＴ２５８２９８

海綿骨針少量輪積痕、ハケメ、
ナデハケメ、ナデ（１８０）２３６甕土師器１８３ＳＴ２５８３９８

海綿骨針少量蓆編痕ハケメハケメ５（２０６）１０３甕土師器１８７、１８９ＳＴ２５８４９８
海綿骨針楕円形アテ具痕ハケメ、ナデ５（１５５）２０６甕土師器１９７ＳＴ２５８５９８
海綿骨針蓆編痕甕土師器ＳＴ２５８６９８

粗砂ハケメハケメ、ナデ６
上部

（１３２）下
部（１９０）

８８２４８甕土師器１７９、他ＳＴ２５８１９９

中砂・海綿骨針ハケメ、ナデハケメ、ナデ６．５（１０５）２０４甕土師器ＳＴ２５８２９９
把手付坏の把手部微砂ロクロロクロ、ケズリ３坏須恵器ＳＴ２５９３９９

石英砂不明ナデケズリ８６壷須恵器ＳＴ２５９４９９
輪積痕あり石英細砂ロクロロクロ、ケズリ、ナデ（１００）２０２壷須恵器ＳＴ２５９５９９

アテ痕タタキ９（７８）甕須恵器ＳＴ２５９（Ｆ）６９９
糸切、摩滅ロクロロクロ４４８４８１３２坏赤焼土器２１６ＳＴ２５９７９９

海綿骨針少量ロクロロクロ７（１２０）２４０甕赤焼土器ＳＴ２５９８９９
内黒微砂不明ロクロ痕、ミガキロクロ６（４２）６１有台坏黒色土器２１７ＳＴ２５９９９９
磨痕・墨痕あり、転
用硯海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３（１６）５０坏須恵器ＳＴ２６０１０９９

反転微砂回転糸切ロクロロクロ７（４８）７６壷須恵器２１８ＳＴ２６０１１００
微砂・海綿骨針ロクロロクロ４（５５）１４０坏赤焼土器ＳＴ２６０２１００
細砂ロクロヘラナデロクロ、ケズリ６（８９）１４０甕赤焼土器２２０ＳＴ２６０３１００

両黒回転糸切ミガキミガキ３（２８）有台坏黒色土器ＳＴ２６０４１００
海綿骨針ハケメ、ナデ７（１１４）鍋土師器２２０ＳＴ２６０５１００
海綿骨針ナデ、ハケメ８．５（１０６）鍋土師器２２０ＳＴ２６０６１００

輪積痕あり中砂・
海綿骨針少量蓆編痕ハケメ、ナデハケメ、ナデ７３２０９４２３９甕土師器２１９ＳＴ２６０７１００

中砂少量ハケメナデ、ハケメ６２５８甕土師器ＳＴ２６０８１００
内底面に磨痕、外底
面に煤ないし墨痕海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４（１９）５４坏須恵器ＳＴ２６１９１００

微砂ハケメ、アテ痕タタキ、ヘラナデ１３～２０（１９０）甕須恵器２２６、２３１ＳＴ２６１１１０１
微砂回転糸切ロクロロクロ５．５４７６０１３５坏赤焼土器ＳＴ２６１３１０１
微砂回転糸切ロクロロクロ３３５５０１４０坏赤焼土器２２４ＳＴ２６１４１０１
細砂回転糸切ロクロロクロ３４１５８１３８坏赤焼土器ＳＴ２６１５１０１
石英細砂ロクロロクロ３（４４）１２５坏赤焼土器２２４ＳＴ２６１６１０１
中砂多量ロクロ、ナデロクロ、ナデ７（９４）２０６甕赤焼土器ＳＴ２６１７１０１
石英細砂ハケメ、ヘラナデロクロ、ケズリ６．５（１８５）２２０甕赤焼土器２２４ＳＴ２６１８１０１
細砂ロクロ、ナデロクロ、ケズリ、ナデ７（１８１）１６６甕赤焼土器２３０ＳＴ２６１１１０２
海綿骨針ロクロ、ナデロクロ、ケズリ、ナデ６（１８７）２１６甕赤焼土器２３２ＳＴ２６１２１０２
細砂多量ロクロ、ナデロクロ、ケズリ６（１５６）２５２甕赤焼土器ＳＴ２６１３１０２
細砂多量ロクロロクロ４．５（５７）１５０甕赤焼土器２３２ＳＴ２６１４１０２
細砂多量ロクロケズリ（１００）１１４甕赤焼土器ＳＴ２６１５１０２

下半に煤付着中砂・
海綿骨針少量ロクロロクロ、ケズリ７．５（１４４）２４０甕赤焼土器２３２ＳＴ２６１６１０２

両黒細砂・海綿骨針回転糸切ミガキロクロ、ミガキ６（２３）６８有台坏黒色土器ＳＴ２６１（Ｆ）７１０２

内黒細砂・
海綿骨針少量ロクロ、ミガキロクロ４（３１）６２有台坏黒色土器ＳＴ２６１８１０２

内黒微砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロ、ミガキロクロ５８有台坏黒色土器ＳＴ２６１９１０２

内黒石英細砂回転糸切ミガキロクロ３（１９）４４坏黒色土器２２８ＳＴ２６１１０１０２
内黒ミガキロクロ３（６０）１７８坏黒色土器２２１ＳＴ２６１１１１０２

中砂ハケメ、ナデハケメ、ナデ（９５）２１０甕土師器２３０ＳＴ２６１１１０３
微砂回転糸切ロクロロクロ３８７８１４２坏須恵器ＳＴ３１７２１０３

内底面に磨痕あり海綿骨針回転糸切ロクロロクロ７１００坏須恵器ＳＴ３１７３１０３
細砂ロクロロクロ３（３５）１２８坏赤焼土器ＳＴ３１７４１０３
海綿骨針ロクロロクロ６（４２）１６８甕赤焼土器ＳＴ３１７（Ｆ）５１０３
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４．５（２８）６８有台坏須恵器ＳＴ４８０、５００６１０３

細かいロクロ痕微砂回転糸切ロクロロクロ３４５７０１４２坏須恵器ＳＴ４８０７１０３
海綿骨針ロクロロクロ３（３５）１２８坏須恵器ＳＴ４８０８１０３
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ６（３５）６６壷須恵器ＳＴ４８０９１０３

軟質の生焼製品微砂回転糸切ロクロロクロ３（４０）５８坏赤焼土器ＳＴ４８０（Ｆ）１０１０３
微砂ナデハケメ、ナデ５（４４）１２２鉢土師器ＳＴ４８０１１１０３
海綿骨針ロクロロクロ、ケズリ２８１６２蓋須恵器３０８ＳＴ４８３１２１０３

歪み、半還元製品細砂回転糸切ロクロロクロ２．５４４５４１３２坏須恵器２６６、２８０ＳＴ４８３１３１０３
微砂平行アテ平行タタキ１０甕須恵器ＳＴ４８３（Ｆ）１４１０３
海綿骨針平行アテ平行タタキ１０甕須恵器ＳＴ４８３（Ｆ）１５１０３
細砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４４４．５６０１３１坏赤焼土器２７５ＳＴ４８３１６１０３
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表５　遺物観察表（５）

備　考胎　土調　整計測値（㎜）器種種別ＲＰ
番号出土地点挿図

番号
図版
番号 底部内面外面器厚器高底径口径

海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３４５５８１３０坏赤焼土器２７９ＳＴ４８３１７１０３
海綿骨針少量ロクロロクロ５（４３）１３０坏赤焼土器３０５ＳＴ４８３１８１０３
中砂回転糸切ロクロロクロ４（９７）８０鉢赤焼土器３０４ＳＴ４８３１１０４
海綿骨針ロクロロクロ７（５０）２５０甕赤焼土器ＳＴ４８３２１０４
細砂・
海綿骨針少量ロクロ、ナデロクロ、ケズリ７（７８）１８４甕赤焼土器２７６ＳＴ４８３３１０４

石英細砂ロクロロクロ７（１１５）２２２甕赤焼土器３０９ＳＴ４８３４１０４
海綿骨針ロクロ、ハケメロクロ、ケズリ、ナデ７（１４７）１７８甕赤焼土器２７６、他ＳＴ４８３５１０４
海綿骨針ロクロ、ナデロクロ３（６７）１４０甕赤焼土器３０５ＳＴ４８３６１０４

両黒細砂・
海綿骨針少量ナデ、ミガキミガキ、ナデ５（３３）１２０坏黒色土器ＳＴ４８３７１０４

内黒中砂回転糸切ロクロ、ミガキロクロ４．５（３６）６０有台坏黒色土器ＳＴ４８３（Ｆ）８１０４
微砂ロクロロクロ１０甕中世陶器ＳＴ５００９１０４
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４（１５）６５有台坏須恵器３１８ＳＴ５２２１０１０４
細砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４４４５４１３８坏須恵器３１７ＳＴ５２２１１１０４

海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３（１８）５０坏須恵器ＳＴ５２２（Ｙ）１２１０４
細砂・海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３４３６０１３８坏須恵器ＳＴ５２２１３１０４
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ３（２３）５６坏須恵器３１９ＳＴ５２２（Ｆ）１４１０４

墨書「家」海綿骨針ロクロロクロ５（４０）１５０坏須恵器ＳＴ５２２１５１０４
細砂・
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４４０６０１３２坏須恵器ＳＴ５２２１１０５

同心円文アテ平行タタキ５甕須恵器ＳＴ５２２２１０５

微砂ハケメハケメ、ナデ、
ユビオサエ６（１３６）４６０鍋土師器ＳＴ５２２３１０５

内黒細砂回転糸切ロクロ、ミガキロクロ４５８５８１４２有台坏黒色土器３１６ＳＴ５２２４１０５
外面に煤石英細砂ハケメ、ナデハケメ、ナデ６（４１）２２０甕土師器ＳＴ５２２（Ｆ）５１０５

微砂ハケメハケメ、ナデ５（５１）甕土師器ＳＴ５２２６１０５
細砂ハケメハケメ６（２７５）２６０甕土師器３１０ＳＴ５２２７１０５

外面自然釉、内面青
海波文擦り消しハケメ、ナデハケメ９甕須恵器２８３ＳＴ５３７８１０５

微砂回転糸切ロクロロクロ３．５３０５６坏赤焼土器２８７ＳＴ５３７１１０６
石英細砂ハケメロクロ、ナデ３（７８）１２５鉢赤焼土器ＳＴ５３７２１０６
石英細砂ロクロロクロ、ナデ４（８５）２４４甕赤焼土器２８５ＳＴ５３７（Ｆ）３１０６
細砂ナデケズリ８（１６９）１２０甕赤焼土器ＳＴ５３７（Ｙ）４１０６
海綿骨針ロクロ、ナデロクロ７（８２）２３２甕赤焼土器ＳＴ５３７５１０６

内黒海綿骨針ロクロ、ミガキロクロ４６２５６１４２有台坏黒色土器ＳＴ５３７６１０６
内黒海綿骨針回転糸切ミガキロクロ、ナデ５５５６８１３２有台坏黒色土器２８１ＳＴ５３７７１０６

微砂ハケメハケメ、ナデ５（７１）２６０甕土師器ＳＴ５３７（Ｆ）８１０６
ハケメハケメ５（９９）２３８甕土師器ＳＴ５３７（Ｆ）９１０６

海綿骨針手持ヘラケ
ズリロクロロクロ３．５５０５０１３９坏須恵器ＳＴ５３９１０１０６

微砂ロクロロクロ、カキメ、
ヘラケズリ１０（１１６）長頚壷須恵器ＳＴ５３９（Ｆ）１１１０６

海綿骨針少量ロクロロクロ（５５）１９４甕赤焼土器ＳＴ５３９１１０７
海綿骨針ロクロロクロ、ヘラケズリ５．５（１００）甕赤焼土器ＳＴ５３９（Ｆ）２１０７
微砂ハケメハケメ５（６２）１８５甕土師器ＳＴ５３９３１０７
細砂・中砂ハケメハケメ４（１１８）甕土師器ＳＴ５３９（Ｆ）４１０７
海綿骨針・中砂回転糸切ロクロロクロ３４３５３１４２坏須恵器ＳＴ５４３（Ｆ）５１０７
粗砂少量回転糸切ロクロロクロ３４８５２１４０坏須恵器２９７ＳＴ５４３６１０７

内面口縁部に煤付着海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ３４８５４１３８坏須恵器２９６ＳＴ５４３７１０７

海綿骨針ロクロ、ナデ、
青海波アテ

格子風平行タタキ、
ナデ、カキメ６（４２）甕須恵器ＳＴ５４３（Ｆ）８１０７

微砂格子目（上）、青
海波（下）、平行タタキ１０甕須恵器３００ＳＴ５４３９１０７

墨書海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４（２７）６４有台坏赤焼土器２９９ＳＴ５４３１０１０７
石英細砂ロクロロクロ、ヘラナデ５．５（３７）１６２鉢赤焼土器ＳＴ５４３１１１０７

内黒微砂回転糸切ミガキロクロ３（２８）５６有台坏黒色土器２９９ＳＴ５４３１２１０７
中砂ハケメハケメ、ナデ４（７１）１０６鉢土師器ＳＴ５４３（Ｙ）１３１０７
細砂ハケメハケメ、ナデ５（３４）鍋土師器ＳＴ５４３（Ｆ）１１０８
微砂ハケメ、ヘラナデハケメ、ナデ５．５（１６７）１８２甕土師器ＳＴ５４３（Ｙ）２１０８

ハケメ単位粗大中砂多量ハケメ、ナデハケメ、ナデ４（１００）１６６甕土師器３０３ＳＴ５４３３１０８
中砂ナデハケメ、ナデ４（５３）１５４鉢土師器ＳＴ５４３（Ｆ）４１０８
微砂回転糸切ロクロロクロ５３８５８１３０坏須恵器ＳＴ６８４５１０８
海綿骨針・細砂回転糸切ロクロロクロ４４４５２１３８坏須恵器ＳＴ６８４６１０８
微砂ロクロロクロ３．５２２１４０鉢赤焼土器ＳＴ６８４７１０８

微砂ロクロ、
回転ヘラケズリロクロ８（１３）蓋須恵器ＳＥ４８１８１０８

海綿骨針少量ロクロロクロ４（１７）１５６蓋須恵器ＳＥ４８１（Ｆ）９１０８
海綿骨針微量回転糸切ロクロロクロ３．５５１５６１４５坏須恵器ＳＥ４８１掘方１０１０８
海綿骨針少量・
微砂回転糸切ロクロロクロ３．５４１５６１４６坏須恵器ＳＥ４８１（Ｆ）１１１０８

海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３．５（２５．５）５８坏須恵器ＳＥ４８１（Ｆ）１２１０８
微砂回転糸切ロクロロクロ４（１１．５）４６坏須恵器ＳＥ４８１内外１３１０８

海綿骨針ロクロ手持ケズリ、
回転ヘラケズリ７（９１）壷須恵器ＳＥ４８１内下１４１０８
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表６　遺物観察表（６）

備　考胎　土調　整計測値（㎜）器種種別ＲＰ
番号出土地点挿図

番号
図版
番号 底部内面外面器厚器高底径口径

粗砂・中砂回転糸切ヘラナデ、
ユビオサエ

ハケメ、
回転ヘラケズリ７（５９）１３４壷須恵器ＳＥ４８１内１５１０８

細砂少量・
海綿骨針少量ロクロロクロ５（５２）１０２壷須恵器ＳＥ４８１１６１０８

海綿骨針・微砂ロクロロクロ６（４８）壷須恵器ＳＥ４８１（Ｆ）１１０９
微砂８（１８）甕須恵器ＳＥ４８１２１０９
粗砂少量ナデ、アテ痕ヘラケズリ９（８７）９８壷須恵器ＳＥ４８１３１０９

内面に墨痕細砂青海波文平行タタキ９甕須恵器ＳＥ４８１４１０９
細砂平行アテ平行タタキ１１．５甕須恵器ＳＥ４８１５１０９
海綿骨針少量・
微砂平行アテ平行タタキ１２甕須恵器ＳＥ４８１６１０９

細砂ロクロ、ナデ、
青海波文平行タタキ、ナデ１０（１９３）４３甕須恵器ＳＥ４８１７１０９

海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ３．５（３９）６９有台坏赤焼土器ＳＥ４８１８１０９
微砂回転糸切ロクロロクロ３．５４５．５５６１２９坏赤焼土器ＳＥ４８１９１０９
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ５．５４８５６１４０坏赤焼土器ＳＥ４８１（Ｆ）１０１０９
微砂・海面骨針回転糸切ロクロロクロ４４１．５５４１３６坏赤焼土器ＳＥ４８１（Ｆ）１１１０９

非黒色化処理微砂回転糸切ミガキロクロ４（３２）６２坏赤焼土器ＳＥ４８１１１１０

微砂ロクロ、ハケメ、
ナデロクロ、ケズリ、ナデ６（１５４）３５８鉢赤焼土器ＳＥ４８１（内）２１１０

細砂ロクロ、ナデロクロ、ケズリ、ナデ７（８８）２１４甕赤焼土器ＳＥ４８１３１１０
細砂ロクロ、ナデロクロ７（７６）１８４甕赤焼土器ＳＥ４８１内４１１０

両黒細砂回転糸切ミガキミガキ８（１８）７４有台坏黒色土器ＳＥ４８１（Ｆ）５１１０
内黒微砂回転糸切ミガキロクロ５７８７７１８８有台坏黒色土器ＳＥ４８１（Ｆ）６１１０

内黒微砂回転糸切ミガキ、
回転ヘラケズリロクロ３（３４）７４有台坏黒色土器ＳＥ４８１（Ｆ）７１１０

内黒海綿骨針少量回転糸切ミガキロクロ５（４９）６０有台坏黒色土器ＳＥ４８１（Ｆ）８１１０
内黒海綿骨針少量回転糸切ミガキロクロ４（２１．５）４８有台坏黒色土器ＳＥ４８１（Ｆ）９１１０
内黒微砂回転糸切ミガキロクロ３．５（３７）６２有台坏黒色土器ＳＥ４８１（Ｆ）１０１１０
内黒微砂ロクロ、ミガキロクロ３．５（４７）１４８有台坏黒色土器ＳＥ４８１１１１１０
内黒海綿骨針少量ミガキロクロ４（４９）１４２有台坏黒色土器ＳＥ４８１１２１１０
胎土水漉粘土中砂少量ヘラナデ刷毛目、ナデ６．５（４０）１７２甕土師器ＳＥ４８１（Ｆ）１３１１０

内面に赤色付着物細砂多量ロクロ痕、
ヘラナデロクロ、ナデ、カキメ６（７０）２３２甕赤焼土器ＳＫ４０１４１１０

海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４４５６０１４２坏須恵器ＳＫ４９７１１１１
海綿骨針ロクロロクロ５（６６）７８台付壷須恵器ＳＫ４９７２１１１
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ３６３６０１５４有台坏赤焼土器ＳＫ４９７３１１１
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４（４３）６４有台坏須恵器ＳＫ４９８４１１１
中砂少量ロクロロクロ４．５（４９）１４０坏赤焼土器ＳＫ４９８５１１１
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３４２５６１３８坏須恵器ＳＫ４９９６１１１

内黒海綿骨針回転糸切ミガキロクロ４．５（５０）８１有台坏黒色土器ＳＫ４９９７１１１
瓷器系陶器中砂擦痕ロクロ１５擂鉢中世陶器ＳＫ５２８８１１１
内外施釉中砂ロクロ、卸目ロクロ、ナデ１４擂鉢中世陶器２９１９１１１

細砂回転糸切ロクロロクロ５．５（１８）６８有台坏須恵器ＳＫ５１３１０１１１
微砂回転糸切ロクロロクロ３（２２）４６坏須恵器ＳＫ７０９１１１１１

瓷器系陶器中砂ロクロ、
ユビオサエロクロ、ユビオサエ９（７５）片口鉢中世陶器ＳＫ７０９１２１１１

粗砂・小礫ロクロロクロ、ナデ１６甕中世陶器２３８ＳＫ１０５１３１１１
細砂多量ロクロロクロ目、ケズリ５．５（１１２）２０９甕赤焼土器ＳＨ３１９１４１１１
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４３９６０１２８坏須恵器ＥＢ５０５１１１２
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４４５．５５６１４８坏須恵器ＳＰ１６２１１２
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ３．５４５５６１３６坏須恵器ＳＰ４００３１１２
海綿骨針少量ロクロロクロ３．５２１４９坏赤焼土器ＳＰ４１８４１１２
細砂回転糸切ロクロロクロ３．５５１６６１３４坏赤焼土器ＳＰ４５７５１１２
中砂ロクロ、ヘラナデロクロ、手持ちケズリ８６３９０甕赤焼土器２９５ＳＰ６５２６１１２

越前系石英粗砂不明ロクロ、卸目
（三本以上）ロクロ１４．３擂鉢中世陶器２１ＳＤ１１１７１１２

体部内面に黒色附着
物粗砂静止糸切ロクロロクロ６４２４２壷須恵器ＳＤ１１４８１１２

微砂・金雲母回転糸切ロクロロクロ６１７５３８２皿かわらけ３５ＳＤ１１４９１１２
非ロクロ微砂ナデナデ８２４７７皿かわらけ１０１１２

微砂・金雲母回転糸切ロクロロクロ４１８５５７７皿かわらけ３４ＳＤ１１４１１１１２

海綿骨針・微砂静止糸切ロクロ、卸目ロクロ１１１２３擂鉢洙洲系
陶器ＳＤ１１４１２１１２

釉調１０ＢＧ７／１明
灰色施釉、ロクロ施釉、唐草文６梅瓶青白磁ＳＤ１１４１３１１２

釉調１０ＢＧ７／１明
灰色施釉、ロクロ施釉、唐草文５梅瓶青白磁ＳＤ１１４１４１１２

釉調７．５Ｙ５／１灰
色施釉施釉、凌蓮弁文３．５碗青磁ＳＤ１１４１５１１２

釉調２．５ＧＹ５／１
緑灰色施釉施釉、凌蓮弁文４碗青磁１３１ＳＤ１１６

（Ⅳ－Ⅴ）１６１１２

釉調１０ＢＧ７／１明
灰色施釉、ロクロ施釉、唐草文５梅瓶青白磁２４ＳＤ１１６１７１１２

筋壺中砂ロクロロクロ１０擂鉢中世陶器ＳＧ３１８１８１１２
外面に灰緑色釉が厚
く附着ナデロクロ、二筋１４甕中世陶器ＳＧ３１８１９１１２
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表７　遺物観察表（７）

備　考胎　土調　整計測値（㎜）器種種別ＲＰ
番号出土地点挿図

番号
図版
番号 底部内面外面器厚器高底径口径

海綿骨針回転糸切ロクロロクロ５（１７）７４有台坏須恵器ＳＸ１１９１１１３
中砂ロクロ、ナデロクロ（１０８）５８壷須恵器３１２ＳＸ６８７２１１３

内黒微砂回転糸切ミガキロクロ３．５５６５２１３８坏黒色土器Ａ－４
（Ⅳ－Ⅴ）３１１３

墨書海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４．５４６６８１２９坏須恵器Ａ－５
（Ⅳ－Ⅴ）４１１３

海綿骨針ロクロロクロ、ケズリ１０６蓋赤焼土器Ａ－１０（Ⅱ）５１１３
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４４３５２１３０坏須恵器Ａ－１０（Ⅱ）６１１３

墨書「守」海綿骨針回転糸切ロクロロクロ５１坏須恵器７１１３
海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ３．５５５１４４坏赤焼土器Ａ－１０（Ⅱ）８１１３

海綿骨針少量ヘラナデロクロ、ナデ７（９７）２４０甕赤焼土器Ａ．Ｂ－１０
（Ⅱ）９１１３

海綿骨針少量ロクロ、ナデロクロ、ナデ６（７０）１５８甕赤焼土器Ａ－１０（Ⅱ）１０１１３

細砂ハケメハケメ、ナデ５（１４２）２２８甕土師器Ａ－１０（Ⅱ）、
Ｂ－１１（Ⅱ）１１１１３

内面に赤色顔料、塗
布か使用によるかは
不明

細砂ハケメ、ナデヘラナデ、ユビナデ６（９１）２２０甕土師器
Ａ－１０（Ⅱ）、
Ｃ－９・１０
（Ⅳ－Ⅴ）

１２１１３

中砂少量ハケメハケメ、ナデ６（６３）１３０甕土師器Ａ－１０（Ⅱ）１３１１３
細砂ハケメ、ヘラナデハケメ、ナデ５（１３２）２４８甕土師器Ａ－１０（Ⅱ）１１１４

細砂蓆編痕ハケメハケメ５（１２４）７０１３２甕土師器Ａ－１０（Ⅱ）・
Ｂ－１１（Ⅱ）２１１４

海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４４３４９１４３坏須恵器Ａ・Ｂ－６
（Ⅳ－Ⅴ）３１１４

細砂・粗砂少量回転糸切ロクロロクロ５５５５０１４１坏赤焼土器Ａ・Ｂ－６
（Ⅳ－Ⅴ）４１１４

海綿骨針少量・
微砂不明ロクロロクロ６（１６７）８２頚径６７壷須恵器

ＳＥ４８１とＡ・
Ｂ－６（Ⅳ－
Ⅴ）接合

５１１４

海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ４５７６０１４２坏赤焼土器Ａ・Ｂ－６
（Ⅳ－Ⅴ）６１１４

海綿骨針ロクロロクロ４（４０）１２８坏須恵器Ｂ－９７１１４

細砂回転糸切ロクロロクロ４．５５２４８１４０坏赤焼土器Ｂ・Ｃ－６
（Ⅳ－Ⅴ）８１１４

底外面に墨痕、字形
不明海綿骨針回転糸切ロクロロクロ４３６５１１３５坏須恵器Ｃ－９・１０

（Ⅳ－Ⅴ）９１１４

海綿骨針少量回転糸切ロクロロクロ５７２７０１８２有台坏赤焼土器Ｃ－９・１０
（Ⅳ－Ⅴ）１０１１４

海綿骨針ロクロロクロ紐３９蓋須恵器Ｃ－１０
（Ⅳ－Ⅴ）１１１１４

内黒海綿骨針少量回転糸切ミガキロクロ（５２）１４０有台坏黒色土器Ｈ－４（Ⅳ）１２１１４
ハケメ、ヘラナデハケメ、ナデ６（５８）２２０甕土師器Ｇ－２３・２４１３１１４

海綿骨針ハケメハケメ、ナデ６（１７７）３８０堝土師器Ｇ・Ｈ－２５・２６１１１５
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ６４有台坏須恵器Ｎ－２６（Ⅳ）２１１５

ハケメハケメ、ナデ６（８１）鍋土師器Ｈ・Ｉ－２４・
２５（Ⅳ－Ⅴ）３１１５

細砂ハケメハケメ、ナデ甕土師器Ｈ・Ｉ－２７・２８４１１５

海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３．５４２５２１３９坏須恵器Ｋ－３６
（Ⅳ－Ⅴ）５１１５

墨書「上」海綿骨針回転糸切ロクロロクロ５（１２）５２坏須恵器地点層位不明６１１５
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３４５５７１３２坏須恵器地点層位不明７１１５
海綿骨針回転糸切ロクロロクロ３３９４９１４４坏須恵器南側地点８１１５

残欠海綿骨針少量ケズリ、ナデケズリ、ナデ８５６（巾）７０（縦）風字硯須恵器ＳＥ４８１９１１５
完形海綿骨針風字硯須恵器１ＳＴ１２１１０１１５

１１５１７５７．５６１砥石石製品ＲＱ１０ＳＴ１１７１１１６
６９０３７８７１２７砥石石製品ＲＱ５ＳＴ１１７２１１６
９．３１６１８３５砥石石製品ＳＴ２５７（Ｆ）３１１６
４．８２１２４砥石石製品ＲＱ４１１ＳＴ２５７４１１６
６０３９７５砥石石製品ＳＴ１２３５１１６
７６１５４３５３砥石石製品ＳＫ４０、Ｊ－３６６１１６
４９２１３５５９砥石石製品ＳＰ３９８７１１６
１３８１８５０砥石石製品Ｂ－１０（Ⅱ）８１１６
３８８４７７４７３砥石石製品ＳＫ５２８９１１６

９４２１．５４１５６９砥石石製品Ｉ・Ｊ－２６
（Ⅳ－Ⅴ）１０１１６

３７１１５２７８紡錘車石製品Ｈ－２６・２７
（Ⅳ－Ⅴ）１１１１６

８２１１７４折敷木製品ＳＥ４８１１１１７
１１４．５１１５削屑木製品ＳＥ４８１２１１７
①４９、
②２９ ９４３６０井戸枠

部材木製品ＳＥ４８１３１１７

７２１４３４５５井戸枠
部材木製品ＳＥ４８１４１１７

①１５、
②２６ １２４５６９井戸枠

部材木製品ＳＥ４８１５１１７

２０２１２９６５井戸枠木製品ＳＥ４８１６１１７
重量（ｇ）厚さ幅長さ
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０� （１：２０）�０．５ｍ�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＳＴ２　Ｂ～Ｂ′　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトを粒状にごくわずかにふくむ。�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／４褐色シルトがまじる。１０ＹＲ４／４が強い。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／４褐色シルトがまじる。１０ＹＲ３／４が強い。�
４　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。�
５　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトを含む。�
６　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、炭化物粒、焼土粒を含む。（床面土）�
７　　５ＹＲ４／８赤褐色シルトの焼土層。（カマド周辺焼土）�
８　１０ＹＲ４／２灰黄褐色粘質土、１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの混合土。（貼床土）�
９　地山。１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト。�

ＥＬ７１２　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐

色砂質シルトの小粒をごくわずかに含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐
色砂質シルトの混じり土。�

３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、焼土（５ＹＲ
４／８赤褐色）の小ブロックと炭化物粒を含む。�

４　１０ＹＲ４／６褐色粘土（ブロック）�
５　１０ＹＲ３／１黒褐色炭化物、焼土の混じり土。�
６　炭化物層。�
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ＥＰ２４８　Ａ～Ａ′�
１　７．５ＹＲ２／２黒褐色シルト、焼土の小ブロックが混じる。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、焼土粒をわずかに含む。�
３　１０ＹＲ４／４暗褐色砂質土、１０ＹＲ３／２黒褐色シルトが混じる。�
４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４暗褐色砂質土が混じる。�
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０� （１：４０）� ２ｍ�

０� （１：２０）� １ｍ�

ＳＴ１１　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、３層土が粒状に混じる。（撹乱）�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、２層土、３層土がブロック状に混じる。�
３　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト、１０ＹＲ６／６明黄褐色砂質シルトの小ブロックをわずかに含む。�
４　１０ＹＲ６／４にぶい黄褐色細砂質シルト。�
５　１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色シルト（粘性あり）、上にのる遺物あり。�
６　１０ＹＲ３／３黒褐色シルト、地山土が混じる。（１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト）�
７　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。（別の遺構か）�

ＥＬ７１３　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ６／４にぶい黄褐色細砂質シルト。�
２　１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色シルト（粘性あり）（上にのる遺物あり）�
３　灰、炭化物層７．５ＹＲ３／４暗褐色焼土が混じる。�
４　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト、炭化物、焼土のブロックを含む。�
５　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色土（灰か）焼土の小ブロックを含む。（細砂質）�
６　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色土を含む。焼土粒、炭化物を含む。�
７　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、焼土（１０ＹＲ４／６褐色弱く被熱）粒を含む�
８　７．５ＹＲ３／４暗褐色の焼土がブロック状に入る。�
９　７．５ＹＲ３／３暗褐色シルト、炭化物の細粒がわずかに混じる。�
１０　１０ＹＲ３／１黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト�

が半々に混じる。�
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０� （１：４０）� ２ｍ�

０� ３ｍ�（１：６０）�

ＥＰ２４９　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ
３／４暗褐色砂質シルトの混合土。
焼土、炭化物の小粒がわずかに混
じる。�

２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ
４／６褐色砂質シルトの混合土。�

ＥＰ２５１　Ｅ～Ｅ′�
１　７．５ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、７．５ＹＲ
４／６褐色の焼土の小ブロックを含む。�

２　１０ＹＲ３／４褐色砂質シルト。�
３　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト。（地山か）�

ＥＰ１２２　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色

砂質シルトのブロックを端で含む。�
２　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１層土、３層
土がわずかに混じる。�

３　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／２黒
褐色シルトをわずかに含む。�
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０� （１：４０）� ２ｍ�

ＥＰ１０７　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルトを粒状にわずかに含む。�
２　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト（地山土）、１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトが、マーブル状に混じる。�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルトが半々で混じる。�
４　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルトが半々で混じる。�
５　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト（地山土）をごくわずかに粒状に含む（柱アタリ）�
�
ＥＰ１０９　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルトと１０ＹＲ２／３黒色砂質シルトがほぼ半々で混じる。�
２　１０ＹＲ２／３黒色砂質シルト、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルトをブロック状に含む。�
�
ＥＰ１０８　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルトをわずかに含む。�
２　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト、１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトをマーブル状にわずかに含む。�
３　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト、１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトを粒状にわずかに含む。�
�
ＥＰ１０６　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト（地山土）を粒状にわずかに含む。�
２　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト（地山土）と１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトが半々で混じる。�
３　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト（地山土）、１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトを粒状に含む。�
�
ＥＰ３０　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト１０ＹＲ２／３黒色砂質シルトを小ブロック状に含む。�
２　１０ＹＲ２／３黒色砂質シルト１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルトの小粒をわずかに含む。�
�
ＥＰ３１　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト（地山土）が半々で混じる。�
２　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト（地山土）、１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトをブロック状に含む。�
３　１０ＹＲ黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト（地山土）をごくわずかに含む。�
�
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ＳＴ５９　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ４／６褐色砂質土、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの小ブロックをわずかに含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、炭化物粒、土器片をわずかに含む。�
３　１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトが混じる。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトが混じる。�
５　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。�
６　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６�
７　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトの混合土。�
８　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトの小ブロックをわずかに含む。
土器片を含む。�

９　１０ＹＲ２／１黒色シルト。�
１０　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色シルトを粒状に含む。�
１１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色シルトの混合土。�
１２　１０ＹＲ３／４暗褐色細砂。�

図版１８



Ｃ�

Ｌ�

ＳＴ６０　竪穴建物跡�

Ａ�

Ｂ�

Ａ′�

Ｂ′�

Ｃ′�

３４�

Ｌ�

Ｃ�

Ｄ�

Ｄ′�

ＥＬ７１４�ＳＴ６０�

０� （１：４０）� ２ｍ�

図版１９



１１１１�
１３１３� １３１３� １３１３� １３１３�

１２１２�

１３１３� １３１３� １３１３�９�

９�

９�

１３１３� １３１３� １３１３� １３１３� １３１３� １３１３�

４�

ＳＴ６０　竪穴建物跡　土層断面図�

９３，０００ｍ�

９３，０００ｍ�

Ａ�

Ｂ�

３�

８�

９３，０００ｍ�

９３，０００ｍ�

Ｃ�

Ｄ�

１�

２�
３�

４�

Ｄ′�

Ｃ′�

３�

５�
８�

１�

２�

９�

４� ５�

６� ７�

８�

５�

１� ７�

２�

４�
４�

９�

Ｂ′�

９�
１２�

１４�

１３� １３�

１０� １０�

１３� １３� １３� １３�

６�

１� ５�

７�
２�

２�

５� ７�３�

６�

１�

４�

Ａ′�

７�
５�

８�

撹乱�撹乱� ２�

１１�
１３� １３� １３� １３� １３� １３� １３�

１４�

９�

９�
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ＳＫ７０�
ＳＴ６０�

ＥＬ７１４�

ＥＰ２４７�

ＳＴ６０　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、焼土の小ブロック、炭化物

粒を含む。�
２　１０ＹＲ４／４褐色細砂、１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルトを粒

状にわずかに含む。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
４　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、焼土の小ブロックを含む。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トを粒状に少量含む。�
６　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル
トを含む。�

７　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル
トをわずかに含む。�

８　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、焼土のブロックを多量に含む。�
９　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トのブロックを含む。�
１０　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トが半々で混じる。（床）�
１１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トのブロックを含む。焼土のブロックを含む。�
１２　１０ＹＲ４／４褐色微砂質シルト。（１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シ

ルトと半々で混合）、上部床面を形成する埋土。�

１３　１０ＹＲ４／２灰黄褐色粘質土。（１次床面の主体部。５㎜～
１㎝厚さでうすい）�

１４　１０ＹＲ４／４褐色、１０ＹＲ２／２黒褐色混合土。１３に近い。�
�
ＳＫ７０　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／１黒褐色の炭化

物を層状に含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トを３０％程度含む。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シル

トをごくわずかに含む。�
６　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／４褐色砂質シル

トがまだら状に半々に混じる。�
７　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／４褐色砂質シル

トの大ブロックが半々に混じる。�
８　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
９　１０ＹＲ４／３褐色砂質シルト、１０ＹＲ２／３黒褐色シルトを
層状に含む。�

�

ＥＬ７１４　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ４／２灰質褐色微砂。（明黄褐色シルトをブロックで
含む）＝住居覆土３に同じ。�

２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。（均質、混じりの少ない住居。
９に近似の土層：焼土小粒ブロック少量、炭化物少量含む。）�

３　１０ＹＲ４／３黄褐色微砂。（床面直上部の覆土）、黄褐色シル
トブロックを含む。�

４　１０ＹＲ６／６黄褐色シルト。（上部が焼けて弱く赤変し、遺
物片含む。混じりの少ない土層）�

５　１０ＹＲ５／８赤色微砂質シルト。（明るい焼土小ブロック黄
色シルト、６の混合土、焼土の割合が高い。）�

６　１０Ｒ５／８赤色微砂質シルト。（均一層、遺物小片を含む）�

７　１０Ｒ２／２極暗赤褐色微砂（上部：焼土シルト混じり、下部：
熱の被熱量が少ない。煙等による変色。地山微砂小ブロッ
ク混じり）�

８　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト。焼土の小ブロック、炭化物粒を
含む。�

９　７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト。焼土のブロックを多量に含む。�
�

０� （１：４０）� ２ｍ�

０� （１：２０）� １ｍ�

ＥＰ２４７　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ３／４暗赤色シルト。（焼土、炭化物混じり）�
２　１０ＹＲ６／４にぶい黄橙シルト。（炭化物混じり）�
３　１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色シルト。（焼土ブロック混じり）�
４　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト。（地山？）�

０� （１：４０）� ２ｍ�
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ＳＴ６０　竪穴建物跡　遺物出土状況　掘方範囲�
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ＲＰ１５�

Ｌ�
３４�
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ＲＰ１７�

ＲＰ４８�

ＲＰ４９�

ＳＴ６０� ＳＴ６０�

ＳＴ６０�

遺物出土状況�

掘方範囲�
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１５１５� 撹乱�

１２１２�

１２１２�

ＳＴ７５　竪穴建物跡�

３３�

Ｊ�

Ｃ� Ｃ′�

Ｂ�

ＲＰ３３�

ＲＰ３２�
ＲＰ３８�

ＲＰ３６�

Ｂ′�

Ｄ′�
Ｄ�

Ａ′�

ＲＰ３７�Ａ�

ＲＰ３９�

ＥＰ２３３�

ＳＴ７５�

ＳＴ７５�

ＥＰ２５０�

ＥＬ７１６�

９３，０００ｍ�

９３，０００ｍ�

Ａ�

Ｂ� Ｂ′�

２�１�１４� １３�

１６�

１６�
１１�

１２�

１０�

１４�
１１�

１２�

Ａ′�

３�
４� ７� ６�
５�

８�

６�

９�

１５� 撹乱�

ＳＴ７５　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、焼土粒をごくわずかに含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、焼土粒を含む。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トの小ブロックをわずかに含む。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。３層土、５層土が混じる。�
５　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。�
６　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル
トの小粒をわずかに含む。�

７　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル
トの小粒を含む。�

８　１０ＹＲ２／３黒褐色シルトと７．５ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト
が混じる。被熱している。�

９　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル
トの小ブロックをわずかに含む。�

１０　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト。（崩落度）�
１１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トのブロックをわずかに含む。�
１２　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト。（崩落度）�
１３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、焼土粒を含む。�
１４　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト、焼土のブロックを含む。�
１５　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト。�
１６　１０ＹＲ４／４褐色シルト、１０ＹＲ３／３暗褐色シルトが混じる。�
１７　１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト。（地山）�

０� （１：４０）� ２ｍ�
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ＳＴ７５　竪穴建物跡　焼土・炭化物分布範囲　旧ＳＴ７５建物範囲�

Ｃ�

Ｄ� Ｄ′�

１�

１�

３３�
Ｊ�

３３�
Ｊ�

ＥＰ２３３�

ＥＰ２５０�

ＥＬ７１６�

ＳＴ７５� ＳＴ７５�

カマド部分�

旧ＳＴ７５�

Ｃ′�
９３，０００ｍ�

９３，０００ｍ�

０� （１：４０）� ２ｍ�

０� （１：２０）� １ｍ�

０� ３ｍ�（１：６０）�

ＥＰ２３３　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、炭化物粒を

ごくわずかに含む。�

ＥＰ２５０　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／４
暗褐色シルトと１０ＹＲ３／２黒褐色の混合土。�
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６�

ＲＰ５１５１�
ＲＰ５２５２�

ＲＰ５３５３�

ＳＴ１１２　竪穴建物跡　遺物出土状況�

ＳＫ４１　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０Ｙ

Ｒ４／４褐色細砂のブロックを含む。�
２　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ

３／２黒褐色砂質シルトを粒状に多量
に含む。�

３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ５／
３にぶい黄褐色粘土のブロックを含む。�

ＳＫ５７　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。（柱穴？）�
２　１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルト。�
３　１０ＹＲ４／３黒にぶい黄褐色シルト。�
（灰黄色砂質シルト、ブロックを含む）�

４　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト。�
（混じりの少ない均一層）�

５　１０ＹＲ３／２黒褐色微砂質シルト。�
６　１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色微砂質シルト。�

ＥＰ２４６　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ４／４褐色シルト。（炭化物、
焼土、粘土混じり）�

２　１０ＹＲ５／６黄褐色シルト。（焼土ブ
ロック混じり）�

３　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト。
（焼土少量、炭化物混じり）�
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２１２１
�

１５１５
�
１８１８
�

撹
乱
�

ＳＴ１１２　竪穴建物跡　土層断面図�

Ｓ
Ｔ
１１
２
，
Ｓ
Ｋ
４０
，
Ｓ
Ｋ
３９
　
Ａ
～
Ａ
′
�

１
　
１０
Ｙ
Ｒ
４

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
、
１０
Ｙ
Ｒ
５

／４
細
砂
の
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
わ
ず
か
に
含
む
。�

２
　
１０
Ｙ
Ｒ
３
／２
黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
。�

３
　
１０
Ｙ
Ｒ
５

／３
に
ぶ
い
褐
色
シ
ル
ト
。�

４
　
１０
Ｙ
Ｒ
５

／１
褐
灰
色
粘
土
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／４
暗
褐
色
シ
ル
ト

の
混
合
土
。�

５
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／４
暗
褐
色
シ
ル
ト
。�

６
　
１０
Ｙ
Ｒ
４

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。�

７
　
１０
Ｙ
Ｒ
４

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。�

８
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
シ
ル
ト
。�

９
　
１０
Ｙ
Ｒ
４

／６
褐
色
シ
ル
ト
。�

１０
　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／２
黒
褐
色
シ
ル
ト
。�

１１
　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
シ
ル
ト
。�

１２
　１
０
Ｙ
Ｒ
４

／２
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
。�

１３
　１
０
Ｙ
Ｒ
４

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。�

１４
　１
０
Ｙ
Ｒ
５

／４
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。�
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　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／２
黒
褐
色
シ
ル
ト
。�
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　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／２
黒
褐
色
シ
ル
ト
。�
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　１
０
Ｙ
Ｒ
２

／２
黒
褐
色
シ
ル
ト
。�
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　１
０
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Ｒ
４

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。�

１９
　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
シ
ル
ト
。�

２０
　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／４
暗
褐
色
シ
ル
ト
。�
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　１
０
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４

／４
褐
色
シ
ル
ト
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２２
　１
０
Ｙ
Ｒ
２

／３
黒
褐
色
シ
ル
ト
と
１０
Ｙ
Ｒ
３

／３
シ
ル
ト
の
混
合
土
。�

２３
　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／４
暗
褐
色
細
砂
。�

２４
　１
０
Ｙ
Ｒ
４

／４
褐
色
シ
ル
ト
。�

※
　
壁
面
崩
落
の
た
め
、
一
部
注
記
で
き
ず
。�
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，０
００
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ｍ�
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�
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�
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�
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�

１� ２�

７�

８� ９�
５�

４�

石�

石�

撹
乱
�

Ａ
′
�

３�

６�

１４
�

２０
�

Ｓ
Ｔ
１１
２�

Ｅ
Ｌ
７１
５�

Ｓ
Ｋ
４０
�

Ｓ
Ｋ
３９
�

１７
�

１６
�

０
�

（
１
：
４０
）
�

２
ｍ
�

０
�

（
１
：
２０
）
�

１
ｍ
�

Ｅ
Ｌ
７１
５
　
Ｂ
～
Ｂ
′
�

１
　
２
．５
Ｙ
Ｒ
４

／３
に
ぶ
い
赤
褐
色
（
煙
道
部
分
）、
西
側
半
分
焼
土
の
焼
け
色
強
い
。�

２
　
１０
Ｙ
Ｒ
５

／４
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。（
均
一
で
し
ま
り
の
あ
る
層
、
黄
色
シ
ル
ト
を
含
む
。）
�

３
　
１０
Ｙ
Ｒ
５

／４
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。（
焼
土
小
粒
小
量
、
黄
色
シ
ル
ト
を
多
く
含
む
。）
�

４
　
２
．５
Ｙ
Ｒ
４

／８
赤
褐
色
焼
土
（
２
．５
Ｙ
Ｒ
２

／４
極
暗
赤
褐
色
土
直
径
１
㎝
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。）
�

５
　
１０
Ｙ
Ｒ
４

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。（
黄
色
シ
ル
ト
混
じ
り
）�

６
　
１０
Ｙ
Ｒ
２

／４
極
暗
褐
色
シ
ル
ト
。（
１
の
東
側
、
２
の
東
側
と
同
じ
）�

７
　
１０
Ｙ
Ｒ
４

／３
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。（
焼
土
粒
の
小
ブ
ロ
ッ
ク
混
じ
り
）�

８
　
１０
Ｙ
Ｒ
５

／２
灰
黄
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
。（
か
た
ま
り
で
入
る
）�

９
　
１０
Ｙ
Ｒ
４

／２
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
、
焼
土
粒
混
じ
り
。�

１０
　１
０
Ｙ
Ｒ
４

／２
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
。�

１１
　１
０
Ｙ
Ｒ
５

／４
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト
。（
焼
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
。）
�

１２
　１
０
Ｙ
Ｒ
５

／８
赤
（
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
）
下
半
は
灰
黄
色
シ
ル
ト
混
じ
り
。�

１３
　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／１
黒
褐
色
。（
炭
と
灰
の
層
に
黒
灰
多
く
含
む
。）
�

１４
　
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト
。（
若
干
の
焼
土
を
含
む
が
混
じ
り
が
少
な
い
）�

図版２５



EK340

Ｂ′�

ＳＴ１１３・ＳＴ１２０　竪穴建物跡�

２８�

Ｊ�

２７�

Ｊ�

Ｃ�

Ａ� Ｄ�

Ｋ�

２８�

Ｃ′�

Ｂ′�

Ｄ′�

Ａ′�

Ｂ�

ＳＴ１１３�

ＳＴ１２０�

ＥＫ３４０�

０� （１：４０）� ２ｍ�

図版２６



撹
乱
�

６
�

２
�

３
�

２
�

ＳＴ１１３・ＳＴ１２０　竪穴建物跡　遺物出土状況�

９３
，２
００
ｍ�

９３
，２
００
ｍ�

９３
，２
００
ｍ�

撹
乱
�

６
�
７
�

５
�

１
�

２
�

４
�

３
�

１
�

１
�

２
�

４
�

２
�

２
� ４
�

Ｊ
�

Ｒ
Ｐ
２９
�Ｒ
Ｐ
２８
�

Ｒ
Ｐ
３１
�

Ｒ
Ｐ
３０
�

２７
�

Ｊ
�

２８
�

Ｋ
� ２
８�

３
�

２
�

１
�

撹
乱
�

Ａ
′
�

Ｓ
Ｔ
１２
０�

Ｓ
Ｔ
１１
３�

Ｓ
Ｔ
１１
３�

Ｓ
Ｔ
１２
０�

Ｓ
Ｔ
１２
０�

Ｓ
Ｔ
１１
３�

Ｒ
Ｐ
２８
�

Ｒ
Ｐ
２９
�

Ｂ
�

Ａ
�

Ｃ
′
�

Ｃ
�

Ｂ
′
�

Ｓ
Ｔ
１１
３
　
Ａ
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Ａ
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１
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
、
１０
Ｙ
Ｒ
４

／６
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
の
小
粒
を
含
む
。�

２
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
と
１０
Ｙ
Ｒ
４

／６
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
が
混
じ
る
。（
２
：
１
）�

Ｓ
Ｔ
１２
０
　
Ａ
～
Ａ
′　
Ｃ
～
Ｃ
′
�

１
　
１０
Ｙ
Ｒ
３
／４
暗
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
、
１０
Ｙ
Ｒ
４

／６
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
が
わ
ず
か
に
混
じ
る
。�

２
　
１０
Ｙ
Ｒ
２

／３
黒
褐
色
シ
ル
ト
、
１０
Ｙ
Ｒ
４

／６
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
が
混
じ
る
。�

３
　
１０
Ｙ
Ｒ
４

／６
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
。（
崩
落
土
）�

４
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／４
暗
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
と
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９� ８�
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１０�

ＳＴ１１７　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色粘土粒、

炭化物粒を含む。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。焼土粒、炭化物粒を含む。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トを多量に含む。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トの混合土。�
６　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。炭化物灰を多く含む。�

７　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。焼土粒、炭化物粒をごくわず
かに含む。�

８　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。５との境で炭化物粒を含む。�
９　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色粘土を粒

状に多量に含む。１０との境で炭化物を含む�
１０　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル

トの小粒をわずかに含む。�

０� （１：４０）� ２ｍ�
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１２�

１３� １３�

１１�
１０�

０� （１：４０）� １０ｍ� ０� （１：２０）� １ｍ�

ＥＬ２６２　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトの
混合土。�

２　７．５ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、焼土の小ブロックを多量に含む。
炭化物粒を含む。�

３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、焼土のブロックを含む。灰を含む。�
４　７．５ＹＲ２／３極暗褐色砂質シルト、１３層土を含む。焼土粒を含む。�
５　７．５ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト、炭化物を含む。焼土粒をわずか
に含む。�

６　７．５ＹＲ２／１黒色砂質シルト、焼土粒を含む。両端で１０ＹＲ４／
４褐色砂質シルトの小粒を含む。�

７　７．５ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト、焼土粒を含む。�

８　１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト。�
９　１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト。�
１０　７．５ＹＲ１．７／１黒色砂質シルト、７．５ＹＲ３／４暗褐色の焼

土を含む。�
１１　７．５ＹＲ２／３極暗褐色砂質シルト。焼土粒、炭化物粒をわ

ずかに含む。�
１２　７．５ＹＲ２／３極暗褐色砂質シルト、焼土の小ブロックをわ

ずかに含む。�
１３　１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト。（地山か？）�
�
＊　全体的に被熱している。（８，９，１３以外）�

ＥＬ２６４　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土粒をわずかに含む。�
２　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、５ＹＲ４／８赤褐色焼土ブロック

を多量に含む。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。焼土粒、灰を含む。�
４　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。焼土粒、焼土のブロックを含む。�
５　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色焼土のブロックを多
量に含む。�

６　７．５ＹＲ４／４褐色の焼土のブロック層。�

７　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。焼土粒をわずかに含む。�
８　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト。炭化物を多量に含む。�
９　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。焼土の小粒をごくわずか

に含む。�
１０　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。�
１１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。１２をわずかに含む。�
１２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色シルト

の混合土。�

ＥＬ２６３　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトが混
じる。焼土粒、炭化物粒を含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトのブ
ロックをわずかに含む。�

３　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、焼土の小ブロックを多量に含む。�
４　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、炭化物粒をごくわずかに

含む。焼土粒を含む。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。焼土粒をやや多く含む。�
６　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�

ＥＬ２６４　袖　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。�
２　７．５ＹＲ４／４褐色砂質土、５ＹＲ３／６暗赤褐色焼土のブ
ロックを含む。�

３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。�
４　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト（灰含む）炭化物粒
を含む。�

５　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シ
ルトの小粒を含む。焼土粒を含む。�
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ＥＬ４４９　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質土、１０ＹＲ３／３暗褐色砂質土のブロックを含む。�
２　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトのブロックを含む。焼土ブロックを含む。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの小ブロックを含む。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの混合。黒が強い。�
５　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトの混合土。�
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ＳＴ１２１　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの小
粒をわずかに含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、炭化物粒をごくわずかに含む。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの小
ブロックを含む。焼土粒、炭化物粒をごくわずかに含む。�

４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、焼土粒・炭化物粒を含む。�

５　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの
小ブロックを含む。�

６　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。炭化物を多く含む。�
０� （１：４０）� ２ｍ�
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焼土�

１０� １１�

１３�
１２�

０� （１：２０）� １ｍ�

ＥＬ２６７　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、焼土の小ブロックをわずかに含む。�
２　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、焼土の小ブロックをわずかに含む。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シ
ルトの混合土。�

４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、焼土の小ブロック。灰を含む。�
５　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、焼土の大小ブロックを含む。�
６　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、焼土の大ブロックを下方で含む。�
７　７．５ＹＲ２／３極暗褐色砂質シルト、焼土の小粒を含む。�
８　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、焼土のブロックを西端で含む。�

９　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、全体に被熱し中央部で焼土を
かたまりで含む。�

１０　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、焼土の小粒をわずかに含む。�
１１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト

が混じる。焼土の小粒をわずかに含む。�
１２　１０ＹＲ１．７／１黒色シルト。�
１３　１０ＹＲ２／２黒褐色シルトと１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト

の混合土。�

図版３４
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ＲＰ９２�
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ＲＰ９４�
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Ｈ�
２６�
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Ｈ�
２５�

０� ３ｍ�（１：６０）�

０� （１：４０）� １ｍ�
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３� ２�
５�

ＳＴ１２１　竪穴建物跡　柱穴断面図�

９２，９００ｍ�

９２，９００ｍ� ９２，９００ｍ�

９２，９００ｍ� ９２，９００ｍ�
Ｅ� Ｆ� Ｇ� Ｇ′�Ｆ′�

Ｉ′�Ｉ�

ＥＰ３３０� ＥＰ３２６� ＥＰ３２９�

ＥＰ３３５�
ＥＰ２７８�

２�

２�

２�

２�

２� ４�

１�

３� ５�

１�

１�

１�

１�

３�

３�
３�

Ｅ′�

Ｈ� Ｈ′�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＥＰ３３０　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの小ブロックを含む。�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルトと１０ＹＲ２／３黒褐色シルトの混合土。�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、焼土のブロック・炭化物粒を含む。�
�
ＥＰ３２６　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�
２　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの小ブロックを含む。焼土粒・炭化物粒を含む。�
�
ＥＰ３２９　Ｇ～Ｇ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。�
３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルトの小ブロックを含む。�
４　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト。�
５　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト、１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色シルトの小ブロックを含む。�
�
ＥＰ２７８　Ｈ～Ｈ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色シルトをマーブル状に含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ４／４褐色シルトの混合土。�
３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。�
�
ＥＰ３３５　Ｉ～Ｉ′�
１　５ＹＲ４／４にぶい赤褐色砂質シルト。（焼土層）�
２　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの混合土。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの混合土。�
�
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ＳＴ１２３　竪穴建物跡�

Ｉ�

ＳＴ１２３�

ＳＴ１２３�

ＥＰ１２７�
ＥＰ１２８�
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３� ３� ３� ３�
３�

撹乱�

４�

４�

１�

４�

Ｂ�

Ｅ�
Ｆ� Ｆ′�

３�

１� １�３� ３�
４�

２�

撹乱�

２�

４� ４�

Ｅ′�

Ｂ�

Ｅ�

Ｅ′�

Ａ′�

Ａ′�

Ｂ′�

Ｂ′�

Ｆ′�

Ｆ�

Ｃ′�

Ｄ′�

Ｃ� Ｄ�

２７�

Ｉ�

２６�

０� （１：２０）�０．５ｍ�

９３，２００ｍ�

９３，２００ｍ�

９３，２００ｍ�
９３，２００ｍ�

０� （１：４０）� １ｍ�

ＳＴ１２３　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。（被熱？）�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトを粒状に含む。（ピット）�
３　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色細砂を小粒状にごくわずか含む。�
４　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの混合土。�

ＥＰ１２８　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色砂質�
シルトの混合土。�

２　１に同じ。１０ＹＲ３／４が強い。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�

ＥＰ１２７　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。炭化物粒をごくわずかに含む。�
２　１０ＹＲ２／１黒色砂質シルト（炭化物土）と、１０ＹＲ３／４暗褐

色砂質シルトの混合土。焼土粒をわずかに含む。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。２の土が混じる。�
４　１０ＹＲ２／１黒色砂質シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトの

混合土。２に近いが焼土粒をほとんど含まない。�
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ＳＴ１２３　竪穴建物跡　遺物出土状況�
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ＲＰ１０９�

Ｄ�

Ｄ�

Ｄ′�

Ｄ′�

３�
２�

２�

２７�
Ｉ�

２６�
Ｉ�

０� （１：２０）� １ｍ�

０� （１：４０）� ２ｍ�０� ３ｍ�（１：６０）�

ＥＬ２６５　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質土の混合土。�
２　１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの混合土、焼土のブロックを含む。�
（５ＹＲ４／４にぶい赤褐色）�

ＥＬ２６６　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトが下方で混じる。�
２　３に同じ。�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトが少量混じる。�
４　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、焼土粒。炭化物粒が混じる。�
５　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト、炭化物粒を含む。�
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１１１１�

ＳＴ２１５　竪穴建物跡�

Ｈ�

Ａ′�

Ａ′�撹乱�

１�

２�

Ａ�

３�
４�

６�

９�

８�７�８�

５�

１２� １０�

１１�

１２�
１３�

ＳＴ２１５�

ＳＴ２１５�

Ａ�

１８�

９４，２００ｍ�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＳＴ２１５　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色細砂。�
２　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色
細砂の小ブロックをわずかに含む。�

３　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�
４　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト、１０ＹＲ６／４褐色細砂の小
ブロックを含む。�

５　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトかたくしまる。�
６　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの粒
をわずかに含む。�

７　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。（６より粘度が高い）�

８　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。�
９　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。（８にくらべ少し茶色がかって
かたい。）�

１０　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの
小ブロックを含む。被熱しており、焼土を含む。�

１１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。かたく、１０ＹＲ４／４褐色砂質
シルトの粒をわずかに含む。�

１２　１０ＹＲ２／２黒褐色粘質シルト。�
１３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
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ＳＴ２５５　竪穴建物跡�
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ＥＰ２９５�

ＥＰ２９４�

ＥＰ２９３�

ＥＰ２８４�

ＥＰ２８３�

ＥＰ２８１�

ＥＰ２８２�

ＥＰ２９６�

ＳＴ２５５�

ＥＬ２７２�

ＥＰ２８５�

ＥＰ２８０�ＳＴ２５５�

２６�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＳＴ２５５　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの小
粒を含む。土器片を含む。（覆土）�

２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ２／２黒褐色シルトの混合
土。焼土粒を含む。�

４　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質シル
トの混合土。（崩落土）�

５　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル
トの小粒を１よりやや多く含む。�

６　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。�
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ＳＴ２５５　竪穴建物跡　遺物出土状況�
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ＥＬ２７２�
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０� （１：４０）� ２ｍ�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＥＬ２７２　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト。焼土粒をごくわずかに含む。�
２　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シル

トを小粒状に含む。炭化物粒、焼土粒を含む。�
３　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土粒を含む。�
４　７．５ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。焼土のブロックを多量に含

む。�
５　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト。焼土の小粒をわずかに含む。�
６　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。灰、焼土の小ブロックを含む。�
７　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト。灰、焼土を層状に下方で含む。�
８　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土を層状にわずかに含む。�
９　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。�
１０　１０ＹＲ４／４褐色細砂。�

ＥＰ２８０　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトで、１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シル
トのブロックを含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトで、焼土の小ブロックを含む。�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色で、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトのブロッ

クを含む。焼土粒を含む。�
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ＥＰ２７４　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シ
ルトの混合土。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
ＥＰ２７５　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／４褐色砂質
シルトの混合土。焼土粒、炭化物粒を含む。�

２　５ＹＲ３／２黒褐色シルト、５ＹＲ３／６暗赤褐色焼土
と炭化物を多量に含む。�

ＳＴ２５６　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトと１０Ｙ
Ｒ２／２黒褐色シルトの混合土、焼土粒・炭化物粒をわずかに含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの混合
土、焼土粒を含む。�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ２／２黒褐色シルトの混合土、
１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの小ブロックを含む。�

４　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。�

５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ２／２黒褐色シルトの
混合土。シルト分が強く、焼土粒・炭化物粒を含む。�

６　１０ＹＲ４／４褐色シルト、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘土のブロッ
クを含む。�

７　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、炭化物を多量に含む。焼土粒を
含む。�

８　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト
の混合土。焼土粒を含む。�

ＥＬ２７３　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色微砂（黄色シルト粒をまばらに含む均一層）�
２　１０ＹＲ４／６赤褐色微砂（焼土）�
３　７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト（赤色化の弱い焼土。やや暗色）�
４　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト（焼土がブロックで混入）�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト（焼土の混入は少ない）�

６　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト（木灰で汚れる。焼土粒混入若干）�
７　１０ＹＲ１．７／１黒色シルト（木灰質化層の均一）�
８　７．５ＹＲ３／３暗褐色シルト（焼土化の弱い焼土層）�
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ＳＴ２５７（ＥＰ２８６）　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。�
２　１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトと、１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シル

トの混合土。�
３　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。焼土粒、炭化物粒を含む。�
４　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト（黒っぽい）。炭化物粒をわず

かに含む。�
５　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトと、１０ＹＲ４／６褐色シルトの
混合土。�

６　１０ＹＲ４／４褐色シルトと、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトと、
１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルトの混合土。�

７　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト（黄色が強い）。�
８　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。灰、炭化物粒、焼土粒を含む。�
９　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト。５がマーブル状に混じる。�
１０　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色シルトを粒状

に含む。�
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ＥＬ２７１　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色微砂（黄色シルト含む。住居覆土と同じ）�
２　７．５ＹＲ２／３極褐色シルト（焼土、炭化物混じり）�
３　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト（混じりの少ない均一層）�
４　７．５ＹＲ２／３極褐色シルト（焼土、炭化物混じり）�
５　１０ＹＲ２／１黒色微砂（木灰層の均一層）�
６　１０ＹＲ３／４暗褐色粘質シルト（貼床）�

７　１０ＹＲ２／２黒褐色微砂。�
８　１０ＹＲ３／３黒褐色微砂。�
９　１０ＹＲ３／４暗褐色粘質微砂（黒色炭化物：決めの細かい

灰状）がまだらに混じる。�
１０　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�
�
＊　７、８は上部に甕類破片�

ＥＰ２８８　Ｄ～Ｄ′�
１　７．５ＹＲ２／２黒褐色シルトと、１０ＹＲ２／１黒色の炭化物の混合土。�

焼土の小ブロックを含む。炭化物粒を含む。�

ＥＰ２８７　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。�
２　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘土の小粒をわずかに含む。�
３　１０ＹＲ２／１黒褐色シルト。炭化物か。�
４　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト。�

ＥＰ２９０　Ｆ～Ｆ′�
１　７．５ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。焼土粒・炭化物粒・土器片を含む。�
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１０�

Ｄ� Ｄ′�Ｃ′�

ＳＰ３１１　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト（均一）�
�
ＥＰ３１２　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�
２　１０ＹＲ１．７／１黒色炭化物層（均一）�
�
ＥＰ３１３　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�
２　１０ＹＲ１．７／１黒色（炭化物層）�
�
ＥＰ３１４　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト（均一）�
�
ＥＰ３１６，ＥＰ３１５　Ｇ～Ｇ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト（炭化物、木灰が
多量に混じる。焼土点々と入る）�

２　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト（焼土ブロッ
ク、炭化物、黄色粘土のブロック、底面に土
器片）�

ＳＴ２５８　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、焼土粒・炭化物粒をわずかに含む。�
２　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと、１０ＹＲ４／６褐色シルトの小粒を含む。�
３　７．５ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、焼土の小粒をわずかに含む。�
４　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトと１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルトの混合土。�
５　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの小ブロックを含む。�
６　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、炭化物を多量に含む。（炭化物層）�
７　１０ＹＲ２／１黒色シルト、焼土の小粒・炭化物を含む。�
８　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの小ブロックをわずかに含む。�
９　１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／３暗褐色シルトを層状に含む�
１０　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの混合土。�

０� （１：４０）� ２ｍ�
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Ｒ
３

／３
暗
褐
色
粘
質
微
砂
。（
土
器
片
若
干
、
部
分
的
に
グ
ラ
イ
化
、
鉄
盤
状
化
）�

４
　
１０
Ｙ
Ｒ
２

／３
黒
褐
色
粘
質
微
砂
。（
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
）�

５
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
微
砂
。（
土
器
片
、
炭
化
物
点
々
と
含
む
）�

６
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
微
砂
。（
黄
色
粘
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
点
々
と
含
む
）�

７
　
５
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
微
砂
。（
焼
土
、
炭
化
物
、
黄
色
地
山
シ
ル
ト
小
粒
含
む
）�

８
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
微
砂
。（
上
部
に
焼
土
、
下
部
に
炭
化
物
層
が
整
正
で
堆
積
）�

９
　
１０
Ｙ
Ｒ
２

／２
黒
褐
色
シ
ル
ト
。（
黄
色
粘
土
粒
、
炭
化
物
粒
若
干
含
む
）�

１０
　
１０
Ｙ
Ｒ
３

／３
暗
褐
色
微
砂
。（
地
山
、
微
砂
質
土
が
多
量
に
混
じ
る
）�

� １１
　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／４
暗
褐
色
微
砂
。（
土
器
片
、
炭
化
物
を
点
々
と
含
む
）�

１２
　１
０
Ｙ
Ｒ
４

／６
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
。（
人
為
的
埋
土
）�

１３
　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／２
暗
褐
色
微
砂
。（
黄
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
）�

１４
　１
０
Ｙ
Ｒ
２

／３
黒
褐
色
シ
ル
ト
。（
黄
色
シ
ル
ト
を
点
々
と
含
む
）�

１５
　１
０
Ｙ
Ｒ
３

／４
暗
褐
色
微
砂
。（
地
山
、
黄
色
砂
混
じ
り
）�

１６
　１
０
Ｙ
Ｒ
２

／３
黒
褐
色
シ
ル
ト
。（
均
一
で
混
じ
り
少
な
い
）�

１７
　１
０
Ｙ
Ｒ
２

／３
黒
褐
色
微
砂
。（
地
山
、
黄
色
砂
多
く
含
む
）�

１８
　１
０
Ｙ
Ｒ
４

／６
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
。（
崩
落
土
）�

１９
　１
０
Ｙ
Ｒ
２

／２
黒
褐
色
シ
ル
ト
。（
床
面
直
上
の
埋
積
土
）�

１０
　１
０
Ｙ
Ｒ
２

／２
黒
褐
色
微
砂
。（
古
代
の
表
土
？
）�
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１０１０�

５�４�

ＳＴ２６０　竪穴建物跡�

Ａ�

Ａ′�

Ａ′�Ａ�

Ｂ� Ｂ′�

１�

１�

１�２�

３�

５�４�

２� ６�

３� ４�３�７� ９�

５�
８�

１０�

１１�

Ｂ′�

Ｂ�

Ｉ�

２１�

Ｉ�

２１�

ＳＴ２６０�

ＳＴ２６０�

ＥＬ２９８�

ＥＬ２９８�

ＥＵ３０４�

ＥＰ４２４�

ＥＰ４７３�

ＥＰ３０４�

ＥＰ４２３�ＥＰ４２２�

ＲＰ２５０�

ＲＰ２１８�

ＲＰ２１９�

ＲＰ２２０�

９２，８００ｍ�

９２，８００ｍ�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＥＬ２９８　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シル
トの小ブロックを含む。�

２　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの
小ブロックを含む。�

３　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土をマーブル状に含む。�
４　１０ＹＲ２／２黒褐色シルトと、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シル

トの混合土。（崩落土のブロック？）�
５　１０ＹＲ２／２黒褐色シルトと、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト

の混合土。�
６　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土粒を含む。�

７　５ＹＲ２／２黒褐色シルト、１０ＹＲ３／４　暗褐色砂
質シルトのブロックを含む。焼土、炭化物の小粒を
含む。�

８　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトと、１０ＹＲ２／２黒褐色
シルトの混合土。（４／４が強い）�

９　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂
質シルトの小粒をわずかに含む。�

１０　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。炭化物粒をごくわずか
に含む。�

１１　１０ＹＲ１．７／１黒色砂質シルト。（炭化物層）�

０� （１：４０）� ２ｍ�

０� （１：２０）� １ｍ�

ＥＵ３０４　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色微砂質シルト�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト（均一層）�
４　１０ＹＲ２／１黒色シルト�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト�
�

ＥＵ１�
１０ＹＲ２／３黒褐色シルト�
（混じりの少ない均一層、遺物小片若干入るのみ）�
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７� ７�

７�

３�

４�

撹乱�

ＥＰ３０８３０８�

Ｄ�

ＳＴ２６１　竪穴建物跡�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＳＴ２６１　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ５／６黄褐色シルト、１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと黄
褐色シルトの混合土。黄褐色シルト７割程度。（人為的埋土）�

２　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。（木灰が多く入る）�
３　１０ＹＲ５／２暗赤褐色シルト。（焼土、炭化物が多量に入る）�
４　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。（炭化物、焼土混じり）�
５　１０ＹＲ２／３黒褐色粘質シルト。（遺物片、炭化物を含む。
床面直上の覆土）�

６　１０ＹＲ５／６黄褐色シルト、１０ＹＲ３／３暗褐色シル
トと黄褐色シルトの混合土。黄褐色シルト７割程度。
（人為的埋土）�

７　１０ＹＲ２／３黒褐色粘質シルト。（黄色シルト、灰色
シルトの混合土、貼床そのもの）�

９２，７００ｍ�

９２，７００ｍ�
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ＥＰ３０９�
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ＥＰ３０７�
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ＥＰ３０６�

ＥＰ３０１�
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９� １２１２�
１３１３�

３�

ＳＴ２６１　竪穴建物跡　遺物出土状況�

９２，７００ｍ�

９２，７００ｍ�

９２，７００ｍ�

Ｃ�

Ｄ� Ｄ′�

Ｅ′�Ｅ�
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２�

２�
１�
４�
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９�

６� ７�

１�２�

３�

８�

９�
３�

７�４� ５�
６�８�

１�

１０�

１３�

１２�
１１�

１３�

１０�

１２� １１�

ＥＬ２６８�

ＥＬ２６９�

ＥＰ３０１�

ＳＴ２６１�

ＲＰ２２１�

ＲＰ２２２�

ＲＰ３２３�

ＲＰ２２４�

ＲＰ２３３�

ＲＰ２３２�

ＲＰ２３０�

ＲＰ２３１�

ＲＰ２２７�

ＲＰ２２６�

ＲＰ２２５�ＲＰ２２９�

ＲＰ２２８�

Ｇ�
２０� ０� ３ｍ�（１：６０）�

０� （１：４０）� ２ｍ�

０� （１：２０）� １ｍ�

ＥＬ２６８　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。焼土のブロックを含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの小ブロッ
クを含む。�

３　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。�
４　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土のブロックを含む。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。焼土粒を含む。�
６　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルトの
小粒を含む。�

７　７．５ＹＲ３／２黒褐色の焼土層、１０ＹＲ３／４　暗褐色砂質シル
トのブロックを含む。�

８　７．５ＹＲ３／２黒褐色の焼土層。�
９　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。�
１０　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。焼土のブロックを多量に含む。�
１１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。炭化物、焼土の小粒をわずかに含む。�
１２　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土のブロック、炭化物を含む。�
１３　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。焼土粒を含む。�

ＥＬ２６８　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの小ブロッ
クを含む。�

２　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。炭化物を多量に含む。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
５　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。焼土粒をわずかに含む。炭化物を

わずかに含む。�
６　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土粒をわずかに含む。�

７　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。焼土のブロックを含む。�
８　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。�
９　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。焼土粒をわずかに含む。�
１０　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。焼土のブロックを含む。�
１１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土をマーブル状に含む。�
１２　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。焼土の小粒をごくわずかに含む。�

ＥＰ３０１　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色
シルトの小粒を含む。�

２　１０ＹＲ３／１黒褐色シルト。炭化物を多く含む。
焼土粒を含む。（旧床面か？）�

３　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト。焼土粒を含む。�
４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ４／６褐色砂
質シルトの混合土。（掘方か）�
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ＳＨ５２９�

ＳＰ６４８�

ＥＬ６４６�
ＥＫ６４７�

ＳＰ６５０�

ＥＰ４９４�

ＥＰ４９５�

ＥＰ４９６�

ＥＰ４９３�

９２，９００ｍ�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＳＨ５２９　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト　１０ＹＲ４／４褐色砂質
シルトの混合土　ＹＲ４／６褐色粘質土と焼土粒を含む。�

２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト　焼土粒をわずかに含む。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト　焼土、粘土の小粒を

含む炭化物粒をわずかに含む。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト　７．５ＹＲ４／６褐色粘
土のブロックを含む。�

６　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトと、１０ＹＲ３／３暗褐色シ
ルトの混合土�

７　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト�
８　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト　焼土、粘土の
小粒を含む。�

９　１０ＹＲ３／１黒褐色シルト　焼土、粘土の小ブロッ
クをわずかに含む。�

１０　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト�
１１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト�
１２　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト　５ＹＲ５／８明

赤色粘質シルトの混合土�
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ＳＴ５００�

ＳＴ５００�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＳＴ４８０　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。焼土粒、土器片等をわずかに含む�
２　１０ＹＲ４／６褐色シルトと、１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混合土�
ＳＴ５００　Ｂ～Ｂ′　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト。炭化物粒をごくわずかに含む�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。炭化物粒、土器片をわずかに含む�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘土の小粒を含む�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの小ブロックを含む。炭化物をわずかに含む。�
５　１４ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
６　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘土のブロックを含む。炭化物をわずかに含む。�
７　１０ＹＲ３／４暗褐色シルトと、１０ＹＲ３／３暗褐色シルトの混合土。�
８　１０ＹＲ４／６褐色シルトと、１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混合土。�
９　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト�
１０　１０ＹＲ／４褐色砂質シルト�
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ＳＴ４８３�
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ＥＰ５３５�

ＥＰ５３３�

ＥＰ５３４�ＥＰ５３２�

ＥＫ５１１�

ＳＴ４８３（ＥＫ５１１、５３５、５３３）　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐
色砂質シルト。�

２　１４０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、焼土粒・炭化物粒を含む。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、焼土粒を含む。（被熱）�
４　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�
５　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト。�

６　１０ＹＲ２／３暗褐色砂質シルトと、１０ＹＲ４／４褐色
シルトの混合土。�

７　５ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
８　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト、焼土の小ブロック・

炭化物を含む灰を含む。�
９　１０ＹＲ４／６褐色砂質シルト。�
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０� （１：４０）� ２ｍ�

ＳＴ２　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、焼土粒・炭化物粒・１０ＹＲ４／６

褐色粘土の小粒をわずかに含む。�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、焼土粒をごくわずかに含む。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、５ＹＲ４／８赤褐色焼土のブロッ

クを多量に含む。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、焼土粒をごくわずかに含む。（ボ
ソボソ）�

５　７．５ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂
質シルトの混合土。焼土のブロックを多量に含む。�

６　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ６／６明黄褐色粘土のブロッ
クを多量に含む。�

７　７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト、５ＹＲ４／８赤褐色焼土のブロッ
クを含む。�

８　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト、焼土粒をわずかに含む。�

９　５ＹＲ４／８赤褐色焼土。�
１０　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、５ＹＲ４／８赤褐色焼土のブロッ

ク、炭化物を含む。�
１１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、５ＹＲ４／８赤褐色焼土のブロッ

クを多量に含む。�
１２　地山。１０ＹＲ４／４褐色シルト。�
１３　１０ＹＲ４／４褐色シルトと、１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混

合土。�
１４　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト。�
１５　７．５ＹＲ３／２黒褐色シルト、焼土粒をわずかに含む。�
１６　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、５ＹＲ４／８赤褐色焼土のブロッ

クを多量　に含む。�
１７　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
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ＳＴ５２２　竃部分図�
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７� ２�９�

Ｂ′�

Ａ′�

１�

２�８� ４� ４�３�

９� ２�Ｂ�

２１� １２�

１１�

２０�

２０� ２０� ２０�１３� １４�

１０� １７�

１５� １８� １９�１６�
１２�

ＳＴ５２２�

ＳＤ５２５�

ＳＤ５２５�

ＥＬ６８５　Ｃ～Ｃ′�
１　７．５ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、焼土粒・炭化物粒をわ
ずかに含む。�

２　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、焼土粒・炭化物粒をわ
ずかに含む。�

３　１０ＹＲ４／４褐色シルト。�
４　７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト、５ＹＲ４／６赤褐色焼土
の小ブロックを多量に含む。炭化物を含む。�

５　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト、５ＹＲ４／６赤褐色
焼土の小ブロックを多量に含む。炭化物を含む。�

６　１０ＹＲ３／２黒色炭層、焼土粒をわずかに含む。�
７　Ｎ１．５／０黒色炭層、焼土粒をわずかに含む。�

ＳＴ５２２　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト（住居跡を切る柱穴？）�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト（緻密で均一層：遺物等の混入はない）�
３　５ＹＲ４／６赤褐色シルト（焼土）�
４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト（弱く焼けて暗紫褐色に変色、炭か物
含む）�

５　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト（炭化物、焼土小粒、遺物片混じり）�
６　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト�
７　７．５ＹＲ４／４褐色粘土（ブロックで入る）�
８　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色粘質シルト�
９　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト（焼土小ブロック、炭化物の混合土）�
１０　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト（焼土、炭化物が混じらない）�

１１　７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト（炭化物、黄褐色粘土含む）�
１２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト（無遺物の均一層）�
１３　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト（焼土主体）�
１４　７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト（焼土ブロック、木灰片混じり）�
１５　２．５ＹＲ４／６赤褐色焼土�
１６　１０ＹＲ３／４暗褐色微砂（木灰層）�
１７　７．５ＹＲ３／２黒褐色シルト�
１８　１０ＹＲ３／４暗褐色粘質シルト（下面に焼土）�
１９　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト（均一、焼土、炭化物の混合なし）�
２０　５ＹＲ３／４暗赤褐色シルト（上部に炭化物、下半に焼土

混じり）�
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ＥＬ７１０�

０� （１：４０）� ２ｍ�

０� （１：２０）� １ｍ�

ＥＬ７１０　Ｃ～Ｃ′�
１　５ＹＲ２／３暗赤褐色焼土。�
２　１０Ｒ５／８赤色焼土。�
３　７．５Ｙ３／２黒褐色微砂（上部に炭化物層）�
４　７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト（焼土、炭化物混じり）�

ＳＴ５３９　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト（炭化物、炭化材片多く含む）�
２　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト（焼土ブロック、炭化物含む）�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�

５　１０ＹＲ１．７／１黒色炭化物層（床面直上の炭化物）�
６　１０ＹＲ３／４暗褐色粘土（貼床面の粘土層）�

図版５８



１�

２�

ＳＢ５１０　掘立柱建物跡�
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４�

０� （１：４０）� ２ｍ�

ＥＢ５０１　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトのブロックを
含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトの小ブロックを含
む。�

ＥＢ５０２　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ５／６黄褐色粘土小粒の混合土。�
２　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色粘土の小ブロックを

少量含む。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色粘土のブロックを含む。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトのブロックを含む。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色粘土の小粒を含む。�

ＥＢ５０３　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混
合土。�

２　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混

合土、１０ＹＲ５／６黄褐色粘土の小粒を含む。�
４　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０Ｙ
Ｒ３／４暗褐色シルトの混合土。�

５　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色粘土のブロッ
クを含む。�
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ＳＢ５１０　掘立柱建物跡　柱穴断面図�
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ＥＢ５０７� ＥＢ５０８� ＥＢ５０９�

ＥＢ５０４　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／４暗
褐色粘質土の小ブロックを含む。�

２　１０ＹＲ２／３黒褐色シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色
シルトの混合土。�

３　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘
質土の小ブロックを含む　炭化物を含む。�

�
ＥＢ５０５　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色シ
ルトの小粒を含む。�

２　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色
シルトの混合土、１０ＹＲ５／６黄褐色粘土の小
ブロックをわずかに含む。�

３　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色
粘土の小粒を含む。�

４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
５　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。�
６　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色
シルトの小ブロックを含む。�

７　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色
粘土の小ブロックを多量に含む　、炭化物粒を
わずかに含む。�

�
ＥＢ５０６　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色
砂質シルトの混合土。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。 �
３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色
粘土の小粒を含む。�

ＥＢ５０７　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４
褐色シルトの小ブロックを多量に含む。�

２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４
褐色シルトの小粒をわずかに含む。�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６
褐色シルトの小粒を含む。�

�
ＥＢ５０８　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ３／４
暗褐色シルトの混合土。�

２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６
褐色シルトの小粒を含む。�

３　２ＹＲ３／２黒褐色シルト。�
４　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ

５／６黄褐色粘土の小粒をわずかに含む、
炭化物をわずかに含む。�

�
ＥＢ５０９　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６
褐色シルトの小粒を含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４
褐色シルトの小ブロックを含む。�

３　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４
褐色シルトの小ブロックを含む。�

４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ５／６
黄褐色粘土の小粒を含む。�

０� （１：４０）� ２ｍ�
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０� （１：４０）� ２ｍ�

ＳＰ５１４　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトの小粒を含む。�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトの小粒を含む。�
�
ＳＰ５１５　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの小粒を含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混合土、１０ＹＲ４／４褐色シルトの小ブロックを含む。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混合土。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
５　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土。�
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ＳＰ５１９� ＳＰ５２０� ＳＰ５２１�

ＳＰ５１６� ＳＰ５１７� ＳＰ５１８�

ＳＰ５１５�

ＳＰ５１６　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘質土の小粒
をわずかに含む。�

２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ２／６粘土の小ブロック
を含む。�

３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混
合土。�

４　１０ＹＲ３／２暗褐色シルト。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
�
ＳＰ５１７　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの
小粒を含む、炭化物粒をわずかに含む。�

２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルトと１０ＹＲ４／６褐色シルトの混合
土。�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの
小粒を含む。�

�
ＳＰ５１８　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトの小ブ
ロックを含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの小粒
を含む。�

３　１０ＹＲ３／４暗褐色シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色シルトの混
合土。�

４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの小粒
を含む。�

ＳＰ５１９　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘土の小粒を含む、
炭化物粒をわずかに含む。�

２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルトと１０ＹＲ４／６褐色シルトの混合土。�
３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混合土。�
４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。�
�
ＳＰ５２０　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ４／６褐色粘土。�
２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの小ブロッ

クを含む。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ４／４褐色シルトの混合土。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色シルトのブロッ

クを含む。�
５　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトの小ブロッ

クを含む。�
６　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト、炭化物粒を含む。�
�
ＳＰ５２１　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘土の小粒を
含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトの小ブロッ
クを含む。�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘土の小ブロッ
クを含む。�

４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの粘土
のブロックを含む。�
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ＳＰ６４５　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ
４／４褐色粘土の小ブロックを含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ３／４
暗褐色シルトの混合土。�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ

４／４褐色粘土の小ブロックを含む。�

ＳＰ６４４　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ
４／４褐色砂質シルトを含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ
４／４褐色砂質シルトの混合土。�

３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４
褐色粘土の小ブロックを含む。�

４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
６　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�

ＳＰ６４３　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
２　１０ＹＲ４／４褐色粘土の小ブロックを含む。�
３　１０ＹＲ３／４褐色砂質シルト。�
４　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�
５　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４
褐色粘土の小ブロックをわずかに含む。�

６　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
整地層断面　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ３／２暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐
色シルトをわずかに含む、土器片をわずかに含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／４暗
褐色砂質シルトの混合土。�

３　１０ＹＲ４／４褐色シルト、１０ＹＲ３／３暗褐色砂
質シルトをわずかに含む。�

４　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�整地層断面　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、炭化物粒、土器の小片を含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、炭化物粒を含む。�
３　１０ＹＲ４／４褐色シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトをわずかに含む。�
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２２�
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１２�

１４�

１８�

１６�

１５�

２２�

２２�

２３�

２２�

ＳＤ１１１、１１４　断面　東壁�

ＳＤ１１１　断面　西壁�

０� （１：８０）� ４ｍ�

ＳＤ１１１　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色細砂。�
２　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト、１０ＹＲ

５／４にぶい黄褐色細砂の小ブロックをわずか
に含む。�

３　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�
４　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト、１０ＹＲ

６／４褐色細砂の小ブロックを含む。�
５　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト（固い）、３が混じる。�
６　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、固くしまる。�
７　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
８　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、９がわずかに混じる、

土器片がわずかに混じる。�
９　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ４／３にぶい
黄褐色シルトの混合土、土器片・炭化物粒が混
じる。�

１０　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色
シルトの混合土、１０ＹＲ４／４褐色粘土の小ブロッ
クを含む。�

１１　１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色シルト。�
１２　１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘土、１０ＹＲ４／３に

ぶい黄褐色砂を端で含む。�

１３　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト。�
１４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色

砂質シルトの小粒を含む。�
１５　地山と１４の混合土。�
１６　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４

褐色砂質シルトの粒をわずかに含む。�
１７　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。（１６より粘度

が高い）�
１８　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト�
１９　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。（１８にくらべ少し

茶色がかってかたい。）�
２０　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色

砂質シルトの小ブロックを含む。被熱してお
り、焼土を含む。�

２１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。かたく、１０ＹＲ
４／４褐色砂質シルトの粒をわずかに含む。�

２２　１０ＹＲ２／２黒褐色粘質シルト。�
２３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
�
※　一部壁面崩落のため、注記なし。�
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０� （１：４０）� ２ｍ�

０� （１：８０）� ４ｍ�

ＳＤ１１４、１１６、１１８　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色粘土・
１０ＹＲ３／３暗褐色シルトの混合土。（現表土）�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト
の混合土。（撹乱）�

４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色シルトの混
合土。１０ＹＲ４／６褐色粘土の小ブロックを含む。土器片、
炭化物粒を含む。�

５　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色粗砂の混合
土。土器片・焼土粒・炭化物粒を含む。�

６　１０ＹＲ２／１黒色炭化物層、土器片を含む。�
７　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１２の小粒をわずかに含む。�
８　１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘土。�
９　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１２の小ブロックを含む。�
１０　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。�
１１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘質土の小ブ

ロックを含む。炭化物粒を含む。　　�
１２　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色粘土。�

１３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。 �
１４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色粘質シルトの小ブロック

を含む。�
１５　１０ＹＲ４／４褐色粘質シルト。�
１６　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの混合土。�
１７　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ３／３暗褐色シルトの小粒をわずか

に含む。�
１８　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘土の小ブロックを

わずかに含む。�
１９　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
２０　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色粘土。�
２１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色粘土の小ブロックを含む。�
２２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘質シルトを含む。�
２３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、かたくしまる。　　�
２４　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。�

ＳＤ１１４　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘質土の混合土。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。（粘質）�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘土のブロックをわ

ずかに含む。炭化物粒をごくわずかに含む。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘土と１０ＹＲ３／２
黒褐色シルトの混合土。�

６　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの混合土。�
７　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの小ブロック

を含む。�
８　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／３暗褐色シルトのブロックを含む。�

ＳＤ１１４　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ５／１褐灰色微砂質シルト。（炭化物、黄色シルト粒を点々と含む）�
２　１０ＹＲ２／１黒褐色炭化物層。（木灰と炭化物、焼土粒子を含む）�
３　１０ＹＲ５／１褐灰色微砂質シルト。（上面に１、下面に２を含む）�
４　１０ＹＲ２／１黒色木灰、炭化物層。（下面に黄色シルトを含む。他は均一層）�
５　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色中砂混じりシルト。（ほぼ均一）�
６　１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色粘質シルト。（下面に灰色粘土ブロックや黄色シ

ルトブロックを含む）�
７　１０ＹＲ５／６黄褐色粘質微砂。（鉄分の沈着が見られる。一時期の溝跡底面）�
８　１０ＹＲ４／２灰黄褐色微砂質シルト。（中央部で黄色シルト小ブロックを含
む他は均一）�

９　１０ＹＲ４／６褐色粘質シルト（混入物等特になし）�

ＳＤ１１４、１１６　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ１．７／１黒色炭化物層、１０ＹＲ２／３黒
褐色砂質シルトのブロックを含む。�

２　１０ＹＲ１．７／１黒色炭化物層、焼土粒をごくわ
ずかに含む。�

３　１０ＹＲ３／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４
褐色砂質シルトの小粒をごくわずかに含む。�

ＳＤ１１４、１１６　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色炭化物層、焼土粒を含む。�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、焼土、炭化物粒を

ごくわずかに含む。�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、４層炭化物を大量
に含む、焼土粒をわずかに含む。�

４　１０ＹＲ１．７／１黒色炭化物層、焼土粒をわずかに含む。�
５　１０ＹＲ３／３黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂
質シルトの小粒を含む。�
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ＳＤ１１４、１１５　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、２層土の小粒をご
くわずかに含む。�

２　１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘土。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色シ
ルトの小粒をわずかに含む。�

４　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色シル
トのブロックを含む。�

５　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト。�
６　１０ＹＲ４／４褐色砂と１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト

が半々で混じる。�

ＳＤ１１８　Ｈ～Ｈ′�
１　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト。（大きめの粘土ブロック混じり）�
２　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト。（粘土、シルト、小ブロック混じり）�
３　１０ＹＲ６／３にぶい黄橙色砂質シルト。（粘土ブロック混じり）�
４　１０ＹＲ３／４暗褐色粘質シルト。（粘土小ブロック混じり）�
５　１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色砂質シルト。（粘土小粒若干混じり全体

では均一）�
６　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト。（シルト、粘土小粒混じり）�
７　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。（シルト、粘土ブロックの混合）平安
期遺物を含む。�

８　１０ＹＲ４／４褐色シルト。（粘土、シルト混じり）�
９　１０ＹＲ４／６褐色粘質シルト。（粘土、シルトのブロック混合）�
１０　１０ＹＲ４／１褐灰色粘質シルト。（旧表土）�
１１　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト。（地山）�

ＳＤ１１８　Ｇ～Ｇ′�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。（黒色シルト小粒が
全体に混じる）�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シ
ルトが混じる。�

３　１０ＹＲ４／４褐色砂と１０ＹＲ３／４暗褐色シルトの混
合土。�

４　１０ＹＲ３／４暗褐色シルトと１０ＹＲ２／３黒褐色シル
ト、１０ＹＲ４／４褐色砂の混合土。�

５　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト（下面に灰色の粘土
ブロック、黄色のシルトブロックを含む）�

ＳＤ１２４　Ｉ～Ｉ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色粘質シルト。（黄色シルト小粒が
全体に混じる）�

２　１０ＹＲ２／２黒褐色粘質シルト。（黄色シルトのやや
大きなブロックが下面に混じる）�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。（上部は汚れてプライマ
リーでもないかと考えられるが基本的には地山？）�

０� （１：４０）� ２ｍ�
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ＳＤ５２４　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト（無遺物）�
２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト（炭化物、焼土粒

若干含む）�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト（炭化物多く含む）�
Ｐｉｔ（Ｆ７．５ＹＲ３／２黒褐色シルト）�

ＳＤ５２５　Ｄ～Ｄ′　Ｅ～Ｅ′　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ５／４
にぶい黄褐色シルトの小粒を含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ
５／４にぶい黄褐色細砂の小ブロックを
含む。�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０ＹＲ４／６
褐色シルトの小粒を含む。�
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木枠�
木枠�

ＳＥ４８１　井戸跡　土層断面図�

ＳＥ４８１　Ａ～Ａ′　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色粘土の小ブロックを含
む。焼土粒、炭化物を含む。�

２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、炭化物を含む。�
３　１０ＹＲ４／４褐色シルト、焼土粒、炭化物粒をわずかに含む。�
４　１０ＹＲ４／４褐色粘質土。�
５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、炭化物を含む、小レキを含む。�
６　１０ＹＲ５／４黄褐色粘土。�
７　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、下方で炭化物を層状に含む。小レキを
含む。�

８　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、炭化物粒、土器片を含む。レキを含む。�
９　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、レキを含む。�
１０　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色シルトのブロックを

含む。レキを含む。�
１１　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色砂質シルトの小粒を含

む。レキを含む。�
１２　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、レキを含む。�
１３　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト、炭化物粒をわずかに含む。小レキを含

む。�
１４　１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト、炭化物粒を含む。�
１５　１０ＹＲ３／１黒褐色粘質シルト。�
１６　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、砂利を多く含む。�
１７　１０ＹＲ１．７／１黒色シルト。�
１８　１０ＹＲ３／３砂利層。�
１９　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色シルトの小ブロック

を含む。焼土粒と炭化物粒をわずかに含む。�
２０　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色シルトの小粒

を含む。小レキと土器片を含む。�
２１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ３／１黒褐色粘質土の混合土。小レキ

を含む。�
２２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ６／３にぶい黄橙粘質土の小ブロック

を含む。小レキを含む。�
２３　１０ＹＲ３／３黒褐色粘質土、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色粘質土の小ブロッ

クを含む。�
２４　１０ＹＲ２／２暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色シルトのブロックを

含む。炭化物粒を含む。レキを含む。�
２５　１０ＹＲ３／３黒褐色シルト、１０ＹＲ４／４褐色粘土の小ブロックを含む。

　炭化物をわずかに含む。レキを含む。�
２６　１０ＹＲ３／２暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトの混合土。

１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘土の小粒を含む。小レキを含む。�
２７　１０ＹＲ３／４黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土のブロックを含

む。�
２８　１０ＹＲ３／３黒褐色粘質土、１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色粘質土の小ブロッ

クを含む。�
２９　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ５／６黄褐色粘土の小ブロックを

含む。レキを含む。�
３０　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトの混合土。

レキを含む。�
３１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトのブロッ

クをふくむ。レキを含む。�
３２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土のブロックを

含む。１０ＹＲ４／６褐色粘土のブロックを含む。レキを含む。�
３３　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の小ブロックを

含む。レキを含む。�
３４　１０ＹＲ３／１黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の小ブロックを

含む。�
３５　１０ＹＲ２／１黒色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の小ブロックを含

む。わずかにレキを含む。�
３６　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の混合土。�

３７　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、焼土粒、炭化物粒を含む。小レキを含
む。�

３８　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘土の小ブロックを含
む。小レキを含む。�

３９　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、小レキ、レキを含む。�
４０　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトの混合土。炭

化物粒を含む。１０ＹＲ４／６褐色粘土の小ブロックを含む。レキを含む。�
４１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土の混合土。炭

化物粒をわずかに含む。レキを含む。�
４２　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、レキを含む。�
４３　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の小粒を含む。

炭化物粒を含む。�
４４　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ４／２灰黄褐色粘質土の小粒を含む。

炭化物粒、小レキをわずかに含む。�
４５　１０ＹＲ３／１黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の小粒を含む。�
４６　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の混合土。�
４７　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトの混合土。

小レキを含む。�
４８　１０ＹＲ４／４褐色シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと暗褐色砂質シルト

の混合土。�
４９　１０ＹＲ２／２黒褐色粘質土と１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色粘質土の混合土。�
５０　１０ＹＲ４／２灰黄褐色粘質土、１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土が混じる。�
５１　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色粘質土のブロック

を含む。�
５２　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ４／２灰黄褐色粘質度の小ブロックを

含む。�
５３　１０ＹＲ３／１黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の小ブロックを

含む。�
５４　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色シルトの小粒を含む。

焼土粒、炭化物粒をわずかに含む。�
５５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトのブロックを含

む。焼土粒、炭化物粒をわずかに含む。小レキをわずかに含む。�
５６　１０ＹＲ４／４褐色粘質土、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトをわずかに含む。�
５７　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色粘質土の混合土。�
５８　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土と１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色粘質土の混合土。�
５９　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘土の小ブロックを含

む。�
６０　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルトの混合土。�
６１　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトの混合土。�
６２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／２灰黄褐色シルトの混合土。
１０ＹＲ４／６褐色粘質土の小ブロックを含む。�

６３　１０ＹＲ３／１黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の小ブロックを
含む。�

６４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの小粒を含
む。�

６５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色粘質土の小ブロックを
含む。�

６６　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘質土のブロックを含
む。小レキを含む。炭化物粒をわずかに含む。�

６７　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色粘質土のブロックを含
む。炭化物粒を含む。小レキをわずかに含む。�

６８　１０ＹＲ３／１黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の小ブロックを
含む。�

６９　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土の混合土。�
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ＳＬ５２７　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、炭化物粒を含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、炭化物を大量に含む。焼土の

ブロックを含む。�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色砂質シルト、炭化物を含む。焼土粒をわず

かに含む。�
４　黒色木炭。（南端部に焼土粒）�

ＳＬ４８５　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質微砂。�

ＳＬ４８４　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�
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ＳＨ１２５　Ｆ～Ｆ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／４暗褐色
砂質シルトの混合土。�

２　１０ＹＲ２／１黒色シルトと１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シ
ルトの混合土。�

ＳＨ３２４　Ｅ～Ｅ′�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色微砂。�
２　１０ＹＲ４／６褐色シルト。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色微砂。�

ＳＨ３１９　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色微砂。�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色微砂。�
３　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色微砂。�

ＳＨ３２０　Ｂ～Ｂ′�
１　１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘質シルト。�
２　１０ＹＲ２／３黒褐色微砂。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色微砂。�
ＳＤ３３６�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色微砂。（単一層）�

ＳＨ３２２、３２３　Ｄ～Ｄ′�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色微砂。（黄色粘土ブロック混じり）�
２　１０ＹＲ１．７／１黒色炭化物層。（灰混じり）�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色微砂。（黄色粘土粒子混じり）�
４　１０ＹＲ３／４暗褐色微砂。（黄色シルト小ブロック混じり）�
５　１０ＹＲ２／３黒褐色粘質微砂。（黄色シルトブロック混じり）�
６　１０ＹＲ３／４暗褐色微砂。�

ＳＫ１２６　Ｇ～Ｇ′�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４
褐色砂質シルトを粒状に含む。中央部で、１
０ＹＲ４／４褐色砂質シルトの大ブロックを
含む。�

２　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／３暗
褐色砂質シルトの混合土。（４／４が強い）�

ＳＨ３２１　Ｃ～Ｃ′�
１　１０ＹＲ３／３黒褐色微砂。（単一、均一層）�
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ＳＫ１０５Ａ～Ａ′（Ｎ～Ｓ）�
１　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質土。�
２　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ３／３砂質土の

混合土。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／４褐色シル

トがまじる。１０ＹＲ３／４が強い。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ２／２黒褐色シ

ルトを含む両端で１０ＹＲ４／６褐色砂質土を含む。�
５　１０ＹＲ４／４褐色砂質土。�
６　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色砂質シルト。�
７　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ２／３黒褐色シルト

と、１０ＹＲ４／４褐色シルトの混合土。�
８　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。�
９　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０ＹＲ４／４褐色シルトが

層状に混じる。�

ＳＨ３４５Ａ～Ａ′（Ｗ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと１０ＹＲ４／４褐色砂質
シルトの混合土。（４／４が強い）�

２　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色砂質
シルトをわずかに含む。（崩落土）�

３　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質
シルトの混合土。（３／２が強い）�

４　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ３／２黒褐色砂質
シルトをわずかに含む。黄色が強い。（崩落土）�

５　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�
６　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質

シルトを層状に含む。�

ＳＨ５３０Ａ～Ａ′（Ｗ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ３／２暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘質シル
トの小粒を含む。�

２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘質シル
トの極小粒を多く含む。焼土粒をごくわずかに含む。�

３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／６褐色粘質シル
トの小粒を含む。焼土粒、炭化物粒をごくわずかに含む。�

４　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�
５　１０ＹＲ３／４暗褐色シルトと１０ＹＲ４／４褐色シルトの混合

土。焼土の小粒をわずかに含む。�
６　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、焼土粒、炭化物粒を含む。�
７　１０ＹＲ３／４暗褐色シルトと１０ＹＲ３／３暗褐色シルトの混

合土。�
８　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
９　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、炭化物粒をわずかに含む。�
１０　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、７．５ＹＲ５／８明赤褐色粘土の

小ブロックを含む。�

０� （１：４０）� ２ｍ�
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ＳＫ５２８　Ａ～Ａ′�
１　１０ＹＲ４／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトを
粒状にごくわずかにふくむ。�

２　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色
シルトの小ブロックを含む。�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、炭化物粒・焼土粒をわずかに
含む。�

４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シル
トを含む。�

５　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色砂質シル
トの小ブロックを含む。土器片を含む。�

６　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト、焼土粒・炭化物粒を含む。�
７　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘質
土の小ブロックを含む。炭化物粒を含む。�

８　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質シルト、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色
粘質土の混合土。�

９　１０ＹＲ３／２にぶい黄褐色粘質シルトと１０ＹＲ５／４にぶい
黄褐色粘質土の混合土。�

１０　１０ＹＲ３／２灰黄褐色粘質土、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘
質土のブロックを多量に含む。�

１１　１０ＹＲ３／２暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色
粘質土の混合土。�

１２　１０ＹＲ３／２暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色
粘質土の混合土。（１０ＹＲ５／４の割合が多い）�

１３　１０ＹＲ３／２にぶい黄褐色粘質土。�
１４　１０ＹＲ３／２灰黄褐色粘質土、１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色粘

質土の混合土。�
１５　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色粘質

土の小ブロックを含む。炭化物粒を含む。�
１６　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土、遺物片を含む。�
１７　１０ＹＲ３／２黒褐色粘質土と、１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘

質土の混合土。�
１８　１０ＹＲ３／２暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ４／４褐色シルトの

小粒を含む。�
１９　１０ＹＲ３／２暗褐色砂質シルトと、１０ＹＲ４／４褐色砂質シ

ルトの混合土。�
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ＳＰ１４　Ａ～Ａ′（Ｓ～Ｎ）�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質シルトの小ブロック
を含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質シルトが粒状に半々
に混じる。�

４　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ
３／３暗褐色砂質シルトを粒状に含む。�

５　Ｎ１．５／０黒色シルト、１０ＹＲ４／４褐
色砂質シルトを粒状にごくわずかに含
む。�

６　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質シルトを粒状にわず
かに含む。�

７　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質シルトのブロックを
含む。�

ＳＰ３６２　Ａ～Ａ′（Ｓ～Ｎ）�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／
４褐色砂質シルトのブロックを含む。�

２　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ
２／２黒褐色砂質シルトのブロックを
含む。�

３　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ２／２黒褐色シルトの小粒を含む。�

ＳＰ３７５　Ａ～Ａ′（Ｗ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色粘土、１０Ｙ
Ｒ３／４暗褐色砂質シルトのブロック
を含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／６褐色砂質シルトを端で含む。�

ＳＰ３７８　Ａ～Ａ′（Ｗ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質土の小粒を含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質土の混合土。�

ＳＰ３９８、３９９　Ａ～Ａ′（Ｎ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色微砂。�
　　（黄色シルト点々と含む）�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
３　１０ＹＲ３／４暗褐色微砂。�

ＳＰ３７２　Ａ～Ａ′（Ｗ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質シルトの小ブロック
を含む。�

２　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ
３／３暗褐色砂質シルトの小粒を含む。�

３　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ
３／３暗褐色砂質シルトの小粒をわず
かに含む。�

４　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、１０ＹＲ４／
４褐色砂質シルトの小粒をわずかに含
む。�

５　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質シルトの小粒を含む。�

６　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ
３／３暗褐色砂質シルトの小粒を含む。�

ＳＰ３７３　Ａ～Ａ′（Ｎ～Ｓ）�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／６褐色砂質シルトの小粒を含む。�

２　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ
２／２黒褐色砂質シルトの小ブロック
を含む。�

３　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／６褐色砂質シルトのブロックを
含む。�

４　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルトと１０Ｙ
Ｒ４／６砂質シルトの混合土。�

５　１０ＹＲ２／２黒褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／６褐色砂質シルトの小粒を含む。�

ＳＰ１６　Ａ～Ａ′（Ｓ～Ｎ）�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ

Ｒ４／４褐色砂質シルトを粒状に含む。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ

Ｒ４／４褐色が粒状に半々に混じる。�
３　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、２層土

をわずかに含む。�
４　Ｎ１．５／０黒色シルト、１０ＹＲ４／４褐
色砂質シルトを粒状にごくわずかに含
む。�

５　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。２層
土を層状に含む。�

ＳＰ６３　Ａ～Ａ′（ＳＷ～ＮＥ）�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ
４／６褐色砂質シルトの小粒を含む。�

２　１０ＹＲ２／３黒褐色シルトと１０ＹＲ４／６
褐色砂質シルトの混合土。�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０ＹＲ
４／６褐色砂質シルトのブロックを含む。�

４　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。�

０� （１：４０）� ２ｍ�
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９３，０００ｍ� ９３，１００ｍ�

９３，０００ｍ� ９３，０００ｍ�

９３，０００ｍ�

９３，１００ｍ�

ＳＰ４００　Ａ～Ａ′（Ｓ～Ｗ）�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
　　（遺物：土器含む）�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト。�
　　（黄色シルトを多く含む）�
３　１０ＹＲ２／３黒褐色微砂。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�

ＳＰ４１５　Ａ～Ａ′（Ｗ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト。（土器
片、焼土粒、炭化物、木灰含む）�

２　１０ＹＲ４／４褐色シルト。（地山に
近い汚れ土）�

ＳＰ５６２　Ａ～Ａ′（Ｓ～Ｎ）�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色粘土の小ブロックを含む。�

２　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト。�
３　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�

ＳＰ５７８　Ａ～Ａ′（Ｗ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ４／４褐色砂質シルト、１０ＹＲ
３／３暗褐色砂質シルトを含む。�

２　１０ＹＲ２／１黒色シルト、１０ＹＲ４／４
褐色粘土の小ブロックを含む。�

３　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと１０Ｙ
Ｒ３／４暗褐色砂質シルトの混合土。�

４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルトと１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質シルトの混合土。�

５　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。�
６　１０ＹＲ３／２黒褐色シルトと１０ＹＲ３／
３暗褐色シルトの混合土。�

ＳＰ５８９　Ａ～Ａ′（Ｓ～Ｎ）�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト、１０ＹＲ３／
３暗褐色砂質シルトの小粒を含む。�

２　１０ＹＲ３／２黒褐色シルト。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
４　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質シルトのブロックを
含む。�

ＳＰ５４８　Ａ～Ａ′（Ｎ～Ｓ）�
１　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト。�
２　１０ＹＲ２／２黒褐色シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４粘土の小粒を含む。�

３　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０Ｙ
Ｒ４／４褐色シルトの混合土。�

４　１０ＹＲ３／３暗褐色シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色粘土の小粒を含む。�

ＳＰ５６３　Ａ～Ａ′（Ｗ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ３／４暗褐色砂質シルト。�
２　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト。�
３　１０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト、１０Ｙ
Ｒ４／４褐色粘土の小粒を含む。�

４　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと１０Ｙ
Ｒ４／３にぶい黄褐色砂質シルトの混
合土。�

ＳＰ５７７　Ａ～Ａ′（Ｓ～Ｎ）�
１　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルトと１０Ｙ
Ｒ４／４褐色砂質シルトの混合土。�

２　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�
３　１０ＹＲ４／３にぶい黄褐色シルト。�
４　１０ＹＲ３／２黒褐色砂質シルト。�

ＳＰ５４９　Ａ～Ａ′（ＮＷ～ＳＥ）�
１　１０ＹＲ３／３暗褐色シルトと１０Ｙ
Ｒ４／４褐色シルトの混合土。�

２　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�

ＳＰ４０５　Ａ～Ａ′（Ｗ～Ｅ）�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト。�
　　（遺物片、炭化物片含む）�

ＳＰ４１４　Ａ～Ａ′（ＮＷ～ＳＥ）�
１　１０ＹＲ２／３黒褐色シルト。�
　　（土器片若干含む）�
２　１０ＹＲ３／４暗褐色シルト。�
　　（黄色シルト多く含む）�
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遺物実測図（３６）�
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遺物実測図（３８）�

１�

２�

７�

５�

４�
３�

６�

０� ２０㎝�

０� ２㎝�

０� １０㎝�

図版１１７



写真図版



ＳＴ２竪穴建物跡完掘状況↑Ｓ

ＳＴ２竪穴建物跡検出状況↑Ｅ ＳＴ２竪穴建物跡遺物出土状況↑ＳＷ

ＳＴ２竪穴建物跡カマド周辺遺物出土状況↑ＳＷ ＳＴ２竪穴建物跡カマド断面↑ＮＷ

写真図版１



ＳＴ１１竪穴建物跡完掘状況↑Ｓ

ＳＴ１１竪穴建物跡南北断面↑Ｗ ＳＴ１１竪穴建物跡カマド周辺↑Ｗ

ＳＴ１１竪穴建物跡カマド断面↑ＮＷ ＳＴ１１竪穴建物跡完掘状況↑Ｎ

写真図版２



ＳＴ２９建物跡検出状況↑Ｅ ＳＴ２９建物跡全景↑Ｗ

ＥＰ３１断面↑Ｗ ＥＰ１０８断面↑Ｓ

ＥＰ１０７断面↑Ｓ ＥＰ１０６断面↑Ｓ

ＥＰ３０断面↑Ｓ ＥＰ１０９断面↑Ｓ

写真図版３



ＳＴ５９竪穴建物跡完掘状況↑Ｎ

ＳＴ５９竪穴建物跡断面↑Ｗ

ＳＴ５９竪穴建物跡遺物
出土状況↑Ｓ

写真図版４



ＳＴ６０竪穴建物跡完掘状況↑Ｎ

ＳＴ６０・７５竪穴建物跡検出状況↑Ｅ ＳＴ６０竪穴建物跡・ＳＫ７０土壙完掘状況↑ＳＷ

ＳＴ６０竪穴建物跡カマド周辺↑Ｗ ＥＰ２４７↑Ｎ

写真図版５



ＳＴ７５竪穴建物跡完掘状況↑Ｎ

ＳＴ７５竪穴建物跡カマド周辺↑ＮＥ

ＳＴ７５竪穴建物跡完掘状況↑Ｅ ＳＴ７５竪穴建物跡東西断面↑Ｓ

写真図版６



ＳＴ１１２・５９・５６竪穴建物跡，ＳＫ３９土壙，ＳＥ４０・３８井戸跡完掘↑ＮＥ

ＳＴ５６竪穴建物跡検出状況↑Ｅ ＳＴ１１２竪穴建物跡カマド断面↑ＳＥ

ＳＴ１１２竪穴建物跡，ＳＫ３９土壙，ＳＥ４０・３８井戸跡完掘状況↑Ｅ ＳＴ５６，ＳＴ１１２竪穴建物跡東西断面↑ＳＥ

写真図版７



ＳＴ１１３・１２０竪穴建物跡完掘状況↑Ｅ

ＳＴ１１３・１２０竪穴建物跡南北断面↑ＳＷ ＳＴ１２０・１１３竪穴建物跡調査区（東側）カベ断面↑Ｎ

ＳＴ１１３竪穴建物跡東西断面↑ＳＷ ＳＴ１２０竪穴建物跡東西断面↑ＳＷ

写真図版８



ＳＴ１１７竪穴建物跡完掘状況↑ＮＥ

ＳＴ１１７竪穴建物跡検出状況↑Ｅ ＥＬ２６３（ＳＴ１１７）カマド断面↑ＮＥ

ＳＴ１１７竪穴建物跡南北断面↑ＳＥ ＥＬ２６４（ＳＴ１１７）カマド↑Ｎ

写真図版９



ＳＴ１２１竪穴建物跡完掘状況↑Ｅ

ＳＴ１２１竪穴建物跡カマド周辺遺物出土状況↑Ｗ ＳＴ１２１竪穴建物跡南北断面（Ａ）↑Ｓ

ＳＴ１２１竪穴建物跡遺物出土状況↑Ｎ ＲＰ１（陶硯）出土状況↑ＳＷ

写真図版１０



ＳＴ１２３竪穴建物跡完掘状況↑ＮＥ

ＥＬ２６５（ＳＴ１２３）カマド↑Ｎ ＳＴ１２３カマド断面↑ＮＥ

ＳＴ１２３カマド↑Ｎ ＥＰ１２７（ＳＴ１２３）断面↑Ｎ

写真図版１１



ＳＴ２５５竪穴建物跡完掘状況↑Ｗ

ＳＴ２５５竪穴建物跡南北断面↑Ｗ

ＳＴ２５５竪穴建物跡等検出状況↑ＥＳ ＥＬ２７２（ＳＴ２５５）カマド検出状況↑Ｗ

写真図版１２



ＳＴ２５６竪穴建物跡完掘状況↑Ｅ

ＳＴ２５６竪穴建物跡検出状況↑Ｅ ＳＴ２５６竪穴建物跡南北断面↑ＳＥ

ＳＴ２５６カマド遺物↑Ｎ ＥＰ２７５（ＳＴ２５６）柱穴断面↑ＳＥ

写真図版１３



ＳＴ２５７竪穴建物跡完掘状況↑ＮＥ

ＳＴ２５７竪穴建物跡↑Ｓ ＳＴ２５７竪穴建物跡東西断面↑ＳＥ

ＥＬ２７１（ＳＴ２５７）カマド↑ＳＥ ＥＬ２７１（ＳＴ２５７）カマド↑Ｗ

写真図版１４



ＳＴ２５８竪穴建物跡検出状況↑Ｅ

ＳＴ２５８遺物出土状況↑Ｎ

ＳＴ２５８竪穴建物跡完掘状況↑Ｅ

写真図版１５



ＳＴ２５９竪穴建物跡完掘状況↑Ｎ

ＳＴ２５９竪穴建物跡断面↑Ｗ

ＳＴ２５９竪穴建物跡
ベルト断面↑Ｓ

写真図版１６



ＳＴ２６０竪穴建物跡
カマド断面↑ＳＷ

ＥＬ２９８（ＳＴ２６０）カマド↑Ｗ

ＲＰ２１９（ＳＴ２６０）埋設土器↑Ｗ

写真図版１７



ＳＴ２６１竪穴建物跡完掘状況↑Ｗ

ＳＴ２６１竪穴建物跡南北断面↑Ｅ ＳＴ２６１竪穴建物跡掘方断面↑Ｅ

ＥＬ２６８（ＳＴ２６１）カマド断面↑Ｗ ＥＬ２６９（ＳＴ２６１）カマド断面↑Ｗ

写真図版１８



ＥＬ４４９（ＳＴ３１７）
カマド断面↑ＳＷ

ＳＴ３１７ＥＬ４４９カマド↑Ｗ

ＳＴ３１７内ＥＫ４８２土壙↑Ｅ

写真図版１９



ＳＴ４８０・５００竪穴建物跡
完掘状況↑Ｗ

ＳＴ５００竪穴建物跡南北断面↑Ｗ

ＥＬ６４６（ＳＴ４８０）カマド↑Ｓ

写真図版２０



ＳＴ４８３竪穴建物跡完掘状況↑Ｗ

ＳＴ４８３ＥＬ５２３カマド周辺
遺物出土状況↑ＮＥ

ＥＫ５１１（ＳＴ４８３）土壙↑Ｎ

写真図版２１



ＳＴ５２２竪穴建物跡周辺↑Ｗ

ＳＴ５２２竪穴建物跡カマド検出状況↑Ｎ ＥＬ６８５カマド断面↑Ｗ

ＳＴ５２２竪穴建物跡南北断面↑Ｓ ＳＴ５２２竪穴建物跡遺物出土状況↑Ｗ

写真図版２２



ＳＴ５３９竪穴建物跡東西断面↑Ｓ

ＳＴ５３９竪穴建物跡南北断面↑Ｓ

ＥＬ７１０カマド断面（ＳＴ５３９）↑Ｅ

写真図版２３



ＳＥ４８１井戸跡完掘状況↑Ｓ

ＳＥ４８１井戸跡検出状況↑Ｅ ＳＥ４８１井戸跡南北断面↑Ｅ

ＳＥ４８１井戸跡東西断面↑ＳＷ 井戸枠（ＳＥ４８１）↑Ｓ

写真図版２４



ＳＢ５１０堀立柱建物跡↑ＮＥ

ＥＢ５０９柱穴断面↑ＮＥ ＥＢ５０６柱穴断面↑ＮＥ ＥＢ５０３柱穴断面↑ＮＥ

ＥＢ５０８柱穴断面↑ＮＥ ＥＢ５０５柱穴断面↑ＮＥ ＥＢ５０２柱穴断面↑ＮＥ

ＥＢ５０７柱穴断面↑ＮＥ ＥＢ５０４柱穴断面↑ＮＥ ＥＢ５０１柱穴断面↑ＮＥ

写真図版２５



ＳＰ５１４～５２１柱穴↑Ｎ

ＳＰ５１４～５２１柱穴完掘↑ＳＷ ＳＰ５１４柱穴断面↑ＮＥ ＳＰ５１５柱穴断面↑ＮＥ

ＳＰ５１６柱穴断面↑ＮＥ ＳＰ５１７柱穴断面↑Ｅ ＳＰ５１８柱穴断面↑Ｅ

ＳＰ５１９柱穴断面↑Ｗ ＳＰ５２０柱穴断面↑Ｗ ＳＰ５２１柱穴断面↑ＳＷ

写真図版２６



調査区南側掘立柱建物跡↑Ｎ

ＳＰ６４３柱穴断面↑Ｅ ＳＰ６４５柱穴断面↑Ｅ

ＳＰ６４４柱穴断面↑Ｅ １・２次調査ＳＤ１１（トレンチ）断面↑Ｎ

写真図版２７



ＳＨ３１９～３２４墓壙遺構検出状況↑Ｎ

ＳＨ３１９～３２４墓壙完掘状況↑Ｎ

写真図版２８



ＳＨ１２５墓壙断面↑Ｎ ＳＨ１２５墓壙↑ＮＥ

ＳＨ３２４墓壙断面↑Ｗ ＳＨ３２２・３２３墓壙断面↑Ｎ

ＳＨ３２１墓壙↑Ｎ ＳＨ３２２・３２３墓壙↑Ｎ

ＳＨ３２０墓壙↑Ｓ ＳＫ３９５土壙断面↑ＮＷ

写真図版２９



ＳＤ１１１大溝跡他検出状況↑Ｅ

ＳＤ１１１溝跡東側断面図↑Ｓ

ＳＤ１１１溝跡断面↑Ｅ ＳＤ１１１溝跡遺物出土状況↑Ｅ

写真図版３０



ＳＤ１１４～１１６溝跡検出状況↑Ｓ

ＳＤ１１４・１１５・１１６溝跡検出状況↑Ｅ ＳＤ１１４・１１５溝跡土層断面↑ＮＥ

銅銭出土状況↑Ｗ かわらけ出土状況↑Ｗ

写真図版３１



ＳＬ４８４・４８５炉跡完掘状況↑ＮＷ

ＳＬ４８４・４８５炉跡↑Ｗ ＳＬ４８５炉跡↑Ｗ

ＳＬ４８４炉跡完掘状況↑Ｗ ＳＬ４８５炉跡完掘状況↑Ｗ

写真図版３２



ＳＬ５２７炉跡↑Ｓ

ＳＬ５２７炉跡↑Ｗ

ＳＬ６７０炉跡↑Ｎ

写真図版３３



ＳＨ５３０墓壙断面↑ＳＷ ＳＨ５２９墓壙断面↑Ｓ

ＳＨ１０５墓壙ＲＰ２３８↑Ｎ ＳＨ１０５墓壙土層断面↑Ｗ

ＳＫ４１土壙断面↑Ｅ ＳＫ７０土壙断面↑Ｅ

写真図版３４



ＳＫ１１出土遺物

写真図版３５



８０－８�

８０－９� ８０－８�

８０－１

８０－３

８０－２

８０－４ ８０－５

８０－６ ８０－７

ＳＴ２・ＳＴ５出土遺物

写真図版３６



８０－１０

８０－１１

８０－１２

８１－１

８１－２
ＳＴ１１出土遺物

８１－４ ８１－５ ８１－３、８１－６

ＳＴ１１出土遺物

写真図版３７



８１－７

ＳＴ５９出土遺物

ＳＴ６０出土遺物

８１－８ ８２－３、８２－２ ８１－１０

８２－１ ８１－９ ８１－１１

ＳＴ５９・ＳＴ６０出土遺物

写真図版３８



８２－６�

８２－４�

８３－１�

８２－６�

８２－７

８２－５ ８３－３ ８３－５

８２－８ ８３－４ ８３－２

８３－６

ＳＴ６０出土遺物

写真図版３９



８３－１１�

８４－３� ８４－４�

８４－１�

８４－７�

８４�
－６� ８４－６�

８４－８�

８３－７ ８３－８ ８３－９、８３－１０

８４－２

８４－５

８５－２、８５－１

８４－９ ８５－１

ＳＴ７５・ＳＴ１１２出土遺物

写真図版４０



８５－３ ８５－４

ＳＴ１１７出土遺物

８５－６ ８５－５ ８５－７

８６－５ ８６－４ ８６－３

８６－２ ８５－１０ ８６－１

ＳＴ１１３・ＳＴ１１７出土遺物

写真図版４１



８６－８�８８－８�

８７�
－５�

８６－１０�

８８－７�

８５－９ ８５－８ ８６－１１

８６－７

８６－６

８７－４ ８７－２

ＳＴ１１７出土遺物

写真図版４２



８７－３ ８６－９

８８－６ ８７－６

８７－１ ８８－４ ８８－５

８８－３ ８８－１ ８８－２

ＳＴ１１７出土遺物

写真図版４３



８９－２�

８９－１� ８９－４�

８９－３�８８－�
１１�

８８－９ ８８－１０ ８８－９、８８－１０

ＳＴ１２１出土遺物集合

１１５－１０（表） １１５－１０（裏） ９０－１

ＳＴ１２０・ＳＴ１２１出土遺物

写真図版４４



９０－１２�
９０－１１�９０－７�

９０－９�９０�
－１３�

９１－５� ９１－３�

９１－�
４�

９１－１�

９１－�
２�

９０－２ ９０－３ ９０－４

９１－１４ ９０－５ ９０－６

９０－１０ ９０－８

ＳＴ１２１出土遺物
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達磨寺遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

達磨寺遺跡（山形県東村山郡中山町に所在）は、須川左岸の自然堤防上に位置する。これま

での発掘調査により、古代（平安時代）の竪穴住居・掘立柱建物・井戸・道路・墓壙・土壙・

旧河川などが、また中世の区画溝・土壙・柱穴・焼土遺構などが検出されており、古代および

平安時代の集落であることが明らかにされている。今回、遺構の構築年代あるいは埋没年代に

関する情報を得るために放射性炭素年代測定およびテフラ分析を、土壙の内容物を検証するた

めに土壌理化学分析を、また井戸構築材の木材利用状況を検討するために樹種同定を実施する。

Ⅰ．遺構の年代観

１．試料

テフラ分析を実施する試料は、古代の竪穴住居（ＳＴ１１７およびＳＴ３１７）の覆土に見られた

火山灰層２点（試料番号１・２）、井戸（ＳＥ４８１）の覆土最上部付近に見られた火山灰層１点

（試料番号３）の合計３点である。試料は、いずれもにぶい黄橙～灰黄色を呈する砂質シルト

である。

放射性炭素年代測定を行う試料は、中世の区画溝（ＳＤ１１４）と古代の竪穴住居（ＳＴ１１７）

の覆土中にみられた炭化物２点（試料番号１３・１４）である。

２．分析方法

（１）テフラ分析

試料約２０�を蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、

上澄みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡

下にて観察する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、

その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によりバブル型

と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をな

す部分であるＹ字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊

状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状のも

のとする。また、砕屑物中に火山ガラスが含まれる場合は、その屈折率を測定することにより、

テフラの特定を試みる。屈折率の測定は、古澤（１９９５）のMAIOTを使用した温度変化法を用

いる。

（２）放射性炭素年代測定

測定は、株式会社加速器分析研究所の協力を得た。今回の測定は、β線計数法で行う。放射

性炭素の半減期は、LIBBYの半減期５５７０年を使用する。なお、炭化材については、その樹種
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表１　放射性炭素年代測定結果

測定番号測定年代δ１３Ｃ
（‰）

同位体
補正年代質性格遺　　構試料

番号
ＩＡＡ－２５６－１４８０±９０－２４．６１４９０±９０炭化材（カエデ属）区画溝ＳＤ１１４　Ｅ－１５１３

ＩＡＡ－２５７－１２６０±７０－２３．９１２８０±７０炭化材（カエデ属）住居址ＳＴ１１７　ＥＬ２６４１４

注１）年代値：１９５０年を基点とした値。
注２）半減期：LIBBYの半減期５５６８年を使用。
注３）誤差：標準偏差（ONE SIGMA）に相当する年代。
注４）δ１３Ｃ：試料炭素の１３Ｃ／１２Ｃ原子比を質量分析器で測定し、標準にＰＤＢを用いて同様に算出した値。

も調べる。

３．結果

（１）テフラ分析

試料番号１には中量、試料番号２には少量、試料番号３には多量の火山ガラスが認められる。

火山ガラスの特徴は３点の試料ともに同様であり、無色透明のバブル型と軽石型が混在する。

軽石型には、塊状および繊維束状の両者が認められる。なお、試料番号１および試料番号２に

は、テフラの本質物ではない岩石片や石英粒なども多く含まれる。

火山ガラスの屈折率は、試料番号１がｎ１．５０２～１．５０４、試料番号２がｎ１．５０２～１．５０５、試料

番号３がｎ１．５０１～１．５０５の値が得られる（図１）。

図１ 火山ガラスの屈折率

（２）放射性炭素年代測定

結果を表１に示す。表中に示したδ１３Ｃの値は、質量分析器を用い試料炭素中の１３Ｃ濃度

（１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し、標準試料PDB（白亜紀のベレムナイト類の化石）の測定値を基準とし

て、それからのずれを計算し、千分偏差（‰：パーミル）で表したものである。今回の試料の

年代値は、この値に基づいて補正した年代である。測定の結果、区画溝ＳＤ１１４で出土した炭

化材が１４９０±９０ＢＰ、住居址ＳＴ１１７で出土した炭化材１２８０±７０ＢＰの補正年代値が得られる。

４．考察

各試料に認められた火山ガラスは、色調・形態、屈折率などがほぼ同様であることから、同

一のテフラに由来すると考えられる。東北地方におけるテフラの産状（例えば、町田ほか、１９

８１，１９８４；Arai et al.,１９８６；町田・新井，１９９２など）と本遺跡の地理的位置から、試料中の火山

ガラスは、十和田カルデラを給源とする十和田ａテフラ（Ｔｏ－ａ：町田ほか，１９８１）に由来

すると考えられる。なお、Arai et al.（１９８６）や町田・新井（１９９２）などでは、Ｔｏ－ａの火

山ガラスの屈折率はｎ１．４９６～１．５０４とされており、今回の試料よりも低い屈折率を示す火山ガ

ラスを含んでいる。これについては、町田ほか（１９８１）が、Ｔｏ－ａの上部降下ユニットと中・

達磨寺遺跡の自然科学分析
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下部降下ユニットで屈折率のレンジが異なることを指摘している。屈折率の低いレンジの火山

ガラスは、主に上部降下ユニットに含まれているが、その分布は十和田カルデラ周辺の青森県

域から岩手県北部地域であり、南方へは広がっていないとしている。この記載に従えば、本遺

跡の位置する山形盆地周辺で検出されるＴｏ－ａは、中・下部降下ユニットであるから、その

屈折率は低いレンジを欠いたものとなり、今回の試料が示すような値となる。ここで、Ｔｏ－

ａの噴出年代は平安時代のＡＤ９１５年とされていることから（早川・小山，１９９８）、今回の各試

料が採取された層位の覆土層は、古くとも１０世紀以降に堆積したと言える。さらに今回の結果

から、遺構の構築年代を検討する場合には、覆土中におけるＴｏ－ａの堆積過程を考えなけれ

ばならない。遺構埋積中に降下堆積したものであれば、遺構の構築はＴｏ－ａ降灰以前となる

が、遺構廃棄後に遺構周囲の土壌から流れ込んだものであれば、Ｔｏ－ａ降灰以前と以後の両

方の場合が想定される。例えば住居の場合、Ｔｏ－ａ降灰以前に構築されても、Ｔｏ－ａ降下

時に住居が使用されていれば住居内にＴｏ－ａ堆積層が形成されないし、Ｔｏ－ａ降下以後に

住居が構築されれば住居内にＴｏ－ａの降下堆積層が存在しない。どちらの場合も、廃棄後に

周囲の土壌から流れ込んで覆土中に残ったＴｏ－ａが検出されることになる。遺構覆土中にお

けるテフラ堆積物が、降下テフラ層であるか否かは、覆土層における堆積状況および遺構周囲

の土層におけるテフラの堆積状況を調査区内および調査区周辺地域の多数の場所で確認した上

で検討する必要がある。

一方、放射性炭素年代測定の結果、区画溝ＳＤ１１４出土炭化材で１４９０±９０ＢＰ、竪穴住居Ｓ

Ｔ１１７出土炭化材で１２８０±７０ＢＰの補正年代値が得られている。ところで、放射性炭素年代は、

測定法自体が持つ誤差や測定の前提条件である大気中の１４Ｃの濃度が過去において一定でな

かったことから、年輪などから測定されたいわゆる暦年代とは一致しない。そのため、年輪年

代による暦年代既知の年輪の材について放射性炭素年代測定を実施することにより、暦年代と

放射性炭素年代を両軸とする補正曲線が作られている（Stuiver,M.et al ,１９９３など）。そこでＩ

ＮＴＣＡＬ９８（Stuiver,M.et al ,１９９８）に報告されている１４Ｃ年代－歴年代較正データを用いて

本分析結果の較正暦年代値を求めると、

区画溝ＳＤ１１４出土炭化材で得られた

１４９０±９０ＢＰが、４３７－４５４calＡＤ、

４５７－５２２calＡＤ、５２７－６５２calＡＤと

なり、竪穴住居ＳＴ１１７出土炭化材で

得られた１２８０±７０ＢＰが、６６３－７８１cal

ＡＤ、７９３－８０２calＡＤと な る（図２）。

以上の結果から、２基の竪穴住居Ｓ

Ｔ１１７とＳＴ３１７、さらに井戸ＳＥ４８１

は、いずれも１０世紀以降には埋積して

いたと考えられる。この内、ＳＴ１１７

は、覆土内から得られた放射性炭素年

代測定の結果から、７～９世紀頃以降

に構築された可能性がある。また、区 図２ 放射性炭素年代と較正歴年代
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画溝ＳＤ１１４は中世と考えられているが、得られた年代値ははるかに古い年代値であった。こ

の試料については、古材の再利用や遺構周囲の古い時代の炭化材に由来することなどが考えら

れる。今後、基本土層中におけるテフラの産状と遺構との対応関係、覆土内から得られた炭化

物の出土状況等を明らかにした上で再検討することが望まれる。また、放射性炭素年代測定に

ついては、資料数を増やして統計的に扱うことでより詳細な結果を得ることができる。それら

を検討した上で遺構の構築年代について再検証したい。

Ⅱ．土壙の内容物検証

１．試料
試料は竪穴住居ＳＴ２５５の覆土第１～３層の３点（試料番号４～６）、方形土壙ＳＨ３２１～３２４

の覆土４点（試料番号７～１０）、土壙ＳＫ１２５の覆土１点（試料番号１１）、竪穴住居ＳＴ２６０で出

土した土器内土壌の覆土１点（試料番号１２）の合計９点である。

２．分析方法

今回測定する成分は、特に動物の体組織や骨に多く含まれるリン酸とカルシウムの含量測定

を行う。中でもリン酸は骨に多量に含まれ、土壌中に固定されやすい性質を持つ。そのため、

遺体が埋葬されると土壌中にリン酸の富化が認められることから、遺体あるいは遺骨の痕跡を

推定することができる。また、土壌中の供給源としては植物体もあげられる。植物由来のリン

酸成分が供給された場合、リン酸含量とともに腐植含量も高くなる。よって、植物体の影響を

調べるために腐植含量も測定する。リン酸は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブデン酸比色法、

カルシウムは硝酸・過塩素酸分解－原子吸光光度法、腐植はチューリン法でそれぞれ行う（土

壌養分測定法委員会，１９８１）。以下に各項目の具体的な操作工程を示す。

試料を風乾後、軽く粉砕して２．００㎜の節を通過させる（風乾細土試料）。風乾細土試料の水

分を加熱減量法（１０５℃、５時間）により測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、０．５㎜φの

節を全通させる（微粉砕試料）。

風乾細土試料２．００�をケルダール分解フラスコに秤量し、硝酸約５�を加えて加熱分解する。

放冷後、過塩素酸約１０�を加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で１００�に定容してろ

過する。ろ液の一定量を試験官に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸（Ｐ２

Ｏ５）濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験官に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸

光光度計によりカルシウム（CaO）濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分

量から乾土あたりのリン酸含量（Ｐ２Ｏ５㎎／�）とカルシウム含量（CaO㎎／�）を求める。

また、微粉砕試料０．１００～０．５００ｇを１００�三角フラスコに正確に秤りとり、０．４Ｎクロム酸・

硫酸混液１０�を正確に加え、約２００℃の砂浴上で正確に５分間煮沸する。冷却後、０．２％フェニ

ルアントラニル酸液を指示薬に０．２Ｎ硫酸第１鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加

熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの有機炭素量（０rg－Ｃ乾土％）を求める。これに１．

７２４を乗じて腐植含量（％）を産出する。

３．結果

結果を表２に示す。測定の結果、腐植含量は、１．６１～２７．４２％を示し、試料番号１１（ＳＫ１２５

土壙覆土）で突出した最も高い測定値が得られる。リン酸含量は１．０９～１．８９Ｐ２Ｏ５㎎／�を示し、
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表２　土壌理化学分析結果

ＣａＯ
（㎎／ｇ）

Ｐ２Ｏ５
（㎎／ｇ）

腐植含量
（％）土　　色土性番号層位等性　格遺構

６．７１１．８９２．８０黒褐１０ＹＲ２／２ＬｉＣ４第１層竪穴住居跡ＳＴ２５５

５．８２１．８３２．４５黒褐１０ＹＲ２／２ＬｉＣ５第２層

６．４８１．７６２．２８黒褐１０ＹＲ２／２ＬｉＣ６第３層

６．４０１．３１２．１７黒褐１０ＹＲ２／２ＬｉＣ７覆土隅丸方形土壙ＳＨ３２１

６．３８１．４５１．８５黒褐１０ＹＲ２／２ＬｉＣ８覆土土壙ＳＨ３２２

７．５４１．４８３．４３黒褐１０ＹＲ２／２ＬｉＣ９覆土隅丸方形土壙ＳＨ３２３

８．０３１．７１２．７８黒褐１０ＹＲ２／２ＬｉＣ１０覆土隅丸方形土壙ＳＨ３２４

２３．５３１．０９２７．４２暗褐
黒

１０ＹＲ３／３
１０ＹＲ１．７／１ＬｉＣ１１覆土隅丸方形土壙ＳＫ１２５

５．５５１．７２１．６１黒褐１０ＹＲ３／２ＨＣ１２土器内土壌竪穴住居跡ＳＴ２６０

注１）土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修，１９６７）による。
注２）土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，１９８４）の野外土性による。

ＬｉＣ…軽埴土（粘土２５～４５％、シルト０～４５％、砂１０～５５％）
ＨＣ　…重埴土（粘土４５～１００％、シルト０～５５％、砂０～５５％）

各試料間による差がほとんどない。カルシウム含量は５．５５～２３．５３CaO㎎／�を示し、腐植含量

と同様に試料番号１１（ＳＫ１２５土壙覆土）で最も高い。

４．考察

骨の主成分の一つであるカルシウムが土壌中に含まれる量は、５．５５～２３．５３CaO㎎／�を示し、

試料間により差が見られた。ここで、カルシウムが土壌中に普通に含まれる量、すなわち天然

賦存量は普通１～５０CaO㎎／�とされ（藤貫，１９７９）、含量幅が大きい傾向にある。これは、土

壌中でカルシウム成分が移動・溶脱しやすいことに由来する。今回、ＳＫ１２５土壙覆土でカル

シウム含量が高いものの、藤貫（１９７９）の調査例を参考にすると、天然賦存量の範囲内にある

と言える。また、同試料でリン酸含量が低いことからも、このカルシウムの測定値が骨の存在

を直接的に示唆するものでないと考えられる。

リン酸含量は、試料間による差がほとんどみられない。リン酸量の天然賦存量は、いくつか

の報告事例がある（Bowen，１９８３；Bolt & Bruggenwert，１９８０；川崎ほか，１９９１；天野ほか，

１９９１など）。これらの事例から推定される天然賦存量の上限は約が３．０Ｐ２０５㎎／�程度である。

これらの調査例と比較すると、今回の分析試料のリン酸含量はいずれも上記した天然賦存量の

上限を上回るものでなく、天然賦存量の範囲内にある。ここで、ＳＴ２５５をみると、第３層か

ら第１層と上位に向かいリン酸含量がわずかながら増加している。現在遺跡が畑地・果樹園と

して利用されていること、地表面から遺構検出面までが浅いことから、上位層ほど後代の影響

を受けてリン酸が富化されていると考えられる。一方、土壙や竪穴住居跡で検出された土器の

覆土では、ＳＴ２５５の第３層とほぼ同じかあるいはそれよりも低いリン酸含量である。したがっ

て、この測定値を見る限り、土壙覆土や土器内土壌では、外的要因によってリン酸成分が富化

されたとは言い難い。

一方、土壌の腐植含量をみると、ＳＫ１２５土壙覆土で極めて高い結果が得られている。試料

中には、黒色の炭化物が多量に混入しており、それを反映した結果と言える。この炭化物につ

いて顕微鏡で観察を行ったところ、イネ属の葉部（葉身と葉鞘）の短細胞および葉身機動細胞

に由来した植物珪酸体の組織片、さらに稲籾に形成されるイネ属穎珪酸体が確認される。すな

わち、この炭化物は、稲藁あるいは稲籾等を加熱を受けて炭化したものと判断される。このこ

とから、ＳＫ１２５では、何らかの目的で稲藁あるいは稲籾等を焼成したあるいは燃焼後の残渣
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表３　樹種同定結果

樹種器　種遺構番号
スギ井戸枠　№１ＳＥ４８１１５

スギ井戸枠　№２ＳＥ４８１１６

スギ井戸枠　№３ＳＥ４８１１７

スギ井戸枠　№４ＳＥ４８１１８

スギ井戸枠　№５ＳＥ４８１１９

を投棄したことなどが考えられる。

以上、今回の結果からは、１）竪穴住居ＳＴ２５５の上位において認められるリン酸の富化の後

代の影響によると考えられる、２）ＳＫ１２５を除く土壙および竪穴住居ＳＴ２６０で検出された土器

の内部には遺体が埋納されていた痕跡を認めることができない、３）ＳＫ１２５は焼成遺構あるい

は廃棄遺構の可能性があることが推定される。ところで、人為的に遺体が埋納されると、その

地点において化学成分が偏在することが知られている（例えば、小山，１９９５：中根，１９９２：中

根・馬場，１９９５：パリノ・サーヴェイ株式会社，１９９９など）。これが遺体埋納検証の際の指標

になると考えられる。また、ステロールや脂肪酸組成において、コレステロールとコプロスタ

ノールの多産、アラキジン酸（Ｃ２０）・ベヘン酸（Ｃ２２）・リグノセリン酸（Ｃ２４）が検出され

ることにより遺体埋納について検証できるとされている（中野，１９９３；１９９５）。したがって、

今後、同一遺構内において化学成分のバラツキを調べることや残留脂肪酸の調査などを行い、

さらに基本土層と比較検証することで、より詳細な検討が可能になると思われる。

Ⅲ．用材選択

１．試料
試料は、井戸跡（ＳＥ４８１）の井戸枠５点（試料番号１５～１９）である。

２．分析方法

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接戦断面）の３断面の徒手切片

を作製し、ガム・クロラール（抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、蒸留水の混

合液）で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同

定する。

３．結果

樹種同定結果を表３に示す。井戸枠は、全て針葉樹の

スギに同定される。主な解剖学的特徴を以下に記す。

・スギ（Cryptomeria japonica（L.f.）D.Don）

スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に限っ

て認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、

１分野に２～４個。放射組織は単列、１～１５細胞高。

４．考察

井戸枠は、いずれも板状を呈し、出土状況から枡型または桶型の井戸枠の側板と考えられる。

樹種は、全て針葉樹のスギであった。同様の利用例は、これまでに遺跡から出土した井戸枠材

の樹種同定結果でも確認されている（島地・伊東，１９８８）。山形県内では、木原遺跡等で井戸

材にスギが認められており、今回の結果と一致する。

スギ材は、木理が通直で割裂性が高く、板材への加工が比較的容易である。また、耐水性も

比較的高いことから、井戸材、水桶、釣瓶、水道樋、船材等に適するとされる（農商務省山林

局，１９１２）。このことから、耐水性が比較的高いスギ材を選択的に利用した可能性がある。

達磨寺遺跡の自然科学分析
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図版１ 木材・火山ガラス
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